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まえがき 
本報告書は 4 年度 人 健事業推進 等 助 人 健健康 進等事業 若い世代

（学生等）による高齢者の生活支援に関する 研究事業 の事業をまとめた報告書であ
る。 
わが国では、 上、例を ない 度で社会の高齢 が進 しているが、その中で、高

齢者の生活の や生きていく を り、できるだけ れた地域で、 らしい ら
しをしていくことは、現 の社会的な である。そのためには生活の で 要な支援
を得て、 立して 日を ることができる社会でなくてはならない。この社会的な の
成のために、医療、 の 実がはかられてきたものの、現実には医療、 のはざま

に生 る高齢者の生活支援のニー をいかに たすかが大きな社会的課題となっている。
本事業はこうした現実の中で、学生等の若い世代が を たすことができるのではない
かという のもとに、 われた実践的な り である。この り の中では、高齢
者の主 的幸 感に関する をもとにして、高齢者の生活支援のあり方を検討した。
また、先駆的事例を して、世代間交流を とする高齢者支援の推進の ントを探った。
さらに、 来の、学生による高齢者支援と地域交流の をもとに、 ーキンググループ
を立ち上げて学生の成長や日常との関連から実践例をとりまとめた。これらの事業から、
その ッセンスを 出して事業課題で求められている｢どの地域でも実践可能な若い世代
の参加を促進するマニュアル｣をとりまとめたものである。｢どの地域でも実践可能な｣
案が求められることから、学生 の多い都 部だけでなく、中山間地域の 地域におい
ても世代間交流を実践してその 題や課題についても検討を加えた。若い世代による高齢
者の生活支援については、さまざまな が まっているものの、社会的にはまだまだ関
心は高くない。また、高齢者のお りごと支援が、そのまま高齢者の生活支援や 立支援
に 結しているかのような も少なくない。この報告書がこうした の に少しで
も することを願ってやまない。 
この事業では、近畿厚生局をはじめ、都 部の社会 会、およ 生活支援コーデ

ィネーター、高齢者を中心とした NPO、 の 、高齢者の生活支援のために ンチャー
として 業している関 者等、こうした方 に るい学識 者など多くの方々にお世
になった。また、中山間地域においても、地 の社会 会、生活支援コーディネー
ター、医療関 者、 関 者、 の 関 者の さんに、温かい支援を頂戴した。さ
らには、日本世代間交流学会のメンバーにも支援を頂戴した。あらためて感謝を申し上げ
たい。 
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 事業 要 

1  事業の    
1) 高齢者の生活支援の 題・・・ 事例から・・・ 
本事業の として、現 の医療・ では り れない高齢者の 題がある。本事業

のきっかけとして 医療の現場からの 言が、大きな要 となっている。 は現場の
医、 からの 言の一部である。実例であるが、 人 報 の 点から、

所等を し年齢等を加 した。また を して 的なストーリーとした。 
 
1 84 の  （ 医からの 言） 
主  
現 の にて、 を要 した。 

 されるた に、 検 、X を け、当 医から心 ないと
を け、 するという ードを り している。 

であるが、日常生活は 立している。ただし、 は で地域でも 立して
いる。しかし、 間になると で となり、 を する。 
 
2 89 の  （ からの 言） 
主 全  

から い 感があったが、がまんしていた。しかし、 が けてくると、次
第に 感が してきた。 大する 感のために、 することができ 、ついに
3 に 119 を でコールした。 

であるが、 して から 立しているわけではない。 から全 を意
識していたが、医療機関に をかけてはいけないと感じ、 を 慮していた。しかし、
段から で んでいるとともに、この日には、 ったらそのまま んでしまうのでは

ないかという する のために をコールするに った。 
 
3 90 の  （ 医からの 言） 
主 のこ らがえり 

もともと のこ ら りを こしていたが、この日は、 側の のこ らがえ
りを こして動けないため を した。 院で、 体的に の高い では
ないことが確 され、温めることで が したため した。 

場になると でじっとしている。 の が して、しばしばこ らがえ
りとなるため、近医の 外 を していた。 を 方されていたが、 が い
で、こ ら りを こすという は しなかった。その後ある日、大 部 を
こして され、 術を けることになった。 
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4 85 の  （ 医からの 言） 
主 関先で動けなくなった 

いつも心 して してくれる近所の方が、 関先で動けなくなっている本人を
して 119 通報した。 院では全 的に大きな 題はないことを確 したが、

が しかった。そこでリハ リテーションの ー スを けることを 案したが、本人が
したため、そのまま となった。 

と 。 者とは 。 は 出 するため、いわ る｢日中 ｣
の である。地域は大都 の でコ ュニティは高齢 しているが、地域
の 助は活 で、日常生活上も りごとがあれば かが助けにいく にあった。

の近所の も くない。しかし、そのためか本人は 体活動を がる が次第に
くなり、 の献 や、近所のお りごと生活支援が 厚くなればなるほど、 体機

能が えていくという が進んだ。 
 
2) 事例の  
本事業のきっかけには、高齢者の生活支援の 題として 医療の現場から か 上が

ってきた課題がある。 をはじめとする のクルーは、かつて高度成長 代
には や交通事 による 者の やプレホス タル アに されてきた。しかし、
高齢 社会を えた現 、その は一 して、 多くの高齢者の生活支援の 題や
に されるようになった。たとえば、高齢者 から たきりの 者が ッドから
ちたといった ースは 員であれば日常的な であるという。ただし、このような
場合の 119 要 は、 が多いという。 員から れば日中は、近 で らかの
助が われているのではないかという。例 1、例 2 のような ースは、 ッドから ちた
というだけではなく、 にともなう 体 が生じているために、どうしても医療機関
に する 要が生 る。しかし、 された 院の当 医から、｢な 、この 間 な
の ｣という指摘を けることもめ らしくないという。実際には、 員もまた、その
ような を っているが、なかなかコールした本人に うことはできない。たとえば、
例 2 の ースでは、 3 という 間 に が じて 119 通報に ったものである
が、 れないものの、 ってしまったら 度と が めないのではないかという い
があり、 い めても本人の をますます 大させるばかりである。 

感が高じて 医療機関を する高齢者は、日常的にも して少なくない。日中
になった場合に、 のために 119 ではなく、 ら 外来を する高齢者もいる。

しかし、 ら 外来を れた場合も、 された場合も、多くの医療的な 段が
本的な には いということが、リ ーターを生 原 となっている。 を運 す
る 長は、 医療機関から｢な 、この 間 なの ｣と指摘を けることがあるが、

療に ある 療部長やその の当 医 にとっては、 療における
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療に ある 療部長やその の当 医 にとっては、 療における
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disposition に する。これは、その 者を 院させるか、 させるかという医学的な
だけでなく、 療のきっかけとなった にどのように をつけるかというこ

とである。 
例 3、例 4 は、その意 で医療の から た に、どうしても があることを
っている。すなわち 題の が医療上のことではなく、 の であったり本人の

意識であったりすることは、今日の 医療では 多く するとこ である。例 3 では、
もともと、こ ら りについて、 外 外来を していたのであるが、生活上の支援
や の の に、医療機関としては に えることができ 、次第に の
を り していったという である。また、例 4 は、 の ンフ ーマルな 助
が機能しているコ ュニティであるが、 の が 厚くなればなるほど、 し 本人を
スポ ルする方向に向かった例である。このような近 の 厚さもあることから、 す
る も、本人に献 的に 厚い援助をし、近 の方々も支援していた。しかし、本人
の動きたくないという意識は、ますます高じていくという を生じている。 
 
3） 事例から た本事業の 開 
これらの事例は、 山の一 であるが、若い世代（学生等）による高齢者の生活支援の

あり方に重要な ントを えるものである。たとえば例 4 にあるように、高齢者 の
求を たすための 的な｢お りごと生活支援｣を単に することを 的とした は、
かえって高齢者の 立から いとこ に高齢者を導くことになりか ない。本事業の 的
は、 助の担い を、単に若い世代に求めようというものではない。短絡的な生活支援で
はなく、｢若い世代と高齢者との世代間交流｣のあり方から、高齢者にとっても、若い世代
にとっても、Win-Win の関 に結 つく支援のあり方を する事業である。 
“whicker まごとも”の山本 一氏は、若い世代の一人であるが 業して高齢者の生活支援
のため学生と高齢者をマッチングをする ジネスを っている。 は参 する学生に対し
て、対 する高齢者を｢お ｣として うことにないように研 で えているという。高齢
者は、学生に対して 外 ー スの に対して対価を支 っているが、 してそ
の ー スは、か いとこ に の くような生活支援ではなく、もっと対等な関 によ
るものである。 って、｢まごとも｣という となった。このような視点は、本事業にご

いただいた研究 者の さんに、 通であり、本事業の としても特に重要なポ
ントと考えられる。 

山添 の社会 会の 寿氏は、本事業において山添 での コロ
クチン で、学生による支援として学生による高齢者の スコートをコーディネートし
ていただいた。その際に、 クチン の支援だけではなく、 い などに 要な日常的
な 動の支援をこの中山間地域で う可能 はどうかと た。すると、もし、学生が
の もちいて 意で山添 の高齢者を したりしたら、それはとても なことであ

るとの指摘をいただいた。確かに山間地域の を運 に れない学生が したとした
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ら一定の 度で事 が こることは であ う。すなわち、若い世代による高齢者の生
活支援と して、 な 的な生活支援が、若い世代と高齢者の 方を にさらすこ
とになるのである。それに対して、 氏が いただいた タクシーに って、
リアにやってきた京都橘大学の学生と山添 の高齢者がどちらともなく り添った は、
とても ましく事業の 開を けるものであった。本事業のシンポジ ムは、｢若者
と高齢者の関 ｣と して、｢高齢者は“支えられる” なのか ｣というテーマであった。
本事業の として、高齢者の生活支援が、単 に、高齢者の日常生活のお りごと支援
ではないことは、事業を通じて関 者の一 した 識である。 
 
4）世代間交流の  
本事業では、高齢者の ート ーとして、若い世代（学生等）を ったが、高齢者の

生活支援は、本来は、 い視野から できる。わが国では、高齢者をター ットにした
世代間交流のア デアは、1960 年代からはじまったといわれるが、最近に るまで、世
代間交流の主な対 は、｢子ども｣であった。また、その内容は、当 は ントや 事に
よる 的なものであったと推 される。1980 年代より子ども の と高齢者
が 合された が られるようになった。さらに、1997 年には、 部 学 の中 教

会の｢21 世 を 望した が国の教 の り方について （中 教 会第 次
申）｣において、｢高齢社会に対 する教 の り方｣がまとめられ、学 教 に中での

高齢者との交流を学 教 に り れることが具体 されている。具体的な体 活動とし
ては、地域や学 の実 に じ、 や小学 の段階においては、地域の高齢者を学
会や運動会などの学 事などに 待したり、高齢者 を し、高齢者の かな
体 に く を くなどの高齢者との れ合いを うプログラムが 案され、さまざま
な り が われるようになった。ただし、これは、高齢者に対する支援だけではな
く、子どもに対する教 的視点も い。
https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chuuou/toushin/970606.htm 
しかし、実際は、このような教 的視点は、若い世代（学生等）による生活支援につい

ても、 に重要である。 
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2 事業の 的  ・・・高齢者は支えられる か  生活支援が意 するとこ とは  
本事業の 的は、｢学生をはじめとする若い世代が リキュラムや、課外活動等を通じて、

高齢者に対する生活支援や地域コ ュニティへの貢献を う り が にまた継続的
に実 できるために 要な要 を ・ する。｣ことである。若い世代が、あらたに高
齢者の生活支援を うにあたっては、地域特 を に考慮し、生活支援コーディネータ
ー等の高齢者の生活支援に る人々との連携をもち、活動することが求められる。そのた
めに、第一段階として、 として全国の 1 人の高齢者（65 上）を対 に主
的幸 感に対する を い、 めて生活支援の 的を確 した。ここで得た結 を
もとに、その を検 すべく全国の生活支援に る先駆的事例の 集およ ンタ ュ
ー を った。また、実践による検 を うため、6 つの ーキンググループによる大
学教 における実践を った（当 は 4 つのグループだったが、可能な り ・一
をめざす意 で 6 つのグループに 加した）。これらの 研究結 の集大成としてマ

ニュアルの作成を った。 
一 に、｢高齢者 支えられる ｣と 識され、その支援の方 や担い 確 をどのよ

うに うかに が集まりがちである。しかし、高齢者には若者に しているさまざま
なものを っており、高齢者と若い世代は 的で 的な関 を できる可能 があ
る。このような世代間交流を とした高齢者の支援の可能 を らかにすることが本事
業の 的である。 
そのために次のような 的に けて事業を実 した。 
的 1 高齢者の主 的幸 感の  
的 2 先駆的事例集の 集 
的 3 大学における教 と高齢者の支援プログラムのための実践 
的 4 若い世代の参加を促進する｢マニュアル案｣ 

これらの 的に って、本研究事業では、 的 1 から 的 4 までの 、成 データ、
ンタ ュー内容等を本報告書として して集 するとともに、 的 2 については、先駆
的事例集として に 子 した。また、 的 3 については、 的 1 での全国 におけ
る高齢者の主 的幸 感の結 からの にもと き、大学教 における実践を い、大
学教 の教 現場における実装の成 をまとめた。本事業のためのシンポジ ム｢高齢者
は“支えられる” か ｣では、このような 的 1 から 的 3 までの成 を 合して、各
ーキンググループの活動の実 や成 をとりまとめた。その成 にもと き 的 4 の若い
世代の参加を促進する｢マニュアル案｣の 本的なコンセプトを した。これに き、
事例集、大学教 における実践から、 ッセンスを 出して若い世代の参加を促進する｢マ
ニュアル案｣を の 子としてもまとめた。 
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事業の 要・・・マニュアルに るまでの 開と  
本事業の最終 は、 どの地域でも実践可能な“若い世代の参加を促進する高齢者の生

活支援マニュアル案 を 示することである。 
そのために、 的 1 高齢者の主 的幸 感の 、 的 2 先駆的事例集の 集、
的 3 大学における教 と高齢者の支援プログラムのための実践がどのように、このマ

ニュアルに向けて、 開したかを 示する。

 
なお、この では、実際に事業で を実 したプロセスにあたる部 を主として で示
した。 
この の全国 では、高齢者の主 的幸 感を 1 人の高齢者を対 に し

検討し、高齢者の主 的幸 感が高齢者 の社会的活動と関連しており、単に 的な
お りごと支援ではないのではないかという を 確 した。その にもと き、大
学教 における実践を各 ーキングで実 した成 を らかにした。また、先駆的事例集
として の地域での の高い事例を 集した。それらの中から 的なデータを各
ーキングの成 からまとめるとともに、 の ハ を各 ーキングの実践から 出し
た。また、先駆的事例集は、各地で のある活動を っているグループからの報告で
あり、ここからも、その ッセンスを 出した。 
 
） 的 に関する 要 
本事業の 的 である高齢者の主 的幸 感の では、全国の 65 上の

5000 人、 5000 人の合 10000 人を対 に、 ンターネットで 回 web
を実 した。 の 的は、高齢者が をどの 度幸 だと実感もしくは 識

しているかを主 的幸 感という 度で 定し、回 者の や活動 等と関連してい
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るかを らかにすることである。主 的幸 感（Subjective well-being）とは、もともと
年学関連で われてきた だが、心 学 域では今日、高齢者 外の集団でも われる
度となった。その 度を、15 の への回 結 によって 定したが、 幸せだ

と感じるかどうかといった感 による 度だけではなく、回 者が の人生を 定的に
なしているかどうかといった に関する 度も含まれている。したがって、回 の

一 の だけでない、日常生活や も含めた 度として 定していることから本事
業における研究 の に いた。 
その結 、ま この大きな集団において、主 的幸 感は、ほぼ (normal 

distribution)した。 は、大きな集団における 長の のように、人間のもつ特
の なばらつきでよく られる であり、この 度に関するこの集団での が、特
な偏りによらないことを示唆している。また、回 者のさまざまな との関連では、

年齢や年 といった 人の 本特 より、社会教 活動、社会 活動、地域社会活
動とより く関連していることが らかになった。すなわちこれらの活動に 極的な高齢
者ほど主 的幸 感が高いという結 であった。また、この では、回 者が所 する

体の とも関 があった。い れにしても、本 結 は、高齢者の の年齢や
年 といった 本 より、 をとりまく社会的 に大きく するとともに、社会
的な きかけを日常的にどの 度しているかといった動的な 子が高齢者の幸せの に
結 ついているのではないかという を導くものであった。 
しかし、この結 をもって、高齢者 の社会参加や世代間交流を促すことで高齢者の主
的幸 感の 加に するという結 には、 しもならない。そこで、このことを、

実際の若い世代（学生等）による支援の け れや、世代間交流という で、先駆的事例
を することによって検 した。 
 
） 的 に関する 要 
本事業の 的 では、若い世代（学生等）による高齢者の生活支援の先駆的事例を 集

した。これにより、どのような“しかけ”や“はたらきかけ”が、高齢者の生活支援に、若い世
代の参 を促し、高齢者にとっても であるかを らかにしようと た。その際、

で得られた をもとに、高齢者の 的な チ ーションを して高齢者
の社会参加につながっているかを検討した。 
その結 、12 事例が全国から ックアップされ、大きく 4 つの ターンに できた。
世代が じ リアに まい、日常生活に 着したかたちをとる 着 、日常生活の中
で 世代が を合わせる場を する 場所 、高齢者の りごとに若者が駆け
つけて 題を する 駆けつけ 、 りや催しを開催することで世代間交流を深める

ント である。多くは、これらの ターンを 合わせて活動を 開しているこ
ともわかった。 
すなわち、 
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着 ・・・高齢 が進 団地や地域に若者が 、といったスタ ル。 
場所 ・・・高齢者や若者が集える場を け、常 開 するスタ ル。 

駆けつけ ・・・高齢者が ったとき等に若者が し ポートするスタ ル。 
ント ・・・ ントを開催し、交流機会を けるスタ ル。 

である。 
このうち、 着 + ント としては、 川大学 ッ ー部の 山団地プロジ ク
ト 、 川 公社の 々な大学との連携による団地 生 、

学 大学の も じ 団地プロジ クト 、 定 NPO 人である ing 本 の 書
生生活 が 当した。また、 場所 ント としては、一 社団 人であるえ
んがおの    高齢者と若者の 場所 、 中社会 会の 中あ り が 当し
た。 
さらに、駆けつけ ント として、社会 人 う うの 学生と高齢者をつ
な 地域活動 をとりあげた。また、 会社 Liberty Gate の アシスタ 高齢者と若
者のマッチング 、 大学 人間社会学部 高齢者を対 とした生活支援 ー
スのマネジメントシステム 、 山 立大学  学生 ークル TAMAGO の 作

り 当プロジ クト が 当した。 
ント としては、Community Nurse Company 会社の 地域おせっかい会
、 立大学  おばあち んが えたい 作りレシ をとりあげた。  

これらの事例から 出された事業継続のポ ントは、 つな （コーディネート ・ マ
ッチング）、 営（マネジメント）、場（社会的 ンフラ）、 し （ ンジョ ）、       
（ ンディ ジュアル）、地域 生（コ ュニティデ ン）である。 
ま 、今回の事例を通して らかなのは、人々をつな コーディネーターが するとい
うことである。 々な人々をつないで 学 を こすキーマンが重要であり、世代間交
流の継続を考える 、つな 人（コーディネーター）の とその後継者の 成が に
なる。 
次に 営が重要である。たとえば、活動を継続していくには、 が 要で、各事例で、
的 を することも されていた。地域貢献活動を うことで から助成

を得たり、 から業 委 を ける。また、 定 NPO 人になることで、 人や 業
から を けやすくすることで、 を実現 している事例もあった。 
場 も重要であった。 立する可能 があるのは高齢者だけではなく や社会にな

じめない若者、進学のため一人 らしをする学生も で、健全な社会的 ンフラを
することで、 世代の生活支援につながっているという例も られた。 
さらに、ほぼすべての事例で べられている重要なキー ードは、 しくないと続かな
い であった。若い世代も高齢者もともに し ことができることは、継続に続くという
ことが示唆された。若い世代の ニシアティ を わないこと、 的な動機 けをする
こと、 成感を得られるようにすること、若者が らの成長を実感できるようにすること、

14
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などは しんで活動できる場を していく であった。 
地域で らす 人が 重され、高齢者も若者も、 いに と がつながっていくことで
が生まれ、 全で 心な生活がもたらされるという は、各事例で確 された。 

でも、高齢者の主 的幸 感が の社会的 や、 の社会的活動に す
ることが、示唆されたが、 地域おせっかい会 にあるように、地域 る の活動が重
要であることが事例より示されていた。まとめると次のような となる。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

た 継続の  

） 的 に関する 要 
本事業の 的 は、実際に大学における教 と高齢者の支援プログラムを実践した場

合の、 ごたえや、検 内容を示したものである。 
本事業の中で実践されたプロジ クトの教 的 けや、 来からの を に示す。
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この中で最も の まち くり研究会 については、大学全体で長年 ってきた 的活
動であり、今回の事業ではそれ 外の つのプロジ クトをとりあげた。今回、単年度事
業ではあるが、現実には、この事業のために リキュラム した医学 をの けば、す
べて 期間を てきたプロジ クトである。い れも学生と高齢者のかかわりをテ
ーマにした教 活動である。先駆的事例はい れも、教 活動というよりひとつの ジネ
ス 開、地域事業 開ともいえるが、 的 では、教員が して 開している点が な
る。たとえば、 的 、 的 で、高齢者 の社会的はたらきかけと、 し こと
の重要 が示唆されたが、医学 の授業では、学生と高齢者のより しいコ ュニ ー
ションの要 を を いて した。この授業は、今年度、導 された 1 学年
のための授業であるが、 お助け は、各学年で重 的に実 していることから、学生
の成 や成長にともなう に関する をおこなっている。体 定教 、もの くり
教 （2021 年からはオンラ ンもの くり教 ）、 的支援では、高齢者が社会活動
を う を学生が支援するものであり、 的 の と している。教 活動 と
しては、 お助け が の実 に れられていたが、医学 は 1 年生に対す
る 授業であった。体 定教 は、 中から単 されるようになり に
れられている。それ 外は課外活動として推進されているが、 ール学生の参加や
業 での としても われている。学生 ークルのような をとっているまち

くり研究会も実際は、学生学会という大学支援 の学生団体のひとつとして けら
れている。なお、 の ラムはそれ れの学 によって けされており、 ンクが
学部（ 学 ）、 ルーが健康 学部（ 学 が主体）、 ローが 学療 学
、グリーンが作業療 学 、オレンジが 医療 学部（ 営、 等）である。 

次にそれ れの教 活動は、 的 で らかになった 地域 について、本事業では
けがなされており、特に、今回の課題が どの地域でも 実践可能な“若い世代の参

加を促進するマニュアル、というものであり、地域にフ ー スをあてた検 も重要であ
る。それ れの り についてどの地域を バーしているかを示したのが次の （本事
業の ーキング グラム）である。 
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には、大学の地 の京都 山 での 開を 方に示すとともに、上方に向かって都
部から中山間地域へ 開している。京都 内から山添 にかけての中間に する地域

としては、たとえば の などが含まれる。今回の事業で つの ーキンググルー
プが中山間地域である 山添 （ 66Km2で 80 が山 、人口 3200 人、高齢
57 ）でも 開した。このような地域の では、 い や の 動の さもあり、
学生との ントについては、高齢者にとって特に であったことがうかがえる。体
定教 では、コロ の を中山間地域の高齢者がより く けた可能 が示唆され

た。立地的に 動がより く されたことが推 されたが、 の関 者との 報交 で
は、高齢者の 動を学生が担うなどという は、学生も支援を ける高齢者も な山
の れない 動でリスクにさらすことになるということを指摘された。また、草深い

の 草 に学生が くとしても、 草の は も 全 の担 も重要であり、学生
を として高齢者支援に うといった な を められた。こうした多 な方々
からの指摘もまた、 、事例集、大学としての実践を通じて 通 として、 マニ
ュアル に 出されている。 
ちな に、大学教 での実践の 6 つの ーキンググループについては、もともとは、4

つの ーキンググループとして申 したものである。が、本事業の“どの地域でも実践可能
な“若い世代の参加を促進する 生活支援マニュアル案｣”の作成をめざすためには、
の高い成 が求められる。できるだけ多 な実践が 要であるという から、1 つには、
高齢者と学生のコ ュニ ーションを う意 で医学 の授業を した。その中に
医療における 者としての高齢者の支援についても、教 実践を い ーキンググ

ループとして加えた。 つのグループとなった。なお、 リデール運動を進める外部委員
の 氏の助言もあり、高齢者と学生とのホームシ アについても 研究として加
えた。大学教 での実践の担当者は のとおりである。 
 
大学教
での実践 

お助け  医学  体 定 
教  

もの く
り教  

的 
支援 

医療 

担当 本  
野あや子 

深山つかさ 

平出敦  川 
 

小川敬之 関  
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）シンポジ ム高齢者は”支えらえる なのか ・・・若者と高齢者の関 ・・ 
本事業で を含 関 者が集まって開催したシンポジ ムの を したチラ

シ、およ プログラムを 示する。当 の どおり 2022 年 12 17 日に開催し、この
報告書に る内容が された。そのメッセージとしては、世間では 高齢者 支えられ
る と 識され、その支援の方 や担い 確 をどのように うかに が集まりが
ちである。しかし、高齢者は若者に しているさまざまなものを っており、それらを
活 することによって高齢者と若者は 的で 的な関 を できるのではないかと
いうものである。その意 や課題等について ・研究者・現場それ れの立場から
した。特に先駆的事例から えた事業の成 要 、大学教 での実践の報告などについて
ディス ッションした。高齢者と若者の望ましい関 を作る ントを 出するにはどうし
たらよいか、本報告書の草案となるような内容となった。その も含めて 成された成
がこの報告書である。 

開催されたシンポジ ムのプログラムは のとおり。 
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高齢者が ら幸 だと感 る要 とは 
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  ・・・・地 活動が高齢者の主 的幸 感に える 65 上
1 人 から えてきた世代間交流活動の 出の意  
 
1) 事業における本 の け・                                
本事業は、若い世代（学生等）による高齢者支援のあり方について検討することを 的

とするが、その際に、 が高齢者にとって の幸せであるかということは本 的な いで
ある。ド は高齢者支援では、先進国であり KDA(Kuratorium Deutsche Altershilfe )と
いう高齢者援 機 が大きな として長く運営されてきたが、高齢者に｢やってもらう｣
意識が くなり、本当に高齢者 の幸せに結 ついているかについて があると え
られている（ 上寿来 学院大学 集 2016; 53: 203-17）。 って、高齢者の生活
支援の本 的な意 についてアプローチするために、高齢者の主 的幸 感がどのような
子に結 ついているかを検 することは、この探 的な 研究を進めるために、重要

な いかけである。 
に、現 の社会的 から ても、この いかけは重要である。 れた地域で、

人生の最期まで をもって らしい生活を営 ことができる社会の実現に向けて、地
域 アシステム の が推進されている。それに い 院 結 の医療から、
地域全体で支える 地域 結 の医療への が進められている。わが国では、2025（平
成 37）年に、いわ る 団 の世代 の 2,000 人 上が 75 上になることが さ
れている。さらに、高齢 の進 に い、単 や の の高齢者世 や 高齢者が
加すると 込まれている。そのため、重度な要 となっても、できる り

れた地域で、人生の最期まで をもって らしい生活を営 ことができる社会の実現
に向けて、 地域 アシステム の が推進されている。それに い 院 結
の医療から、地域全体で支える 地域 結 の医療への が進められている。 
しかし、地域社会に を じると、 から われてきた地域 のネット ークは近年
になっている。マンション等の集合 の 加といった社会 の に加えて、人々

の生活 や価値 の多 によって、 や関心は ンターネットを活 したつながり
が多くなり、 会活動や 人クラ 連合会など、 じ地域で らす人々と を合わせて
の交流や、近所 きあいは している。近年の コロ ィルス感 の ンデ
ック での地域における ント等の中 はこの に をかけた。さらに、これまで
地域活動を支えてきた 内会などの地 による団体の地 活動は、活動の担い
や、高齢 、 の 定 が深 な 題となっている( ,2022)。 上のことから、

高齢者の 生活を支えるためには、 度の なら 、地域の支え合いで われ
ている ー スや 助を 本とした生活支援が 出されるような り が 要である。 
このような しい を する方 の 1 つに若者と高齢者の世代間交流活動の促進が

けられないだ うかというのは、本 事業の の 1 つである。世代間交流活動は
地域において世代を えた を深める活動である。 援や支援が われる の段階
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で 方が対等な立場で交流が促進されていることが結 的に地域の支え合い活動につなが
っている。このような世代間交流活動の 要 として、 的な世代間の確
な日常生活における世代間交流の 要 の さ 世代間交流事業を ・運営する上で
の 員の 担が げられている（藤原,2012）。藤原の 子の の確 と の 要 の

さは 方のメリットを高めることで めることができる 題であり、 は 方が
メリットを感じた に 担はなくなると考えられる。すなわち、世代間交流活動を促進す
るためには、 方のメリットを つけ出し WIN-WIN の関 にすることが重要であると
考える。 
世代間交流における WIN-WIN の関 を り出したプログラムは、京都橘大学（ 、
本学） 学部 学 で実 している、多 な場で地域 と関わる実 や ですで
に である。 
高齢者側のメリットを い出す場合、生活上の りごとに着 することが一 的であるが、
りごとがない、もしくは をかけるから と めている場合などは、高齢者が世代

間交流活動の意 を感じなくなり交流が しくなる。それならば、 りごとに着 するの
ではなく、幸 感を高めるための世代間交流活動を推進することで、多くの若者と高齢者
が活動できるのではないかと の を た。 
高齢者の地 への社会参加や ーシャル キャ タルが主 的幸 感を高めること

は、先 研究より らかにされている（ ,2009.Ejiri,2019.Nakamura,2019）。また
（2007）は、高齢 期（60-74 ）の主 的幸 感の 定要 を、 、 関 、
地域活動への参加、 活動の 4 つの 域に し、 に検討を っている。 の
結 、高齢 においては 者の や子 の といった 域の要 が を
えること、高齢 においては地域社会での参加が を けることを指摘している。し
たがって、高齢者の主 的幸 感を高める世代間交流活動を検討していく際には、 の

や地域社会での参加といった要 についても検討していくことが重要である。 
そこで、本研究では、高齢者の主 的幸 感に する 人特 と地 活動を
することで世代間交流活動を促進する活動の方向 を検討することを 的とした。特に、
地 活動は 体の中でも多 多 であり、それらは 人の幸 度に少なから

を えている したがって、 者の関 を べることは、地域特 に合わせた世代間
交流の方向 を検討する際に重要な指 となると考えた 具体的には、 体を対
に、人口 度や などの地域特 と、参加している 活動およ 人特 が高齢
者の主 的幸 感に を えるのかを により らかにすることで、若者と高齢者が
世代間交流活動できる場 を 出する の一助になることを とする。 
 
2）本 の 的 
高齢者の主 的幸 感に える 子を らかにし、若い世代（学生等）による高齢者の

生活支援のあり方について検討する。 
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3）方  

要  
全国に の 65 上の 5000 人 つ合 10000 人を 対 とする。 ンタ

ーネットで 回 を実 する。対 者は 間 会社（ ン
ト）の ニターである。主 的幸 感を とし内 や の
データ、 本 （ 、年齢、 成、 地等）、参加している

活動を 立 とし する。 
65 上の から得るデータ 
）主 的幸 感（ 藤,2003） 15 4 段階リッ ートス ール（ 1） 
） 本 （ 、年齢、 成、 地等） 
）参加している 活動と 度(4 域 18 活動)（ 2） 

データ 
）人口  人口 度 
） （ 指  常 支  実 公  来 担  ラス オ

レス指 ） 
報の  

  主 的幸 感を とし の データ、 本 （ 、年齢、
成、 地等）、参加している 活動を 立 とし重回 と
実 した。 
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的 慮 
者は 会社の トから、本研究

的 意 、実 方 、中 の 、 人
報の り いなどの を 各
に対して 意したものが回 フ ームに進
、ログ ン 報を り された で

会社から 結 をもらうことにより
を確 した。なお、研究者の所 機関の研究

委員会の承 を得た。（承 22-
23）。 
 
4）結  
1, 者の 要 

者は ともに 5000 人で 60
代と 70 代で 9 を めていた（ 1）。 

世 成は、 （51.2 ） と子
ども（17.1 ）単 （16. ）の で
あった（ 1）。 
 

者の所 地は、東京や 川
など大都 が 人 上 の 398人
で 集が され、 が 117 で
一 少なかった（ ）。 

 

1 者の年代 で けた人  

 

人  

10000 

 
 5000 
 5000 

年代 

60 代 5263 
70 代 4275 
80 代 410 
90 代 52 

 

年代 

 60 代 2652 

 70 代 2143 

 80 代 195 

 90 代 10 

 60 代 2611 

 70 代 2132 

 80 代 215 
 90 代 42 
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主 的幸 感 度の平 は 42.09（±6.38）点であり、 42.05（±6.19）点 42.13
（±6.56）点であった。Cronbach の は 0.905 で は確 された。また得られた得
点を の研究と すると、40 代から 70 代 330 を した結 では 50 代
34.69（±4.86）点、60 70 代 36.98（±4.49）点であり、 50 代 35.33（±4.02）

点、60 70 代 36.61（±4.46）
点であった（ 藤,2012）さらに
原（2020）が大学生 331 を
した結 32.00（±4.06）点であり、
本 の結 は高い 向であった
（ ）。 

活動の 度を 出のため、4
の 活動の の参加

度（なし 、年 回 、
回 、 回 、 日 ）

（ 2）の合 を で
った平 点を 活動の 度とした。4 の 活動の平 と 偏差は、社会教

活動 1.28（ 0.50）、社会 ・ 活動 1.25（ 0.40）、 少年健全 成活動 1.10（
0.26）、地域社会活動 1.28（ 0.33）であった。 

活動の後 となる の と人口 度は、 の地方 年報を
に 指 、 常 支 、実 公 、 来 担 、ラス オレス指 と人口
度( , 2 年度地方 年報)を いた。 
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2, 主 的幸 感を高める デル作成 

を主 的幸 感とし、 立 として、 人 （年齢、年 ）、 活動（社
会教 活動、社会 ・ 活動、 少年健全 成活動、地域社会活動）、 （

指 、 常 支 、実 公 、 来 担 、ラス オレス指 ）、人口 度
にして をかけた結 、 人 の年 や年齢はマ スの があり、年
齢が高くなること、年 が高くなることは主 的幸 感を げる が られた。また、

活動のすべてがプラスの があり、どの活動も実 することは主 的幸 感を高め
る が られた。 者が している の は、 意 を たしてない
ため があるとはいいがたい であり、人口 度は した デルとなった
（CFI=.0919 RMSEA=.048 AIC=1334.092）（ 4）。 に、 成、 で デル作
成を たが、あてはまりの い デルには らなかった。 

 

 
5）考  
今回 65 上の 10000 人の高齢者に対して、 活動の 度と している の

特 との関連を した。その結 から、 々な 活動が主 的幸 感に している
ことが らかとなった。また、 活動に国や地方 体の 助 等の がついている
かの は だが、 的に かであると できる が、 しも高齢者の主
的幸 感を高めることには がってないこと、また 地域や大都 などの人口 度、
人の年 が高いことや、 成は高齢者の主 的幸 感には結 つかなかったことが
らかとなった。 
これらの結 から若者と高齢者との 点をいかに 出するのかを考 する。 でも
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べたが、高齢者の生活上の りごとを するために若者の を りる は、ある意
わかりやすく、全国的にも 々な実践例が報告されている。 
高齢者にとって世代間交流活動の 点は、 の能 や 、 等の社会的活 や、
的・ 的交流などの世代継承 が、人生の 合 の 得につながることである。し

かし、 りごとがない、もしくは 者に をかけるからと めて生活 ターンを えて
りごとが できない（しないようにしている）高齢者は、世代間交流活動に対して

極的になる可能 がある。このような世代間交流活動に対して意識が い、または意識す
らしない高齢者にどのように するか、今回の で大 なポ ントが らかとなった。
学者の ントや心 学者のマ ローなど、 々の学者が べているように、人が幸 を
求することは当たり の 求である。 活動など地域の人々との 動である ー

シャル キャ タルは、 人の健康や幸 感を高めることが多くの研究から らかになっ
ている（Kawachi,2006.小谷,2011.近藤,2016）。今回の研究においても、 活動をはじめ
とした上 関 のない活動は主 的幸 感を高めることが らかとなった。しかし、地域
活動を支えてきた 内会などの地 による団体の地 活動は、活動の担い や、
高齢 、 の 定 が深 な 題となっていて、 しく参加すると団体から けられな
くなる から、担い が加 している。本 でも 4 の 活動の平 と
偏差は、社会教 活動 1.28（±0.50）、社会 ・ 活動 1.25（±0.40）、 少年健

全 成活動 1.10（±0.26）、地域社会活動 1.28（±0.33）と、多くの人が 活動に参加
していないことが示唆された。一方、各 体も 会活動の 担 など 々な対 を
検討している（ ,2022）。 
今回の 結 から、地 活動を活 し若者と高齢者をマッチングすることで

意 な 学 を こすことが示唆された。例えば、若者たちを運営側としたスポー 大
会を した場合、参加者を やす けや、 のない運営など、若者が社会に出た
に 要とする能 の 得につながり、高齢者は し のスポー に できる。また、

トロールなどは、 の 全 心を考える ークルなどが委 を け 内の人と一
に 回することで、 ークルと 内会間での関 が され、さらなる活動の が が
ることが期待される。高齢者と若者の WIN-WIN な関 を くことは、参加による活動
担や運営 担などが し、地 活動に参加しやすくなるため、幸 求の 求に
い参加者が えると考えられる。この となる活動を する。本学が、2013 年から

大 の 人クラ 連合会と合 で実 している、高齢者の体 定会である。
人クラ 連合会の方からお いを け、当 は教員と の学生で いをしていたが、
学生が高齢者の体 を し、地域で らす高齢者と関わる機会として最 と考え、
学実 として した。実 では、高齢者と学生をマン ーマンで アリングをして活動
してもらったとこ 、参加者が 年 150 に え、現 も高齢者の参加人 を し続
けている。教員と 人クラ 連合会の事 局は 運営を で い、学生は 々の参加
者の 定 助やデータの を 助することで、すべての人にメリットがある となっ
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ている。 
今回の 研究を通して、少子・高齢社会においては、若い世代が高齢者を支えるとい

う一方向の クトルの で考えるのではなく、高齢者と若者の 点を やし、お いの
と を 合させる世代間交流活動を活 させることが重要であると示唆された。そ

れ れの地域特 を活かした なる世代の交流活動は、 たな価値の 出につながり、
意 な関 と が かれると じる。 

 
6）結  

65 上の 10000 人の高齢者に対して、 活動の 度と している の地域
特 との関連を した。 

々な 活動が主 的幸 感に していることが らかとなった。 
体の の かさ、人口 度、 人の年 が高いこと、 成は高齢者の主

的幸 感には しも結 つかなかったことが らかとなった。 
地域特 を活かした世代間交流活動の意 が示唆された。 
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先駆的事例集 
先駆的事例を推進する は、人の  

・・・世代間交流をけん する人 とは  
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はじめに 
この事例集は、 4 年度厚生 人 健健康 進等 事業における、事業テ

ーマ 若い世代（学生等）による高齢者の生活支援に関する 研究事業 の一 で作成
されたものです。この事業は、学生をはじめとする若い世代が、 リキュラムや課外活動
等を通じて、高齢者に対する生活支援や社会参加を促進する り が にまた継続的
に実 できるために 要な要 を ・ するという 的で実 されました。 
世代間交流は、 が国では 1960 年代から われてきましたが、当 は子どもと高齢者

の れあいといった側 が いものでした。しかし、その後の高齢 社会の な進 に
より、学生をはじめとする若い世代との交流により高齢者の生活をさらに実 的に支援す
る が 多く されるようになってきました。ただし、こうした には、継続 を
中心に 題や課題があることも 識されており、 的な検 は な です。 
そこで、日本各地で 開されている若者と高齢者の世代間交流の先駆的な事例を 集

し、継続のコ 、しかけ作りの などを するためこの事例集が作成されました。 
各事例は、それ れの地域の特 に合わせて 開されているため、どの地域でもそのまま
活 できるわけではないかもしれませんが、 的な活動やしかけ作りのア デアがたく
さん まっています。これらの事例から学 、実践に していくことが求められていま
す。 
生活支援コーディネーターの におかれましては、地域で支え合う を す

る際に、また高齢者の生活支援や の を検討する際に、これらの事例を参
考にしていただき、若者を 方につけることも 考慮に れていただけるとよいので
はないでし うか。地域の活 に向けて な助っ人となることでし う。                  
                       

事例集の らい 

 
 
 

 

  

を る 

 る 

 る を る る 
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各事例について 

 この事例集では、全国で先駆的な り をされている 12 事例を げています。 
若者と高齢者の世代間交流の機会は、交流 間の長さを にすると、大きく 4 つの タ
ーンに できます。 世代が じ リアに まい、日常生活に 着したかたちをとる

着 、日常生活の中で 世代が を合わせる場を する 場所 、高齢
者の りごとに若者が駆けつけて 題を する 駆けつけ 、 りや催しを開催する
ことで世代間交流を深める ント です。多くは を 合わせて活動を 開して
います。 
 

 

 

 

  

また、活動の 体も 々です。若者が大学生であることが多いため、大学が 体とな
ることが多いですが、大学の中でも社会連携課などの事 課が連携窓口になる場合もあれ
ば、授業担当の教員や、 ークルの監督が中心となっているなど 々です。また、 所
等の が かかわる場合もあれば、第 3 セクターの機関が に活動を 開してい
る例も多く られます。このように、12 事例からも 々な が にネット ークを
活 する地域連携（ 学 連携）の実 が らかとなっています。 
 そして、 ランティア という を す、 ー スの担い となる若者への
報 が できる、 ランティアのシステムを運営する事例も ありました。 
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12 事例の所 地 

 12 事例は全国各地の地域で活動 開されています。 
各事例の 報 集は、現地 （ ンタ ュー）と活動内容の原 の 2 で いま
した。現地 （ ンタ ュー）は 7 事例 内 の 、原 は 5 事例 内オレ
ンジの です。また、高齢者と若者の関 が、 人と 人の場合（ ）、 人と
集団（ 集団）、集団と集団の場合（集団 集団）の ターンがありますので、 の
に事例の所 と に して しています。 

 

12 の  

 
着  + ント  win-win な 生活  

 
若い世代による高齢者の生活支援の典 例のひとつが、高齢者と若い世代が つ の
で らす、あるいは団地など つの じコ ュニティでともに らすことです。

の の 山地 は JR いの都 近 の 地 にあり、大 公社 である
山団地がその中心となっています。この団地は、 川 公社により開 され、

42 年から がはじまった団地で、それからすでに 世 が しています。 っ
てその 者は 65 上が 4 上を めて、この地 全体が高齢 の高い地域とな
っています。 
この団地に、若い世代として、 川大学の ッ ー部の学生が して、高齢者との世
代間交流を進め、団地の活 をめざす り が われています。このプロジ クトで
は、そのために 川大学（要確 ）と 川 公社とが、連携・ 定を 結し

3
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（2020 年 4 ）、 ッ ー部の学生が 川 公社の所 する 山団地に ッ
ー部 として しています。 に学生が 生活をしながら、ア デアを出して
ントを 運営し、地域の活動を担っています。高齢 が進 団地に学生が ことで、
じ団地に という 着 の 生により世代間交流の機会が生まれるとともに win-win

な 生活により団地の活 が期待されるプロジ クトといえます。 
このプロジ クトの け人でもあり、 ッ ー部の活動を されている大 監
督に ンタ ューしました。 
 

川大学 ッ ー部   
山団地プロジ クト  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
所 地 川 山 4 3-1 
プロジ クト開 2020 年 
 50 年ですでに高齢 が 45 上に している 山団地を活 したい 川

公社と、社会貢献活動を通じて学生の成長を促したい本学の願いが一 して、
公社と 川大学の 者で 連携・ に関する 定書 を 結。 
部員の学生が 50 年の団地の に んで、 や 大会などの地域活動に参
加したり、 業の活 を 指して 地で野 を したり、 の 活動に参
加するなど、地域貢献を意識したさまざまな り を う。 
 現 は 17 を り、2K や 3K の に 2 人もしくは 3 人が 。社会人である
ッ ー部のコーチも、 監として している。 りは学生で、全員 ッ ー部員。 

 
ンタ ュアー 本 （京都橘大学）、 
マルティネス 子（京都橘大学） 
ンタ ュ ー 大  氏（ 川大学 ッ ー部監督） 
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ッ ー部員が、な 団地で 生活を るのか 
本  

 川大学 ッ ー部は、部員の学生が 50 年の団地の に んで、 や
大会などの地域活動に参加したり、 業の活 を 指して 地で野 を したり、

の 活動に参加するなど、地域貢献を意識したさまざまな り をしています。 
 な 、 ッ ー部員に ッ ー 外の をさせようと考えたのですか。 
大  

 本学 ッ ー部は 中 実な人 の 成 という 的・ と、 F 1 という
を っています。 
中 実な人 の 成というのは、 と進 のバランスのとれた学生を てようという
ような意 です。 

のほうは、 F はフット ールを指し、 1 はフット ール 外の かです。
ッ ーだけでなく、 の たな かに全 でチャレンジすることにより、 としてはも
ち ん、人として大きく成長しようという です。 ッ ー部員たちが、団地内で
生活を い、地域の人 とと交流し、地域課題の に少しでも貢献することは、こうし
た や の実現につながると考えました。 
 

生活と地域活動が学生の成長に える  
本  

 高 年団地の き を ッ ー部の として活 する 山団地プロジ クト は、
どのようなきっかけで まったのですか。 
大  

 50 年の 山団地を活 したい 川 公社と、社会貢献活動を通じて学
生の成長を促したい本学の願いが一 して、2020 年に公社と 川大学の 者で 連携・

に関する 定書 を 結しました。2065 年の全国の高齢 は 38.4 に すると
されていますので、すでに高齢 が 45 上に している 山団地で地域の課題

に り ことは、公社にとっても、また 年後の未来を担う大学生にとっても SDGs
な り であり、人 成の一 の機会になると考えたのです。 
連携・ の内容として具体的に 定していたのは、高齢者の に 向きな上 階の
き を ッ ー部員の に活 することや、団地の 活動に学生が参加することなどで
す。 

本  
 学生を高齢者の多い団地に け れるにあたって、 者の側の や心 はなかった
のでし うか。 
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大  
公社と団地 会は、 大学生が してトラ ルが きないだ うか と心 しつつ

も、高齢 に う課題が山 していますので、とりあえ け れて ようということに
なったようです。また、 定 結の っと から、公社と 会の間では、学生の に
ついて 度も していたと いています。 

本  
 どれくらいの学生が団地に しているのですか。 
大  

 現 は 17 を り、2K や 3K の に 2 人もしくは 3 人が しています。社会人
である ッ ー部のコーチも、 監として しています。 りは学生で、全員 ッ ー
部員です。 

を ッ ー部の として するにあたっては、大学が公社から りる で 人
を結 ました。 

本  
 生活に対して、学生の や 感はありませんか。 
大  

 生活に を つ学生には、 ッ ーをやめた 20 年後、30 年後に、 場でも
でも大事になるのはコ ュニティ活動で った だ と言って、 得しました。 

 はラ フスキルと 的スキルを てることが学生の 向上につながると考えてい
て、ラ フスキルについては WHO が 日常のさまざまな 題や要求に対して、より
的かつ 的に対 するために 要 可 な能 と定 しています。つまり、高いセル
フ メージ、コ ュニ ーション能 、 題 や 的思考 、 などです 。 
 的スキルは、われわれで言えば ッ ー としての能 ですが、スポー で
なくても、各人の 野や 事によって求められる 的な能 があると思います。 
 ッ ー は、 ッチ上でいくら い フ ーマンスをしようとしても、チームメ
トとコ ュニ ーションできなければ、 として高いレ ルに できません。 に、

の かれた場によって 動を えることができる はチャンスを得ていきますから、
団地で 間と 生活を り、地域活動に参加することは、そのまま ッ ー として
の、あるいは人としての 向上に レクトにつながっていくと思っています。 
 それに、最近の若者の として、 間と一 に かに り のを し たいという

ちもあるようです。 
本  

 学年の学生がルームメ トになるのですか。 
大  

 いいえ、上 生と 生の 合わせで 者になります。学生は じ学年の者 で
たがりますが、 先に 1 年 んだ 者が部 にいないと、申し継 ことができない。
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の継承を考えると、それはどうなのだ うか と 題 をすると、学生たち
が先 と後 の 合わせにすることを ました。すると、 生も上 生のそういう
思いを けとめてくれます。 
 
 
 学部・部 を し、 き込 、連携する 

本  
 そうした ッ ー部の活動は、 の学生にも を えていますか。 
大  

 2021 年、合 等を通じて ッ
ー部と交流した人間 学部の小
の学生たちが、スポー 学生会 で
プレ ンテーションを い、最 を
得しました。スポー 学生会 と

いうのは、スポー やスポー 業
の振興を学 学生がその研究成 を
するもので、小 の学生たちは

におけるスポー 等を
通じた支援活動 を 
案しました。 

 で らす子どもたちは、
な アを けられないため、社会

の さ、学 、 感等の を えているという研究結 があります。そこで、本
学の や教員、 ッ ー部員の学生など、大学の や ッ ー部が立ち上げた NPO
人を して、そうした子どもたち向けのスポー 教 や 会、 バーシティ ッ
ー大会等を事業 してはどうかと 案したのです。 はそのプレ ンテーションの 子

を て、 ッ ー部の地域に 差した 々なステークホル ーとの 活動は小 の
学生にも を えているのではないかと思いました。 
 また、小 教授は SDGs について研究していますので、学生が団地で活動することの意
をア デ ックな視点で、 ッ ー部員たちに してもらったことがあります。その
を けた後は、学生たちの が深まり、 向きな言動が多くなりました。 

 の学部・部 との連携という点では、国交 の 助事業で地域の交流 点をつくる際
に、 のコンセプト くりと は 学部、健康データの や社会 は人間 学
部、地域連携は学内の社会連携センターに参加してもらいました。 
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多 な地域貢献活動に り 学生たち 
本  

 小 の学生が 案した り は、実際に動いているのですか。 
大  

 ッ ー部員たちは、この 案を けて、子どもを り く社会 題への が深まり、
最 りの小学 での学 支援活動に参加しています。また、ある ン さんが 学生さん
が団地で合 しているなら と言って、 れ った ンを してくださったのをきっか
けに、学生たちはその ンを り めました。 ンをいただくのはうれしいけれども、
ン さんの 続可能 を考えたら、それでいいのか。それなら人が多く 本 地の団地
でマルシ を開いて、 たちが で した野 と一 に ンを う、というわけ
です。また、団地内にある ッ ー部の の き 間を したコ ュニティ・ フ
を 運営した学生はこの ン さんを ジネス ート ーとしながら タリアの スプ
レッ メー ーの日本代 の支援を け、1 日 3 間 度で全 5 回のコ ュニティ・
フ を して実 しました。この ・運営を学 の 業 にまとめており、どんな

に 上がったのか し で 方ありません。 ですが、合 で 5 度の り上
げを したことも えさせていただきます。 

本  
 その というのは、 地を した り です 。 
大  

 そうです。 内でも、 の方々の高齢 により 地が えていますので、2022
年からその一部を りて、 ッ ーJ3 所 の Y.S.C.C. と連携し、 Y.S.K.U.フ ー
ム を めました。 やコーチが 作する です。 
 この で特 よりも しい で てた野 は、 内のレストラ
ンに しています。このレストランは地 地 にこだわり、できるだけ 川 の
を った を しているので、フードマ レージの 点から考えても、まさに SDGs
に合 した り だと考えています。 

本  
 学生による地域貢献活動は、ほかにどんなものがありますか。 
 
大  

 の ICT を活 した 外 団地の しいつながりの 出事業 という 助事業
で、 院、通 会社、システム開 業、スポー センター等と連携して運営しているス
マホセンター主催のスマホ教 の先生 を ッ ー部員が担っています。高齢者の方がス
マホの 作を きたいときに参加して ッ ー部員にスマホを教えてもらいつつ、コ ュ
ニティ ースによる健康指導も けられる り です。 
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また、団地内の き 間を学生 クラ ハ スに活 しようということで、学生たち
も の方たちに教えられながらリ ーション作業に参加しました。 
2022 年からは国交 の まい デル事業 に り んでいます。この事業のテ
ーマは 多 な世 の 助を促進する地域交流 点の ということで、いままで少し
つ り んできた高齢者向けのスマホ教 、子どもたちの学 支援、 などの活

動を 2023 年に たに する 定の 点を中心に うもので 川 公社が代
案者となり、学 人 川大学と ッ ー部の外 的な NPO 人である KUSC が
案して されたものです。 

交流 点では、 や生活支援、健康 くりにも り ます。人間 学部の教員が
したとこ 、WHO が定めた 的な健康 や厚 の健康運動実 で ると、

団地 者の 65 未 の 40 が を 成していないという結 が出ました。 
そこで、 点の一つの 7 には トレーニングジムを ける 定です。
トレーニングは、15 うだけで 1 間トレーニングしたのと 度の運動 がある

と言われています。そもそも運動 いの人に 1 間 れと言っても ですから、
トレーニングジムで、短 間で 的な運動の機会を したいと思っています。 
 
継続の は、地域内でお が する くり 
本  

 先ほど、事業 のお があり、さまざまなプロジ クトが動いているということでした
が、  その運営 はどのように しているのですか。 
大  

 ッ ー部が に NPO 人 KUSC を 立して、この NPO がそれ れの事業の り
まとめをしており、 が出ている事業もあります。 点等の の所 者は 公社な
ので、NPO は公社に を支 いますが、公社は一連のプロジ クトで をあげること
の を重視しているわけではなく、 続けられるまち くりの を に いていま
す。また、この の主な会員となる の からの も 込めますし、国交
の 助事業ですから助成 も出ます。 

 しく める と生活支援は、 の事業ですから、 事業を えば最
大で年間 300 （ 助が 0 、活動に対して 5 ）の助成を けら
れる可能 があります。 
このように、 学 の連携によってそれ れの を生かしながら の や今後の
運営を う ですので、 者の方の も くできて、多世代交流や健康 くりな
どに継続的に り める 的 けができるのではないかと考えています。 

本  
 学生は、 ランティアとしてそれらの活動に参加するのですか。 
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大  
 いいえ、アルバ ト を います。スマホ教 の も、学 支援も、 の運営も、

1,071 （ 川 の現 の最 ）です。 というのは、 年 5 に 14
に けた 房と 30 度の ス ースのことですが、それを運営するために

生 者を く 要があって、現 5 の学生がこの を りました。すると、
が 1,200 にアップする にしたので、学生にとっては になります。 
そういう をつくると、学生たちも で 間をつくって参加するようになりますし、
アルバ ト は学生生活を続けるための 的な支えにもなります。報 をきちんと支
うことは、活動を継続するうえで大事な けの一つだと思います。 
  
地域活動に 関心な学生との し方 
本  

 これほど多 なプロジ クトを、 が しているのですか。 
大  

 いまは が全体をマネジメントする でコーチたちが各事業の担当としてハード ーク
してくれています。 の学部を き込 ときは が所 するスポー の上 のお
を りて各学部のキー ー ンに をします。また、この 山での一連の活動の ート
ーである 山連合 会と 川 公社の とは に ち合わせを ってい
ます。 所や の 所の にも 々なご に っており、具体の活動
の につきましては、地 社 、地域 アプラ といった外部団体の方々とも をし
ます。 
 ただ、今後はより 的になる事業を する人が 要ですから、しかるべき人を
してほしいと大学に要望しました。それも、教員ではなくスポー クラ の支 人など、
実 能 のある人が さわしいと思っています。アン ート などは のある教員
に担当してもらえればうまく運 ますが、その結 を まえてプロジ クトとして す
るには実 能 が 要ですから。 

本  
 うまくいかなくて ったことや したことは  
大  

 ッ ー部員の中には、コ ュニ ーションが な学生や、地域活動に関心のない学
生もいて、 の 点である 度は 得していたけれども、 んでいるうちに やっ り
感 が う と言いだすことがあります。 
 そういう学生は、関 の近いスタッフや部 の先 部員、また 学年のリー ー にそ
れとなく えてもらうなどあの この で しています。また、 々な活動の中で
ともに を流すことを意識しています。その中での ない会 やフラットなやり りを
し ことがお いの を深めますし、その活動のやりがいや しさを感じてもらうき
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っかけになるので、そういう し方を意識しています。 
 当 ですが、こちらの言いたいことだけを言うのは けています。 
地域活動について、最 から して り んでいる学生もいれば、やりながら して
いく学生もいますが、地域で り んでいることが ッ ーや の 来につながってい
くのではないかと感じ めている学生も多いので、 間はかかるけれども、 に向き合
っていくしかないと思っています。 
  
学生の主体 や 極 を き出すには 
本  

 ッ ー部の学生は、部活や先 との関わりを通して、地域活動が ッ ー として
の フ ーマンスの向上や 来 という で のとこ へ ってくることを学 ます
が、 ッ ーをしていない学生に対しては、どのような動機 けが だと思いますか。 
大  

 先日も ーティングに 10 らい する学生がいたので、10 れたことによって
生じた関 者 10 の合 間を え、 たかだか 10 だけど、ち んと来てくれた
ら、これだけのストレスが全部 えるんだよ とか に、 しなければ 人ものス
トレスを らせる。だから開 間を ってくれる人にはお礼を言いたい らいだ とい
うような をしました。 
 つまり、 間を ることの意 と、それを実践している学生への感謝の ちを、きち
んと えることが大事だと思うのです。 

が 担している 事をきちんと たすことの意 についても じです。たとえば
で の を担当した場合、たった 1 通の メールを ち れたために、 かが
間もかけて の い出しに かなければならない事 になる。 に、 メールをきち
んと つことは りに対する大事な貢献になる。そういう を事あるごとにしています 。 
平たく言えば、 あなたの言動は集団の未来を える ーを っている ことを えま
す（ ）。 

本  
 学生の主体 や 極 を き出すうえで、コ のようなものはありますか。 
大  

 先ほどお ししたように、感謝の ちをきちんと えることですが、ただ、学生がや
ることは 々にして めが い。たとえば 会 の けを されると、 人の
学生が ーっと しかけて、30 くらいで けてしまいますが、 かが けていたりす
る。そういう めの さを め 、とやかく言わ 、われわれ指導者が バーして、学生
に やってる感 を たせる。 めの さはタ ングを て 意しながら、じっくりと
てていくしかないと思っています。 

 もう一つは、 者の方に ばれたことなど、ポジティ な 報は、担当した部員だけ
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でなく、全体で できるようにしています。学生に ら 、人は かに ばれるとやる
が出ますから。 

 それと、学生が く活動できるような りや場 くりも大事かなと思います。
地でフ ームを中心となってやっている学生たちには、まだアルバ ト を出せていな

いのですが、野 の 先のレストランのオー ーがおいしいディ ーにその学生を 待
してくれます。そういう場をつくり、生活を にしながら、 日 と らしていま
す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 

 の た を 活 る  
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 川 公社   

 大学との連携による団地 生  
団地（ 原 ） 

                                               
 

川 公社（ 、 当公社 ）は 1950 年に 川 の を する
ために 川 が 立した団体である。 からの 興、 川 の人口 に対 する
ため、 まい くりを い、これまでに 川 内で 、 、 業の社 な
ど、 8 の を してきた。現 は 13,200 の の を中心とした
事業を っている。1960 年代 1970 年代 の高度 成長期に団地を大 したこ
ともあり、現 所 する公社 の が 50 年 上となっており、 ・ の

が進 とともに、公社 の 者の平 年齢は 62.90 と、少子高齢 ・人口
少が進 、 レ ーターがないことや などから が上 し、コ ュニティ

の 体 も課題となっている。 
当公社はこれらの課題 に対 するための団地 生事業を 2013 年から本 的に り
こととした。団地 生事業においては、 えやリ ーションなどハードの に加

え、一部の団地では、 らしの価値を高める フト的な として、 者や地域を
き込 、団地を中心とした地域の活 を っている。 
団地 生事業には、 ントなど ・運営するコ ュニティ 成活動のプレー ーが
要である。団地に長く まい、地域課題や 的意識を しやすい 会を窓口として、
員を中心にプレー ーとして活動を開 していたが、 会 員も高齢 が進んでいた

45



46 
 

ことから、多世代交流の 生などを い、若い世代のプレー ーの 場が期待されていた。
しかし、若い世代の は き りや子 て中など活動のための 間の確 も しく、そ
もそも 人口が少ない。そこで したのが団地近 の大学に通う学生である。当公社
と近 の大学が連携活動を うことで、大学生が学 野の実践の場となり、 かな
学生生活を りながら、団地なら に地域の活 につながるという の 点を いだ
すことが出来ると考え、 々な大学との連携を めることとなった。 
 

々な大学との連携  
団地（ ）（ 1） 

・ 川 立 健 大学 
2016（平成 28）年 4 、当公社は 生 立プログラム（ ） の推進にあたり連携
定を 結した。当公社が大学と連携するのは めてであり、連携の 内容は次のとお
りである。 
（1） 公社 営の高齢者向け ・団地において、健康寿 に する 研究の
実 、健康的な 事メニューの ・ 、 を通じた ・ セ ー
の実  
（2） 大学の学生が 団地活 ポーター （ 、 、 ポーター ）として
団地に することで、 たなコ ュニティの 成や に となる 活動の 開 
2022（ 4）年 10 点で、13 の学生が している。（2016 年の連携から べ
29 が している。） 
大学とは、健康寿 の のほか、当公社主催の 団地 ニコン ート での運

営 助や 会主催の りへの参加のほか、団地内の集会所において 1 回高齢者の
を ための 事会 どん りの会 を開催（コロ にて 中）。 ポーターが一
の を し、 と一 に べる会で、定期的な開催により に定着し、 ポー

ター主催でありながら、 も に参加するなど、助け合う関 が できた。年に
回、団地の集会所などを い学生が主催・開催するセ ーでは、大学で学んだ健康 進
や未 など高齢 の進 団地に した内容を、 ポーター が となり にフィー
ドバックしている。セ ー後は 会を開催することで、一方的な に終わらせ 、

から感 ・要望・ など生の を き、次の 運営に活かしたことで から
は 常に である。また、 り活動として、ポストの 、部 の かりなど、
感があった場合は当公社へ通報するなどし、 段から ポーター 公社の関

が できているが えの成 となっている。コロ においては活動 がかけられる
中、 ポーターの を活かし、 バランスや など健康 進に関するチラシを
作（ ）。 ・ ・ まで ポーターが一 して い、 ポーターの 度向

上・健康 進への を 指している。 
会や からは 高齢者ばかりだったとこ に学生が参加してくれるだけで であ
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々な大学との連携  
団地（ ）（ 1） 

・ 川 立 健 大学 
2016（平成 28）年 4 、当公社は 生 立プログラム（ ） の推進にあたり連携
定を 結した。当公社が大学と連携するのは めてであり、連携の 内容は次のとお
りである。 
（1） 公社 営の高齢者向け ・団地において、健康寿 に する 研究の
実 、健康的な 事メニューの ・ 、 を通じた ・ セ ー
の実  
（2） 大学の学生が 団地活 ポーター （ 、 、 ポーター ）として
団地に することで、 たなコ ュニティの 成や に となる 活動の 開 
2022（ 4）年 10 点で、13 の学生が している。（2016 年の連携から べ
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回、団地の集会所などを い学生が主催・開催するセ ーでは、大学で学んだ健康 進
や未 など高齢 の進 団地に した内容を、 ポーター が となり にフィー
ドバックしている。セ ー後は 会を開催することで、一方的な に終わらせ 、

から感 ・要望・ など生の を き、次の 運営に活かしたことで から
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上・健康 進への を 指している。 
会や からは 高齢者ばかりだったとこ に学生が参加してくれるだけで であ
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りがたい。 ができる機会を作ってくれて しく ごせる。 などの がある。また、
ポーターやその 業生からは たちで団地を り上げる という意 込 だった

が、 にこちらが助けられる場 ばかりです。 先で活かされる が多く、 重
な 4 年間だった。 など、 方から 価を得られた事業となっている。 業後は ポータ
ーとしての を活かし、 所や 所等公的な に く学生もいる。 
大学との連携による は、 を生かした高齢者事業での だけでなく、
の 活 と地域の活 という課題に対 するものであり、 、 団地でも 次導

している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
団地（厚 ）（ 4） 

・東京 大学 
2018（平成 30）年 1 に団地活 の連携に関する 定を 結した。 大学厚 キャン
スから 2km の にある 団地を 点に、厚 リアの活 を 指すこ
とを 的とした ドラ と けた教 ・研究プロジ クトを立ち上げ、大学が す
るテク ロジーとアートの 識を活 し、学生によるリ ーションプランの や
内 定による の向上検討、現代アートを いた 告 の 作などを

っている。 ・集会所の 活 検討や たな まい方の 案、各研究成 の 、
ドラ オープンハ スと題した地域 ントなどを い、 方にとって 加価値のある

となっている。 
2018（平成 30）年 11 と 2019（ ）年 11 に ドラ オープンハ ス（現地での
作 示やマルシ 、 会などを う ント）を開催、2019（平成 31）年 1 にはこ
うした の成 を 示する 団地のリデ ン作 を、2020（ 2）年 1 に
は 学生デ ン プラン中間 会 を当公社 ル 1 階の Kosha33 スタジオで い、

学生 の食事会[どん りの会] 
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き続き を進めている。 
団地の 団地活 ポーター として、2022（ 4）年 10 点で、8 の

大学生が している。（2020（ 2）年から べ 9 が している。） してい
る部 で研究を っていた ポーターは 研究を う部 に 、得られた成 を 間

に げていただけるのは研究をする上で しいですし、やり を感じます。 と言
を せ、担当している先生は 地域の方たちと れ合うなかで、 上では得られない視

点が える部 があるのではないか と 価している。 
団地での活動は、 1 回の定期 ーティング っており、この ーティングに せて、
団地内の いを実 するほか、 会が主催する団地内 活動や に参加。
また、 ポーター ら、 中 の 意 のお らせなどのチラシの 作、 4 年度か
らは団地集会所を った交流 ドリバ を実 している。2022（ 4）年、 ポ
ーターの 1 人が 会の 員に した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

団地（ 原 ）（ 5） 
・東京 業大学 
2018（平成 30）年 7 、団地内 の 場にあるコ ュニティ ーデンでの の

え ントや 年(2019 年)に団地 に開 した多世代交流 点 ーレ
（ ）にて、多世代交流の ークショップなどを実 している。 

高 生 事 所） 
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・ 子大学・ 子大学短期大学部 
2019（ ）年 12 に団地活 の連携・ に関する 定を 結した。 団地
は団地内の高齢 が 48 と の高齢 が進 しており、地域活 ・コ ュニティ
等の課題があった。 大学が する人間社会学等の 識を活 し、団地内の 等
との地域連携への参加や、 団地活 ポーター の導 により地域コ ュニティの活
を 指した。 ポーターとして した学生は、 が運営する ひよここども
での ・ 助や、多世代交流 点 ーレ や での各 ン

トの地域 事で活 。 会活動への参加（ 1）としては、 会主催の トロー
ルに参加。 と 動を にすることで、 ポーターの 度向上や 会の や意
について する場となっている。最近では、SNS での （ 1）も っており、当公
社運営のフ ス ックや ンスタグラムの 事を ポーター ち回りで作成。団地に
学生 での に貢献している。 会や からは 高齢者の だったので学

生が来てくれてすごく助かる。今後も 会 ントにもどんどん参加してほしい と期
待を せられている。 ポーターからは 大学での と、実際にその 事をしている人
の からくる が うことが多く、すごく になる。 との が せられている。こ
ちらの 団地活 ポーター には、2022（ 4）年 10 点で、6 の 大学生が

している。（2020 年から べ 7 が している。） 
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・ 大学 
2021 年（ 3 年）10 に当公社およ 一 団 人シニアラ フ振興 団（ ）の 3
者間で連携 定を 結。当公社が 営する団地の その 地域 の健康寿
に向けた 研究を推進し、高齢者が やすい活 のある地域社会の 成に
することを 的としている。当公社が 営する 外 団地の多くは、 階または

階 てで レ ーターがなく、特に後期高齢者は階段の り りが になることなどか
ら、外出機会が り のフレ ル進 が されている。 れた地域でいつまで
も健康的に 続けられる を えることを 的に、 大学が するリハ リテー
ション、 医学、 ルスプロ ーションなどの 的 を活かし、多世代交流 点
ーレ を中心に、フレ ル対 、 ルコ ニア対 、 度 機能 （MCI）

対 に関する ー スの 実を 指している。また、地域 健 野における学生教
の 実を るとともに、健康寿 の に向けた およ 研究成 等の 報 をし
ていくことなどを 込んでいる。 団地活 ポーター には、2022（ 4）年 10
点で、1 の 大学生が参加している。 
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コ の の  

 
 

原団地（ 原 ）（ 6） 
・東 大学 
2020（ 2）年 1 に連携プロジ クトの 定を 結した。人口が 少し、国内 要も
小していく中で、 続可能な社会が求められており、 部などでは人口 少が進んで

いる現 から、人口 少、 少子高齢社会に対 した団地 の 活 を し実 する
ことが求められる。 川 部にキャン スを し 合大学である東 大学と連携し、
大学が つ 的 と公社が つ 動 を 活 することにより、 ・
・ 地域の団地の活 およ 地域 生を 的にプロジ クトの推進を るもので

ある。 により実 を 定していた 原団地集 事業に関し、集 終 後の
き （12 ）を学生 に するため、 学 の学生からリ ーション案
（ 部 部 ）を 集し、学内の 会にて最 案 定。それをもとに
の学生案も り込 つつ、 事 所との ち合わせや 事監 などにも学生に参加して
もらいながら、当公社と で 業 (各 等の確 ・ 等)を った。2022 年 4
より 25 が 、今後、団地活 を っていく 定である。 

 
山団地（ ）（ 7） 

・ 川大学 
2020（ 2）年 3 に 山団地を対 とした団地活 の連携・ に関する 定を
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結した。これまで 団地において ポーター 度に く学生 を 開してきたが、
の 外 団地と に地域活動の担い 等に している 山団地においても、当公
社として、 やこれまでの ハ を生かした団地活 に着 したいと考えてい
た。そのような の中、学生を 的 な で まわせ、 生活や地域貢献を通じ
て 合的な教 を実践したい大学とのニー が一 し、それ れの を生かして団地活

に貢献すべく 大学と当公社が 定を 結した。具体的な としては、公社
上 階の を 人 で 大学に し、1 あたり 3 4 の ッ ー部所 学

生が 。学生生活・部活動と して地域活動に参 ・ するというものである。
年度は 5 、2 年 は 7 を し、2022（ 4）年 10 点では 44 の学生が
。今後も 大していく 定である。また、団地内 の を 1 し、学生

向け として運営開 。今後は地域開 ス ースとしても 活 していく 定である。 
山団地では、連合 会や各 会、 等により、1 年を通じてさまざまな
ントや活動が ・実 されている。 当 から学生が 主的に っている 活動

や 、 けのほか、学生が ・運営するスマホ教 の開催等により、 に との
交流が生まれてきているとこ であるが、今後も ント等に参加・ する機会が え
ることにより、これまで られなかった多 な多世代交流が日常 していくことが期待さ
れる。 
まとめ  

当公社では、2022 年 10 現 、 大学と連携して地域活動に り んでいる。その中
で えてきたのは、地域ごとで えている課題や求められるものが なっており、また大
学や学生ごとでも ち合わせる 野や得意 野が なるため、どのような大学のどの
ような活動が地域に しているかはまだ 中である。まだまだ であり、 がマ
ッチするかはチャレンジして て ないとわからない。そのため、 、大学、公社がそ
れ れ って、コ ュニ ーションを ることで、活動の ントを得ている。 
 
そうした中で課題となってくるのが活動の継続 である。 した学年にもよるが、ほと
んどの学生は 年 内に 業により活動を終 してしまう。また、学生が れ わる中で、
それ れ活動への チ ーションも なるため、そのときのメンバーによって活動内容や
にばらつきが出てしまう場合もある。そうした で活動を継続していくには、やは

り地域とのつながり 成や活動の定着 が重要となってくる。地域とつながりが て、関
がしっかりと くことができ、学生と でのコ ュニティの 成が できる

のであれば、学生 の 成感にもつながり、 とも な関 が生まれる。 に、関
が だと、 たちの活動が貢献できているか実感が か 、次のアクションに

げ らくなる。よって、活動の継続 を していく上でも、先 の学生や当公社が間に
り、後 学生と地域 をつなげる機会を けていく をつくることが望ましい。 
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当公社も 的に大学との連携を めて 年ほどが したが、この連携事業や ポータ
ー 度が地域コ ュニティに する として えてきたのは 団地の や地域に活
を える ことである。各大学との が地域コ ュニティの活 に し、団地・

地域の りごとに学生が ことで成 を得られることもあるが、団地に んで活動す
る ポーターという に対し、どこの団地でも こえてくるのは、 若い人が団地に
んでくれたことで、地域に活 が生まれた という の である。活動によって かし
らの課題 を 指すことも一つの地域コ ュニティへの貢献ではあるが、ただ単に学生
が じ団地内で生活し、団地を れる機会があるというだけでも、 にとって、特に高
齢者にとっては活 を得るキッ となっているようだ。こうした小さなアクションの
重 、継続が、地域コ ュニティにおける活動の重要なポ ントであると考える。 

 
今後もこの を継続していく中で、今後は と学生の交流が、 ント だけでな
く日常 として団地内で られるような を 指していきたい。 の高齢 に い、
団地と地域、社会とが れてしまいそうになるとき、学生がそのつながりを めて 成す
るキッ となり得るのではないかと感じている。 き続き、学生が地域の に立ちたい
とチャレンジできる やフ ロー体 を くことで、これから社会へ出ていき、今後の
日本を担うであ う学生 の成長や活動につなげていきたい。 
 

1 団地 45 年（1970 年） 上 2 27 、 356 、
者の平 年齢 60.04  

2 生 立プログラム 公社が 営する ア 高齢者 ィンテージ・ ィラの
者が、 後も健康であり続ける 生 立（ 事・ ・ の 立） を 指した

運動 生きがい の  
3 団地活 ポーター 大学での 野を活かしながら、公社の団地に し、地

域コ ュニティの活 を団地活 ポーター（学生）、公社、地域 とともに 指す
団地 ポーター 度。（ 等 学業に支 の い で地域活動や 会活動への

、 会への加 、当公社へ活動 の報告 ） 
4 団地 39 年（1964 年） 厚 4 2 、 400
、 者の平 年齢 65.00  
5 団地 42 年（1967 年） 原 団地 1 1 、

446 者の平 年齢 64.79 （ の ） 
6 一 団 人シニアラ フ振興 団 公社の 立 ・

人ホーム、 ー ス き高齢者向け 等の運営  
ーレ 団地 で が した をリ ーションし、 

年(2019 年)に開 した多世代交流 。キッ ス ース、デ ー スス ースや
フ ス ースなどいつでも立ち れる場所としている。 
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8 原団地 40 年（1965 年）~ 川 原 6 1 ほ
か、 339 + 東 大学シ アドレジデンス 12 年（2022 年） 、

者の平 年齢 67.76  
9 山団地 46 年（1971 年） 山 1 1 1 ほか、 290
、 者の平 年齢 66.45 （ の ） 
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8 原団地 40 年（1965 年）~ 川 原 6 1 ほ
か、 339 + 東 大学シ アドレジデンス 12 年（2022 年） 、

者の平 年齢 67.76  
9 山団地 46 年（1971 年） 山 1 1 1 ほか、 290
、 者の平 年齢 66.45 （ の ） 
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厚 にある、も じ 団地は されてから 52 年 37 年が し、近年

高齢 が進 、 き が 立つようになった団地です。高齢者の りと の 促進
という課題をクリアすべく、 と近 大学が連携し、大学生が できる が え
られました。2018 年から まったこのプロジ クトの 、連携のあり方や課題などにつ
いて、 都 局 地 部の 氏と、 学 大学社会連携課の 氏、そして
現 も じ 団地に 学生の 本さんにお しを きました。 
 
 

学 大学  
 も じ 団地プロジ クト  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    
 
） 都 局 地 部 

 
ンタ ュアー 本 （京都橘大学）、 

マルティネス 子（京都橘大学） 
ンタ ュ ー  氏 

（ 都 局 地 部 課 ） 
  

た  
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体が した、団地活 と世代間交流の り  

マルティネス  
 は、 営も じ 団地の き部 を学生に しています。な 、この事業を
めたのですか。 

 
 も じ 団地は、 が 5,500 と、 内はもとより、全国的に てもかなり大
な団地です。 期は 1971（ 46）年から 1986（ 61）年で、この 期に て

られた公営 の多くに られるように、5 階 てで、 レ ーターがありません。 
者の高齢 も進 、も じ 団地の高齢 は 50 上となっています。なおかつ 4

階や 5 階といった上 階は高齢の 者から人 がなく、 が 立つようになりました
ので、高齢者の りと の 促進は の長年の 案事 でした。 
か い方 はないものかと考えていたとこ 、 京都 営 中山団地は、京都橘大学

と連携して、学生を け れている という を き、 としてその事業の を い、
検討を重 た結 、も じ 団地でも り んで ようということになり、2018（平成 30）
年に実 に りました。学生に んでもらえたら、 き部 対 と、担い に
会への支援を、 に進められるのではないかと考えたのです。 
携先の大学については、も じ 団地が立地する厚 内 一の大学で、 から学生

の ランティア活動等でご があった 学 大学に したとこ 、 く き けてい
ただき、大学としても り んでくださることになりました。 
ですから、ま 所から大学と団地 会に 案をして、 を進めていったという
です。 
 

体によるきめ やかな 作業が、交流を支える 
マルティネス  

 団地の活 や 対 は、全国各地で課題となり、さまざまな り も われてい
ますが、 のように、地方 体が中心になって動いているのは な ースで、ほ
とんどは NPO を立ち上げるなど、 間が動かざるを得ない です。 体ならではの

や しさがあったのではないでし うか。 
 

 
 も の り をされるなど、先 事例はあるものの、 営 は
本来、若い学生が 1 人で することができない まりになっていました。 
しかし、事 に国 交通 から 地域の課題 のためなら、公営 本来の 的外であ
っても、本来の い方や を しない で してもよい というような の通
が出されていまして、も じ 団地はそれに合 することから、 開 局とも
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して、 題はないと したわけです。 
当 の場合は、団地 会と大学の に しました。 
 たとえば事業がスタートした は、 例のない 事業ですから、どういう がある
のかを したり 価するのは でしたし、生活スタ ルの う高齢者と学生がうまく
いくのか、学生は団地生活になじめるのか、学業がお そかにならないか等々、 事
がたくさんありました。それらについては、 から に して、 方とも 大 で
はないか と 得していただきました。 
 大学側は、学生の として するにあたって に 題はないのか、 の
関 はどうするのか、といった点について心 されていましたので、 具・シャ ー・
スコンロ等の は のほうで いました。 

については、ま 大学が 者を 集して、 や 望学生の は大学と
が で いますが、 学生との は が結 ます。大学に して、大学が
学生に すという を考えていましたが、現 の にしています。 
ちな に、 は 営 で最も の方の を して、 12,000 です。
は 3,800 で、現 中の学生で 動 に っている学生もいます。 
マルティネス  

 かなり い と ですが、 を う 動 業 の はなかったのですか。 
 

 で するのは 業の ではないか という がありましたが、事業の
的を して、 得してもらいました。それと、 学 大学の場合は、 さっ か
ら地 で 2 が最 りで、も じ 団地から れているので、 業にはそれほど
していないと思います。 
 
マルティネス  

 会との について、どのような をしましたか。 
 

 も じ 団地は いので、 会も あります。それらの団地をまとめている 連
合会の会長さんから 的 的な 会を教えていただくなど、できるだけ べをし
てから、最も していると思われる 会にお願いに きました。 
 

い部 に く めて、社会 もできる—学生の  
マルティネス  

 その後、 携大学は えましたか。 
 

 学院大学も、厚 内に キャン スができたので、今年 4 から参加してくださ
っています。 
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マルティネス  
 現 、 学生は 人ですか。 

 
 これまでの の実 ですが、 年度までは でしたが、今年度は 学院大学の学
生も加わって、合 11 です。 は 2DK ですから、2 人でシ アすることも可能です
が、現段階でその ースはなく、1 人につき 1 となっています。 
マルティネス  

 学生の は  
 

 学生の は 2 つの大学に 7 つ 意しています。現 、 大学 3 つ、 6
に 中で、 の内訳は 子 3 、 子 3 です。それを る り、 どちらにとっ
ても にくくはないのかなと思っています。 
マルティネス  

 はありますか。 
 

 いちおう 会活動に 極的に参加すること としていますが、あくまでも学業 先
ですので、 はしていませんが、わりあい地域活動に関心のある学生が されること
が多いです 。もち ん、なかには い で めることが動機だという学生もいますが、
結 的にい い な地域活動に参加していきます。学生の については、大学とも
して、通学の に 慮するという 点から、 さっ に近い を んでいます。
団地から さっ まで、バスで 10 、 で 30 ほどですので、学生の 内
での 動 段はバスや地 等の公 交通機関か です。 
マルティネス  

 中で する学生はいますか。 
 

 ほとんどの学生は 業まで 続けます。コロ で感 大が しかった 期は、
したら ります と言って、いったん した学生もいます。 
マルティネス  

 学生の はどうですか。 
 

 とても ばれています。先に った学生から ここはいいよ と されて、 ってく
る学生さんもいます 。先 は 学生が一 に えたので、 大学と 学生の 合わ
せのようなことを いました。 
 
若い人がいてくれるだけで が出る— の  
マルティネス  
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 団地の高齢者の方の はどうですか。 
 

 会活動の人 が 要な に ってくれるので、すごく助かる という だけで
なく、 若い人がいてくれるだけで をもらえる という もあって、とても です。 
 会活動の担い や地域コ ュニティの 体 という 題に対して、どれくらい
の があるのか、 確なとこ はわかりませんが、プラスに いているのかなという感
です 。 

 学生にとっても、 い で できて、地域の 会活動を通じて社会 ができる
という 点があるようです。 
マルティネス  

 この事業を進めるうえで、 か 題は 生しませんでしたか。 
 

 事業を開 した 、 会の さんの期待が ら す て、学生と 合わせをした 上
で、どれほど学生が来るのを待ち望んでいたか、どれほど期待しているか、ということを
く られたんです 。学生は、その いに され、期待に えられるのだ うかと
に感じて、 してしまいました。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
それで、 として 会の方々に 学生は 極的に 会活動に参加してもらうけれども、
あくまでも学業が 先なので、その は 慮をお願いしたい という をしました。そう
すると、 会の さんも してくださって、 極的な活動参加を求めるのではなくて、
どちらかといえば学生を るような にシフトしていきました。 
  
その後は、特に 題なく進んでいて、こうした り にありがちな 題も、も じ
では きていません。 

の  
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学生・大学・ 会の 者が定期的に 報 と意 交  
マルティネス  

 大学との連携はスムー ですか。 
 

 大学が団地 会と で ントを開催するような段階には っていませんが、 大
学とも、とても 的なので、 としては助かっています。 
マルティネス  

 学生は 本的に 4 年で れ わるので、継続 という点で があると思います。それ
について、どのような をしていますか。 

 
 学生と大学と団地 会の方が、定期的に一 に会し、 か 題が きていないか、そ
れ れの はどうか、どんな り をしているのか等の 報を し、意 交 もし
ています。 
 
） 学 大学 社会連携課 

ンタ ュアー マルティネス 子（京都橘大学） 
ンタ ュ ー  氏（ 学 大学 社会連携課） 

本 さん（ 学 大学 3 年生） 
 
大学として地域に貢献できることを探る 
マルティネス  

 学 大学は、 と連携して、 営も じ 団地の き部 に学生が 、団地
コ ュニティの活 に する事業に り んでいます。これは、どのような で
まったのですか。 

 
 本学には、 と連携して地域活 に り んでいる教員がいまして、その教員か
ら も じ 団地は高齢 の進 が しい。大学として かできることがないだ うか
との 題 を けていたとこ 、 課さんからプロジ クトのお をいただき
ました。主に大学は 学生の 集を担っています。本学には社会 学部があり、 ラ
ンティア活動も んですので、興 のありそうな学生に かけをしながら進めています。 
 最 は 学生の 先に活 できればとも考えていましたが、本学の場合、 期間が
年から 1 年 度の交 学生が多いため、おそらく らは地域活動をする 間が 出で

きないだ うと し、本来の 学生を 集する方向に しました。 
マルティネス  

 現 の 学生は 人ですか。 
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 最も多いときは 5 で、現 は 3 です。例年、3 から 5 で推 しています。大学
は 者の 集はしますが、 は と学生の間で結んでもらいます。 
 
学生にとって地域活動はよい  
マルティネス  

 本さんは実際に 中ですが、な 団地に もうと思ったのですか。 
 

本  
 大学 学 のオリ ンテーションで、 も じ 団地に ませんか というチラシを
もらったんです 。それを んだら、 がすごく いし、一人 らしに興 もあったの
で、 んで ようかと思いました。それで 1 年生の 8 から め、もう 2 年 上 ん
でいます 。 
マルティネス  

 心地はどうですか。 
本  

 コロ の最中に っ してきたので、地域の方々と関わるのは や 、ラジオ体
のときくらいしかありませんが、もしコロ でなければ関わる機会はもっと多いのか

なと思います。 
 が んでいる のまとめ の方は、SNS で お だち になって、 援メッセージや

の動 などを ってくださるし、たまたま じバスに り合わせたときに が き
うは の なんです と言うと、 に を っていいよ。大 だよ と ま
してくださいます。 したばかりの はホームシック だったので、温かく しても
らえるのがうれしくて、 ちも ち着き、 が出てきました。 
 それと、 は高 代から 事の運営を う 方のような 事が きなのですが、
2022 年は団地の りのお いができて、うれしかったです。 
マルティネス  

 どんなお りですか。 
本  

 団地 会の なさんは、 だんから集会所に集まって を作っていて、 りのと
きはそれを公 の 場に立てて、中にロ クを れて りをともしたり、 や き
の を出したりします。 

 に やかな ントが きではない 者もおられるので、 にはという もあるそ
うですが、 んなでけっこう しくやっています 。 
 は、 だん団地内では SNS で お だち になった人 らいしか関わりがありません
が、 りのときはハー ニ の を にしている方が 会をして たい とお
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っし ったので、先 と一 にバックでマラ スとタンバリンを担当して、その方と合
しました。そうすると、い い な方が 子を ってきて、 いてくださったんです。そ
ういう で多くの方と交流できて、 もいい を けているなと思います。 
 
学生と のマッチング 
マルティネス  

 学生と団地のマッチングで、うまくいかなかった事例はありますか。 
 

 本さんのように、 会に のよい方がおられる場合はスムー ですが、この事
業がスタートした に、 望学生と集会所で対 したとき、学生に向かって が小
さい というような言 をかけられたことがありました。 
 もち ん、その方は学生を ますつもりでおっし ったのですが、学生が してしま
って、結局、 を してしまったんです。 
本さんが団地生活になじめているのは、もち ん の るさや もありますが、

その現場に 合わせた 会の方が、学生の心 を って、 団地に若者を え れ
るときは、こんなことに を ってあげたほうがいい と、 者の方々に かけてく
ださったことが活きているのだ うと思います。 
うまくいった例としては、先に が して、 から ここは 心地がいいよ という
を いた が、その後に団地に して、いまも んでいます。お さんの口コ 報

の成 ですが、 も地域 の方の をよく て、うまく 生しています。 
も じ 団地は、高齢 もさることながら、 も高く、 者の なさんも なんと
かして したい と思っておられて、その ちが 回りではなく、ち んと回り め
ているような がします。 
 

ークポ ントは や の さ。でも、大きなメリットもある。 
マルティネス  

 この事業を継続させるために、 が課題だと思いますか。 
本  

 、2 人の 子が 学に来てくれたのですが、結局、2 人とも してくれませんでし
た。その を くと、 の さが になったようです。 後 40 年とか 50 年ですから、
たとえば の 口は 2 つあって、それ れ かお しか出ません。しかも、お のほう
は が出るんです。 はそれが当たり だったのかもしれませんが、いまは とお の
合 がほとんどですし、特に はお の 口からいきなり が出てくるのは

に感じると思います。お も、 は 極のリース で、 はコンクリート ちです。
いまの学生は、 の で って、大学に ったら で な ンルームマンシ
ョンで一人 らしをしたいという人が多いので、も じ の部 はち っと しいかなと
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思います。 は全 にしませんが、たしかにお の温度が できないのはち っと
で、 の も、 ここには 対に めない と言います ( )。 

 
 当 したお部 は、お を かす はあるけれども はリース、シャ ーは
ない、という でしたので、シャ ーの をお願いしました。 
 学生が DIY で内装を の に えたりできれば、この事業の をア ールでき
て、 学生も えるのではないかと思います。 
学生の中には、 で をするのが きな人がいるので、ち っとした が可能にな
れば、この事業の をもっとア ールできるのではないかと思います 。 
とはいえ、これだけ い（2DK）の部 を 価 で りれることは大きなメリットです。 
一 的な事業では学生と事業主体のマッチングが、なかなか 合わないというのが現場
の実感です。たとえば 本さんのような 極的な学生と、 のいい 会の方がいて、
めてうまくいくのですが、その ースがそ うのは しいので、そこを の方がどう

先導していただけるかです 。その意 で、今回、 の担当の方が学生にも 会に
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本  
 学生の立場から言えば、 活動の 書に ランティア活動のことを書くために、
ランティア ークルに る と言う人もけっこういますが、団地に んで地域活動に参

加すれば、 の学生とは全 うことを 書に書くことができて、 も をつめま
す。 
そういうメリットを すれば、 望者も えるような がします。 
 

が地域活動のハ に 
マルティネス  

 事業の今後について、どのような 望を っていますか。 
 

 本学としては くても いので長く続けていきたいと思っています。 
 や に 学生の を やすよりも、すでに している 本さんたちが団地のコ
ュニティ活動にほとんど参加できていない現 を まえて、コロ でも地域活動に参加
できる を 究するほうがよいのではないかと思っています。 
この事業は 内の 大学も参加するなど がりを せていますが、活動のハ になってい
る 課さんが な対 をしているからではないでし うか。 
マルティネス  

 本さんは、 業まで 1 年 りですが、この団地でどんな を たいですか。 
本  

 今年の までは と とラジオ体 に参加するだけでしたが、やっと りに参加
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できて、もしかしたら今度の のお りも開催できるのではないかと期待しています。そ
のときには、 りよりもっと深いとこ まで関わりたいです 。 
 こんな 重な体 ができる場は、 つうの大学生活ではなかなか得られないので、 業
するまで大 に ごしたいと思います。 
 
 

 
  

を  
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 東京大学のお 、本 で活 する 定 NPO 人 ing 本 。地域を活
すべく 々な や人々をマッチングして、多 な活動を 開されています。
その中で、学生が本 に 地域 と交流を深めるマッチング事業 書生生
活 があります。 書生生活 の運営や 、地域の活 に けた り の
あり方について、代 事 長谷川氏に をききました。 
 

定 NPO 人 ing 本   
 書 生 生 活  

 
の  

定 NPO 人 ing 本   
所 地  東京都 京 本 4-36-5 

 2010 年 12 立 
     http://m-hongo.com/ 
事業内容  

ing 本 は 京 本 地 を 点として活動するまち くり NPO。 
本 地 における 地域活動の支援 各 ント等を 立案、実 し、地域
の生活 である の活 を支援するとともに、当 地域の くり 地域
の に する事を 的としている。 
書生生活  

 地域の活動に関わりながら、大学の近くにある い き に ことができる。（
・礼 なし 38,000 ） 
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ンタ ュアー 本 （京都橘大学）、 

マルティネス 子（京都橘大学） 
ンタ ュ ー 長谷川 大氏（ 定 NPO 人 ing 本  代 事） 

 
ひとつ の と 書生生活  

マルティネス  
 NPO 人 ing 本 は、 として本 にやって来た若い世代と、 くから
主や高齢者をつな ことで地域を活 しようとしています。具体的に、どのような活動
をしているのですか。 
長谷川  

 若者と高齢者を結 つけるという点では、 書生生活プロジ クト （ 、 書生生
活 ）があります。これは、 ing 本 が大 さんから り上げた を、大学生・大学
院生に い で す事業です。 
 もうひとつ、学生・院生がシニアが らす の き部 を りて、生活を にする、 ひ
とつ の プロジ クト （ 、 ひとつ の ）もあります。これは、2014 年
に デル事業として めた り で、 ing 本 が 生を まわせたいシニアと
したい学生を します。 
 どちらもシニアが所 する き部 を若者に して、若い世代に本 の で らして
もらい、シニアには若者との交流を しんでもらうという点では 通していますが、いま
はどちらかといえば 書生生活 のほうに重心を いています。 
というのは、シニアは 一人 らしは だ とか い や 具の 動など、ち っと
したことを に める人がほしい 若い人と会 を し たい と願う一方で、 若
者を まわせたら、 は じ ないだ うかと で れなくなった。ち んとした学
生だとわかっていても心 だ という心 が くんです 。だから、 ごはんを べにお
いで お を においで。おし べりしよう と言ってくれるシニアは多いけれども、
学生を に まわせてくれるシニアは意外に少ないのです。 
それに、 立して を出ている子どもたちも、 がよく らない学生と ことに を
くし、学生の 御さんも 大 さんが に れるなどしたら、 人である が子が
を われて、人生に がつくかもしれない。そんなリスクを うくらいなら は少々

高くても 通の学生マンションに んでほしい という人が少なくありません。 
つまり、 交流する と 一 に は うのです。高齢者を る をつくって
ほしいという社会的ニー はあるし、 まいを く確 したいという若者のニー もある
けれども、  いざ ひとつ の を めると、そういう実 が らかになったので、
2010 年の NPO 立当 から めていた 書生生活 にシフトしていきました。 
 的な でも、 書生生活 は、NPO が大 さんから り上げて、学生に しする
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という ですから、学生に す際に を 2,000 くらい上 せして NPO の運営
にできます。 ひとつ の は、 動 業の を っていれば を
れますが、 たちは 動 関 の がなくてもできる 営 の 事業をしているだけ
ですから、最 の 2 年ほどは 立 人の助成 で運営しました。 
助成 を けている間に が回る を確立したかったのですが、結局、それはで
きなかったし、本 に長く んでいる たちは、 いア ートに がたくさんあること
を っていましたから、 書生生活 に を したわけです。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
本 の の り口としての NPO 
マルティネス  

 そもそも ing 本 という NPO 人を 立した は  
長谷川  

  本 の で と 子 と 局を営 3 人の 主が中心になって、2010 年に
立ち上げました。ちな に、 は です。 
 本 は、東京大学があり、学生が多い ですが、地 の は全国的な流れの例に
れ 営に しています。でも、大学は、地域活 のフィールド ークとなると、な
か地方へ出かけていくんです 。地 の たちとしては、 の にこんなに っている

があるのだから、 じ地域に立地する大学として かしてほしいという ちがあ
って、 それなら本 の への り口となるような をつく う と考え、NPO 人
ing 本 を立ち上げました。 
 そうすると、大学の先生から シニアの交流の場をテーマにして や を書きたい
学生・院生がいるので、 け れてくれないか というお が来ました。大学も学生も、
本当は地 でフィールド ークをしたいけれども、その を にすればよいのかわから

の す  

の の コ  
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なくて っておられたようで、 ing 本 という窓口ができたのを 機に をかけてくだ
さったわけです。 
それで ひとつ の を めたのですが、はっきりと動機を った学生が するの
で、シニアの 助けや りをち んとやり、その を研究に活かして ・ を
上げ、 らが 業・ した後はその後 が るという、 のような がほとんどです。 
 ただ、先ほどお ししたように、 するには 動 関 の が 要で、しかも
ての に学生を まわせたいシニアが 外に少なかったので、いまは 書生生活 に

トを いて り んでいます。 
 最近は都 回 の 向があって、本 にも若い世代が ようになり、人口 で れ
ば の平 年齢は がっているかもしれませんが、 たち 主の で ると、少し
った の が えてきます。 

 たとえば、うちの 業の に 6 人 のお得意さまがおられたとすると、 あのお
は、 さんは がれたし、おじいさんは くなられた。じ 、いまはおばあち ん 1 人だ
よ という うに、 主ならではの 報を っています。 それなら部 が ってい
るは だ。それを学生に して んでもらえば、おばあち んも 心じ ないかな と思
いついて、 ひとつ の や 書生生活 を めました。 
  

内や の を えたフィールドをつくる 
マルティネス  

 地域には 内会もあると思います
が、NPO と連携しているのですか。 
長谷川  

  たち地域の担い は 内会でも活
動していますが、 りを 内会でも
やってほしいと から言われても、
内会 体が高齢 していて、 り
は担いきれない なので、それを

担える として NPO を立ち上げ
たという もあります。 
 それに、 内会や 会という に ると、 員が回ってきたり、お りも も
も全部参加しないといけないから、そういう には りたくないという人がけっこう

いますよ 。でも、NPO がやっている 活動だったら に できるという人たちも
いて、それも ing 本 を立ち上げた の一つです。 
 それから、 内会は当 、 内ごとに されていますから、 を一本 てた は の
内で、 の 内会に所 することになります。その点、NPO なら、 内の を えて一
に活動できます。つまり、NPO というフィールドをつくることによって、 う 内の人
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も るやかに できる。そういう場があれば、 のつながりは なように えて意外
に大 です。 
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 地域の多 な人 とが参加する NPO 
マルティネス  

  ing 本 は、社会人も関わっているのですか。 
長谷川  

 学生と 主の NPO に えて、実はお医者さんやデ ーやシンクタンクなど
を った人たちが参加しています。 

 たとえばお医者さんは、高齢者が れる の段階で 医学的に関わって、医 が要ら
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ーとして り立ちする の若者に しました。そうしたら、その一連の 事が 価され
て、グッドデ ン を し、いまや、その若者はデ ンの 事で生活できるように
なっています。 

の でも、 団や 員をつないで、大学の先生にも ってもらえば、地域で
ントなどを通じて できて、地域の が向上します。 

このように、地域にいる 能な人たちの こんなことをやって たい という思いを、人
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と人をつないだり、プロジ クトと人をつな ことで実現していく。あるいは、思いを
にするようなフィールドを 意する。それによって が活 するのではないかと、NPO
立 に思いました。そういうフィールドを 意するのは、 のオ ジの得意 です

から( )。 
 
 

き のコーディネーター 成が  
マルティネス  

 書生生活 や ひとつ の では、特にどんなことに 心しますか。 
長谷川  

 ひとつは する学生と大 さんのコーディネートです。 ひとつ の の場合は、
シニアと学生の ですから、お いの要望を き り、生活 や生活 間 を に
べ、 なども考慮しますし、 が まった後は、われわれが立ち会って、シニアと

学生の間で生活ルールを めます。 を開 した後も、 かトラ ルが きていないか
を定期的に するなど、継続した ポートが 要ですから、学生とシニアに対する
き がとても重要です。 

 書生生活 は、 そのものを学生の研究フィールドとして して、それに まいを
ける メージですから、 ひとつ の ほど 重になる 要はありませんが、

は おこなって、どういう学生か、 を研究しているのか、な ここで らしたいのか
等を しく きます。 
マルティネス  

 の はあるのですか。 
長谷川  

 どちらのプロジ クトも、 学生には地域活動への参加を推 しています。ただし、
はそれを と えてほしくないので、 に 地域活動に参加する が え

られていると考えてほしい。 と えるような人は まないほうがよい と、はっきり
えることにしています。 

 言い えれば、 と があるようなもので、 は の
ントや りの 担 を うこと、 は学生が研究テーマを 示してくれた
ら たちがそれに する、という関 です。 
 最近 した医療 の学生は、 の研究上、シニア世代に アリングする 要があ
るが、その機会が得にくいので、ここで を けると助かる。それに加えて、 く まわ
せてもらえば大 ありがたい と していました。 
 そういう 的意識を った学生がほとんどなので、 たちはよく べる会 を開くん
です。そこにシニアも学生も現 の社会人も 主も集まって、 いしながら
し べっていると、あらたまって などしなくても に交流ができるし、 ア
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リングもできます。いまはコロ なので、なかなか開けませんが。 
 い れにしても、しっかりした動機を った学生を集めるには、 きのできる な
コーディネーターが なので、その 成は今後の課題だと思っています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

定 NPO で、 の可能 を げる 
マルティネス  

 NPO が して 12 年ですが、後継者はできましたか。 
長谷川  

 大学を 業した書生たちの中から、 を つなどして本 の に もうと言う人が出
てくるのを待っているとこ です。かつての書生が よく っているおじさんがいる で
らしたほうが、子どもも ってもらえるし、 やすいのではないか と考えて、こ

の に ってきてくれるように、いま 来の後継を てているわけです( )。 
 そういう人が次世代を担ってくれるためには、NPO で 者を えるくらい、お を回
せないといけない。現 は会 だけは 常 のスタッフを っていますが、 や ポー
ト等の 動 は出せないので、すべて ち出しです。助成 は、 りが多くて いにくい
ものは申 せ 、 い のよいものを少 ですがもらっています。ですから、ほとんど

している です。 
マルティネス  

 これからも し続けるために、 か方 を考えていますか。 
長谷川  

 ここ 年ほど してきたのが、 定 NPO 人になることです。 たちの り は、
かなり され、マスメディアで り上げられることも多く、社会的な 価も高いのに、

の を 活 す                  

） 
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運営 を得る方 がない。それなら第 者から を ることができる をつく
うと考えて、コロ の 2021 年、 定 NPO 人になりました。 
 定 NPO 人に をすると、 など、 の を けられるので、
人や 業から を けやすくなります。 で運営 をまかなって、学生が を

わなくても めるようにしたり、できれば 学 を出せるようにしたいと思っています。 
 それから、 定 NPO 人になることによって、 も けられることになりましたの
で、先日、 言と 続に関するセ ーを開きました。 き 、 続がうまくいかない
、 の の 可 などを、 書生生活 の まいに うなど、い い な

り も視野に れて、 定 NPO 人を 得したわけです。 
 東京大学には の申し出が多 あるそうですが、大学は の は けられても
動 の は けられないので、 ing 本 が 学生のために ってほしい との 言に

いて された の け になれればいいなと思いました。 
 可能 を されたら、大 デ ロッ ーと連携することも考えられますし、

可 は 学 の学生にリフ ームの教 として してもいい。 、
をお ちの方々の団体から がい者というだけで を してもらえない。 がいが

あっても地域に貢献したいと思っているので、 たちも 書生生活 の対 に れてもら
えないだ うか というお がありましたので、 野の方々とも連携の可能 が が
ります。 
 続人がいなくて国 に してしまう は、年間 600 にも上るそうですから、
そういう を える を することも考えています。そうすれば、 書生生活
の学生に い で まいを できる可能 が 中に がります。 
マルティネス  

 を って、もし本 ではなく の地域の を されたら、どうするのですか。 
長谷川  

 その場合は、たとえば 題を っている団体につないで、 ってもらえばいいと思
います。 ing 本 が の地域の を ・ する 要はないので、 でもすべて
ing 本 で おうとは思っていません。 の地域や団体と連携できることが大 だと考え
ています。 
 

NPO というフィールドで 学 を こし、 しい活動を る 
マルティネス  

 今後に向けた課題は  
長谷川  

 先ほども少しお ししましたが、 きのできる なコーディネーターを 成するこ
とと、 定した の確立です 。その対 の一つが 定 NPO です。 
 それから、 はシニアも地域のために活動してもらうことが課題だと思っています。
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きこもられると りができないので、 からシニアを っ り出したいのです。だから、
地域の高齢者に会うといつも、 が なら、 の場をつくるから ってくれ
とか ができるなら、 の 事を ってくるから ってくれ が得意
なら、 を ってくれ と言っています。そうやって社会参加をしてもらって、シニ
アが医療や の 域に く で める、 のような NPO になりたいと思うから
です。 
 シニアの方々は、敬 会など、 かにつけて かれる側なので、それに きていて、主
でやりたい人がけっこういます。そのことに いてからは、シニア主催の ントに

若者が参加するという を やしました。たとえば べる会 なら、 意はシニアに
してもらって、若者を 100 で んです。 べることさえ めたら、 んな し
べるから、 する側も ですし、若者はたら く べることができ、シニアは若者と
ができるので、 方とも大 です。シニアが活 する場を やして、シニアの 能
をもっと き出したほうが、 人にとっても にとってもいいです 。 
には多 な人がいるので、その人たちが集まるフィールドをつくって、 学 を こ

させるのが NPO 人 ing 本 の らいです。これまでつながりのなかった人たちを、
ing 本 というフィールド上でくっつけて、 学 を こさせて、いままでにない

しい （つまり活動）を
生成させる。その を
しんでいるので、 しいア
デアや 案が出てくる

と ク クします。 
 
 
 
 
 
 
 

の  
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場所   ント  集える場所が生きがいに  

  このスタ ルでは、高齢者をはじめ、地域の人々が集える 場所を し、 ント
開催も いながら交流の機会をつくります。主に地域に らす高齢者の 立の と
が 指されます。しかし、 立するのは高齢者だけではなく や社会になじめない若
者も です。世代の を えた 場所がやさしく やすい地域を作っていきます。 

一 社団 人 えんがお は、若者が中心となって 場所を しています。この場
の運営に参加する学生は 主的に活動に加わります。 に を てない若者は、この
場で高齢者と関わり、感謝の言 をもらうことで をつけていきます。また、ここに
れる高齢者はなにかしらの を担っており、活 の場でもあります。このような場があ
ることで、 な交流が生まれ、お いが められ、それが当たり の であるまちが
できていく。そんな えんがお を運営する、若者のひとりでもある代 事 野氏に
お を きました。 
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 一 社団 人 えんがお   
高齢者と若者の 場所  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

コ の  

 
一 社団 人 えんがお 
所 地 大 原 山の -14-3 

2017 年 3 立 
事業内容  
年齢や がいの を わ 、い い な人がつながることによって高齢者の 立を
たいというのが えんがお のコンセプト。 

2 内にある 6 の き を って、地域 ロン、学生の 場所、学 になじ
めなくて にある中高生向けのフリースクール、 がい者のグループホーム、
地域 などを運営している。 
点となっている んなの は若者 、この は高齢者 、この は がい者 と
けないで、できるだけ を合わせられるようにしている。 

 https://www.engawa-smile.org/ 
 

ンタ ュアー マルティネス 子（京都橘大学） 
ンタ ュ ー 野  氏（一 社団 人えんがお） 
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77 
 

な 高齢者の 立の と に り のか 
マルティネス  

 一 社団 人 えんがお （ 、 えんがお ）は、子ども、若者、高齢者、 がい
者など、すべての人が日常的に関わることによって高齢者の 立 の ・ という課
題に向き合おうとしています。な 、そのように考え、活動することにしたのですか。 

野  
 きっかけは東日本大 です。当 、 は作業療 を 指す大学生で、 ランティア
に興 はあったけれど授業 外はアルバ トと 会と ことに 間を やしていまし
た。そんな に が こって、関東から東 への出 り口にあたるこの の地域は
者であ れ るようになり、 所の や支援 を する人 が りないというメ
ールを け ったのです。 
 やっ り地 と とその後の 地の は 的だったので、とりあえ ランテ
ィアに参加して、 を で流されたおばあち んの言 を いたのですが、 は
を流されたことがないから、うな くことも 大 ですよ と言うこともできなくて、
の さを痛感しました。 

こういう にち んと人の になれないと、作業療 の を っても意 がないの
ではないか。 学中にもっと成長して、人の に立ちたい という思いが くなり、社会
貢献事業の中でも、 ジネス ースで社会課題の を 指す ーシャル・ ン クトな
どに を向けるようになりました。 
  それで、 外 ランティアに参加するなど、い い なことに り んで、大学 業後
も後 たちと せっかく大学に通っているのに、地域とも、地域で らす高齢者とも、関
わりが全 ないよ などと し合って、学生と地域の高齢者をつな ランティア活動
を るい ースで めました。これが、実際にやって るとすごく しかったんです。 
 また、その活動の中で、1 間、 とも さないお年 りと出会って、高齢者の 立の
深 さに くことにもなりました。その の は、作業療 として高齢者 で き、

高齢者をリハ リテーションで
支援して に す 事をしてい
たのですが、お年 りの ・
の原 を べると、たった 1人

で にいて、会 もなければ外
出もしないで、だんだん が
えて するという があ

ったのです。 にしても、特
に の方が する には
とも会 をしていない生活
があったりします。        
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 そこで、 この 立という 題に向き合わないと、高齢者を り く 題の 本的
に らないのではないか。それを 事にできたら幸せだな と思い、高齢者向けの
ー スとして 業しました。 

 
 
人を り、 することの大 さ 
マルティネス  

 高齢者の生活支援を ジネスとして成立させることは、ハードルが高いという メージ
があります。 業する 、どのような をしましたか。 

野  
 NPO 人 とち ース ポーター ネット ーク （ 、 とち ース ）の
支援を けたことが大きかったです 。 とち ース は、社会課題を らの で
したいと考える若者に対して、それを ランティア活動の ースで うのか、それとも
ーシャル ジネスにすることで継続を 指すのかといった に ったり、プランニング
やアクションを 合的に ポートしています。つまり、 たちで社会課題の に り
んでいては間に合わないから、社会課題の を 指す若者をたくさん てることに
する NPO なのです。 

 この NPO が主催する ジネスア デアコンテストは、すごくすてきで、ただ単に
して終わりではなくて、 ントリーして最終 考に ると、 までの 4 間は 業
などが これでは全 だめだよ とか こういう点を考えなき いけないよ という

うにアドバ スしながら してくれます。 
 がや うとしていた高齢者の生活支援は、単価が くて がないと思っていまし
たが、この 期間中に 営の先 方から そういう事業は、これからの社会に 要だけ
ど、 がやらないと もやらない という言 をもらって、ストンと に ちた がし
ました。 
 いまは のない若者が えているし、 は されないというか、 したら かれ
るような があって、若者が社会的な課題や 題に いても、なかなか し らい
社会になっています。そういう の中で 業を 指す者にとって、 とち ース の
ように してくれる はとても心 かったです。 
 それと、上の世代で社会貢献事業をしている人たちは、 いいことをしているのだから、
お をもらってはいけない と考える方が多い がしますが、それでは継続できないし、
がりもつくれない。事業で生活できなければいけないし、社会にいいことをしているか

らこそ待 も くすることが大事だと考えました。 業の社会貢献について、 が出
た 業は社会に すべきだ というようなことが言われますが、それは 社会に貢献し
ている 業はち んと を出すべきだ。 営をがんばるべきだ ということと じ意
ではないかと考えたのです。 
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 業する 点で、それを 者の方々から学 ことができた は、とても まれていた
と思います。 
マルティネス  

 えんがお は、 野さんが 1 人で立ち上げたのですか。 
野  

 立ち上げの 続き等は 1 人で動きましたが、 ジョンや 、 ッションなどは、
が の人と し合いながら作りました。 
 立ち上げる に大 にしたのは、い い な人に に ってもらいつつ 間になって
もらうという です。 は、 営者の方や ーシャルセクターで社会貢献事業を
している方がメ ンで、もち ん の方や地域の方にも しました。 
 その際、 をつけたのは ではなく をするということです。 に くと、 立
ち上げますので、よ しくお願いします わかった。がんばって で終わってしまい
ますが、 こういう事業を立ち上げたいのですが、どなたに すればいいですか と
する感じで ちかけると、 じ 担当課を教えてあげるから、 って たら と言って

もらえたりします。 
 当 の は、若者の特 を活かして い思いを えたら になるだ うとけっこう
的に考えていたので、 所で 高齢者の 立をこのまちから えていきたいので、

か担当の方を してほしいです と えました。そうすると、 じ 、とりあえ 高齢
課の課長を連れてくるから を いてもらいなさい という うにつないでくれて、高齢
課の課長さんと をしたら、 あの人には をしておいたほうがいいよ とか 今度、

会長に一 に に こうか という感じで、次々と 要な人につながっていきまし
た。 
 
若者と高齢者は、意外に が い 
マルティネス  

では、 えんがお の具体的な活動内容を教えてください。 
野  

 2 内にある 6 の き を って、地域 ロン、学生の 場所、学 になじ
めなくて にある中高生向けのフリースクール、 がい者のグループホーム、地
域 などを運営していますが、この は若者 、この は高齢者 、この は がい者
と けないで、できるだけ を合わせられるようにしています。年齢や がいの を
わ 、い い な人がつながることによって高齢者の 立を たいというのが えん

がお のコンセプトですから。 
マルティネス  

 の運 は、具体的にどうしているのですか。 
野  
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 6 のうち、 コ ュニティハ ス んなの は、1 階が地域 ロンで、いわば高齢者
のお ス ースですが、2 階は学生の 場所です。2 階に上がるには 1 階を通る
要があるので、若者はお年 りに をします。そうやって れてくると、おじいち ん
おばあち んと若者が一 にお を んだり、ご を べたりする が生まれます。 
 それと、 の高齢者は 1 人でご を べているし、2 人 らしでも高齢者の の世
になると、やっ り 2 人だけで会 も少なくご を べている。それに、若者も 1 人で
べている ースがけっこう多くて、つまらない。 だったら、 に 1 回くらいは んなで
ご を べたほうが、おいしいし しいし 的だよ ということで、地域 を め
ました。 
 そこでは、 や 的な がいを えて、 えんがお のグループホームに っている
人たちも一 にご を べますし、地域の子どもたちも来るし、その 者の方々も
に参加してくださるので、多世代交流の場になっています。 
 1 の は、子どもと学生は 300 で、 的事 があれば になります。高齢者
からは 500 をもらっています。 や の は、子どもたちの 者の方が ラン
ティアで ってくださったり、 たち 員が担いますが、 きの学生スタッフがや
ってくれることが多いです 。 
 コ ュニティハ ス んなの の 1 階の、高齢者のお ス ースの のドアを
開けたとこ がフリースクールで、 の中高生の 場所ですが、いま らは 中に
ンチを やして、外出しやすい にしようということで、 ンチ作りをしています。さっ
きも若者がお年 りに しながら、 の部 に っていきました。 
 このように、中高生の 場所と高齢者の 場所が じ 内にあって、この中高生たち
が の高齢者生活支援事業について来ることもあります。 
マルティネス  

 若い人と高齢者が して、トラ ルが生じることはありませんか。 
野  

 じつは高齢者と若者はとても がいいと、 は思っています。 は きこもりで、
いまもコ ュニ ーションが な の中高生を、日中の し がいなくて、 が
来たら一方的にし べるようなおばあち んのお に連れて くわけですが、 いよくし
べるおばあち んの を若者はおどおどしながら いているんです 。 

でも、おばあち んはひとしきりおし べりした後、中高生に ありがとう。あんたが
を いてくれたから、これから 1 間、 でいられるわ と言って、すごく感謝してく
れるし、 した たちも コ ュニ ーションできるじ ん と言います。そうすると
中高生は、 ってコ ュニ ーションできるんだ と がついて、 もっとできるよ
うになりたい。もっと の ちに えたい と思うようになり、一 を 出せるよ
うになることがあります。 
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大 なこと は いこと ではない 

マルティネス  
 どのような体 で運営していますか。 

野  
 グループホームも含めて、常 員 4 人と ート 員 8 人と ランティアの学生スタッ
フ 7 人で回しています。学生スタッフは 内の高 生と大学生で、ご くりも含めて運
営から一 にやりたいという人たちです。 
 スタッフ会 はまめに開いて、事業のア デアを出し合うなどしています。 
マルティネス  

 運営上、 ったことは  
野  

 いっ いあります。 日い い なことが きて、その 9 はほぼ です ( )。一
例を げると、 がい者のグループホームを運営しているので、 者さんが深 に
で外出する が 日も連続することがあります。そういうトラ ルは、対人援助の現場
では けられない もあるので、 は を めていますが、やっ りチームとして
は ます 。 
高齢者のお ス ースでも、 のルールを れなくて、タバコの を とすおじい
ち んがいたので、出ていってもらったことがあります。 の 者としては も
う来ないでください と言わなければいけないけれども、 っと年上の、本来は敬うべき
方に対してそれを言うにはすごく 藤があって、つらいです。 
それに、 えんがお しか 場所がない人は、ここを出 り になったら につながり
があるのかが心 ですが、 の 場所を っている人がルールを した場合は もう
来ないでください と、はっきり言うようにしています。 
学生の 場所は、 中も をかけないので、 を書いて 200 を に れれ
ば に えますが、お を れなかったり、 ってはいけない場所に ったりする学生
が 々います。それで、 しい の や、 んなの ス ースを子どもたちが
している などを に って、そういう学生が 心地の さを感じるようにしていま

す。 らは、まじめにルールを っている学生たちの なんで、あいつが来るんだよ と
するような視 も感じるので、だんだん来なくなります 。その意 では、オープン

な場に えて、じつは来る人を んでいるのかもしれません。 
い れにしても、 大 なこと い というような え方はしないようにしていて、 人
間関 は本来、大 なものだし、 わしいし、 だけれど、でも、それがいいんだ と
いう感じで けとめています。 
営 で のは、 ーシャル ジネスの 域はお にならない部 が多いということで

す。いま学生の 場所の が えるので 事をしていて、その代 が 10 か

81



82 
 

かりそうなのですが、学生の は 1 日 200 に えているので、どう ても 事代
はまかなえない。その は、どこで を生んで、どこで りをつけるのかが しいで
す 。 
 
活動を することは、 につながる 
マルティネス  

 けや の点で、 していることは  
野  

 事業を継続するためには たちだけで 結しないことが大 なので、関 人口を や
すことに 点を いて、SNS も上 に いながら、オフラ ンとオンラ ンの 方で り
んでいます。関わり方に はあるにせよ、関 人口があると、人的リ ースも えて、

助けてほしい に できる人、いませんか とか できる人、いませんか
と、い い な人の を りることができますから。 
マルティネス  

 を高めるために、どんな をしていますか。 
野  

 ひとつは支出を らすことです。 は、ち んと活動を して、い い な人から
識や 術を含めたリ ースを得ることで、支出を らしていけると考えています。 
 たとえば、先ほど 場所の の 事の をしましたが、 が 10 かかる
とこ を、支援者の大 さんが 、 の日にやってるから、 間 は 求 から く

と言ってくれて、作業 3 を にしてくれました。 
たちがやっていることをち んと することによって、大 さんは たちの活動を

って、 援してくれて、 もこの団体を 援したいけど、 ネはそんなに ってない
から作業で支援するよ と言ってくれたり、 要な 具を してくれたり、よその 事で
った を で してくれたりして、結 的に の 事が でできて、支出

を らすことができるわけです。だから、 によって 識や 術などのリ ースが集ま
るから支出が って する、というロジックはけっこう大事にしています 。 
それに、 して、 ってもらうと、つながりができて 援や が まり、それが
にお や 識や 術に わっていって、リ ースとして えんがお に ってきます。 
先ほどの、 たちだけで 結しないで ることが大事だという と重なりますが、社会
貢献事業は、 を って、 的に活動しては メだと思います。そうではなくて、
が っていて、それに対してどんな り をして、どう んでもらったかを する。

そうすると、それを った地域の人が を けてくれて、地域 の が って、継
続的に運営できるようになります。 
ちな に、6 で っている や 機などの は、 えばかなりの になります
が、すべて していただいた です。 も、 具 さんからいただきました。 で

82



82 
 

かりそうなのですが、学生の は 1 日 200 に えているので、どう ても 事代
はまかなえない。その は、どこで を生んで、どこで りをつけるのかが しいで
す 。 
 
活動を することは、 につながる 
マルティネス  

 けや の点で、 していることは  
野  

 事業を継続するためには たちだけで 結しないことが大 なので、関 人口を や
すことに 点を いて、SNS も上 に いながら、オフラ ンとオンラ ンの 方で り
んでいます。関わり方に はあるにせよ、関 人口があると、人的リ ースも えて、

助けてほしい に できる人、いませんか とか できる人、いませんか
と、い い な人の を りることができますから。 
マルティネス  

 を高めるために、どんな をしていますか。 
野  

 ひとつは支出を らすことです。 は、ち んと活動を して、い い な人から
識や 術を含めたリ ースを得ることで、支出を らしていけると考えています。 
 たとえば、先ほど 場所の の 事の をしましたが、 が 10 かかる
とこ を、支援者の大 さんが 、 の日にやってるから、 間 は 求 から く

と言ってくれて、作業 3 を にしてくれました。 
たちがやっていることをち んと することによって、大 さんは たちの活動を

って、 援してくれて、 もこの団体を 援したいけど、 ネはそんなに ってない
から作業で支援するよ と言ってくれたり、 要な 具を してくれたり、よその 事で
った を で してくれたりして、結 的に の 事が でできて、支出

を らすことができるわけです。だから、 によって 識や 術などのリ ースが集ま
るから支出が って する、というロジックはけっこう大事にしています 。 
それに、 して、 ってもらうと、つながりができて 援や が まり、それが
にお や 識や 術に わっていって、リ ースとして えんがお に ってきます。 
先ほどの、 たちだけで 結しないで ることが大事だという と重なりますが、社会
貢献事業は、 を って、 的に活動しては メだと思います。そうではなくて、
が っていて、それに対してどんな り をして、どう んでもらったかを する。

そうすると、それを った地域の人が を けてくれて、地域 の が って、継
続的に運営できるようになります。 
ちな に、6 で っている や 機などの は、 えばかなりの になります
が、すべて していただいた です。 も、 具 さんからいただきました。 で

83 
 

したのは アコン らいです。 
マルティネス  

 については、どのように確 していますか。 
野  

 えんがお の場合は、 がい者 を運営しているので、その 度 が大きいです
。 
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てもいいかなと思っています。 
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しくなければ、人は集まらない 
マルティネス  
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野  
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 ただし、 だから とか しい思いやりの ちから ではなく、シンプルに こ
れがおいしいから とか デ ンがすてきで 能もいいから という で しても
らうことを大事にしたい。 に興 を ってもらうというより、興 がないまま、 お
いしい ン ーキを べたい と思って フ に ったら、いつのまにか高齢者や がい
者と していた。そんなチャンネルをつくっていきたいのです。どんなお にも高齢者や
がい者が当たり のようにいる を り出したいと思っています。 

 それから、すべてにおいて し ことを 先してきたし、今後もそこは いていきたい
と思っています。 たちが しめるかどうかを第一 にしているので、 待案 などは

を えてしまって えません。でも、若いチームでもあるし、 たち が しんで
いないと人は集まってこないので、そこは大事にしたいです 。 
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定年 後の が中心となって 8 か所の で活動を 開している 中あ り 。 
ここは高齢者が中心の 場所です。 中あ り では、活動メンバーに と出 があ
り、 生き生きと しんで活動されている高齢 の があります。運営主体は社会

会で、 ント の 案や、活動の ポート、 業の 6 次 にまで させる支
援をしています。また、 の学生や、 を き込 、 ント活動が 開されま
す。地域に らす 世代の がつながり合い、 め合い、支え合うことが 指されてい
ます。高齢 の を き出し、若者が活動する場を することにも成 している、
中 社会 会のコ ュニティー ーシャル ー ー 部 氏に運営の実際につい
て を きました。 
 

中 社会 会   
中あ り  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

中 社会 会 中あ り  
所 地  大 中 上の 2 1-15  
事業内容  現 は 8 所の で野 や を て、 んぼや ならではの ント
を い、 き を活 した地域 生ホーム で子どもたちの学 支援やオレ
ンジ フ 、各 ントなども実 。 
 

 
ンタ ュアー マルティネス 子（京都橘大学） 

ンタ ュ ー 部 子氏（ 中 社会 会）  
谷 氏（ 中あ り） 
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高齢 による と を通じたまち くり 
マルティネス  

 中あ りを立ち上げたきっかけは  
部  

 もともとは定年 後の の 場所 くりとして考えました。 中 は、大 に
する人口 40 人の ッドタ ンで、人口が した 期に小学 が されたとい

う があり、小学 単 で 活動をするかたちが いています。 
でも、そこに参加するのは がほとんどで、 はなかなか集まりません。特に定年後
に社会参加をする は少ないので、その人たちを 立させないための方 として、高齢

による と を通じたまち くりの場をつく うと思ったのです。 
 き地を たちで開 して に え、そこで野 を し、それを子ども に
したりお で したりする 事なら高齢 が キ キと参加できて、かつ に
もなるのではないかということで、現 は 8 所の で野 や を て、 んぼや
ならではの ントを い、 き を活 した地域 生ホーム で子どもたち
の学 支援やオレンジ フ 、各 ントなどもしています。 
 もち ん、 ですから、都 業を る意 もあります。 ランティアが都 を
るという で ポートしなければ、この地域の 業は するのではないか。そうなる

と を終えた んぼで げをして といった、 からあったは の が
えてしまうし、次世代を担う子どもたちは んぼや の作 に れる機会を ってしまい
ます。 
マルティネス  

 した 作 の加 にも り んでいます 。 
部  

 はい、 業の 6 次 に り んでいます。6 次 というのは、 （1 次）と加 （2 次）
と （3 次）をすべて でやることで、あ りでは、野 の はもち んのこと、

で れた マ を の 所に って にしたり、 シーク ー ーの
を に えて、シーク ー ー りクラフト ールを するなどしています。 

中 内のある機 メー ーは、 社 の スの 装 でトマトの を 作して、
その をあ りに してくださり、その から てたトマトも い上げてくださって、
会社の 立 100 年 としてトマトジャムを作られました。 
 あ りで した な野 を に 、高齢者の方々が集まりそうなとこ に出向い
て、 動 もしています。そこでは野 の だけでなく、高齢者の 確 も いま
す。 
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子どもも、 や を つ人も、外国人も、 もが できる ニバー ル  
マルティネス  

 あ りは、その 的に 都 を 点に、人と人とのつながり、 れあい、 め合い、
支え合う 間（コ ン ）を することで、社会参加を促進し、地域 の担い
をつくること を げています。高齢 だけでなく、多 な人 との参加を 指してい
るのですか。 

部  
 あ りにはその可能 があると思っていて、その一つが子どもです。定年後の は、
70 代 ば まではまだお ですし、現 代に った多 な 識や 能・ 術もそ
れなりに しています。 はそうした高齢 の能 を、社会参加が しい子どもたち
の支援に活かせないかと考えました。 
 たとえば小学 の定 事に りがありますが、 になって りを体 で
きない子がいます。子ども の案内も、学 でチラシを ることがよくありますが、

の子どもたちにはなかなか きません。 
 核 で、 と したことがない子どもも しくないし、特にコロ のもとで
は、大 な に い込まれた方がたくさんおられます。 は社 のコ ュニティ ーシ
ャル ー ー（ CSW）として、 しか ち合わせないご とも出会いました。出
会った 上は、そういう の子どもたちが しい おもし い うれしい よ
かった と思える 間や、 に が てるような を少しでも やせるようにした
いと思っています。 
それで、あ りの を 点にして、 まきや え、野 の 、レン まつり、 リ
ニ り、ス り、流しそうめん、草 り、 り、かかしフ スティバル、 げ

大会など、 に じた ントを い、そこで子どもたちが高齢 と一 にい い
な体 を めるようにしようと、あ りの会員さんたちに 案し、実 しています。 
それと、あ りの は、まち くりの一 ですから、外国人の方も、 や のあ
る方も、 でも参加できる ニバー ルフ ーム であってほしいとも思っています。
ですから、 つうの は 作 をできるだけ く確 しようとしますが、ここでは
子の方も一 に え けや が体 できるように、かなり い にしています。そ

こに会員さんたちが を流して、 4,000 の レン を き めてくださったので、
の な方も 子の方も 心して いていただけるようになりました。 
つまり、 んなで える 地（コ ン ）があれば、 ここに ンチが要るよ とか
テー ルもほしいな という になって、そうすると をする人が現れて、会員さん

それ れの や出 が生まれるわけです。 
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要なのは ではなく 案  
マルティネス  

 あ りの運営体 は  
部  

 実 主体は 中 社会 会ですが、この活動をスムー に 開するために社 の
中に 人クラ ・地 生委員会・ 者 会・ ランティア団体・NPO などで 成する
中あ りプロジ クト運営委員会を いて、ここで方 を めます。 

 その方 を具体的な活動内容に とし込 のが実 委員会で、 1 回の会 を開いて、
の やり当 、活動日の作業内容、 事の 、 の などを めていきます。 
マルティネス  

 ごとに多 な ントをするという でしたが、それは が するのですか。 
部  

 本的には運営委員会で検討しますが、 は CSW としてい い な 報やネット ー
クを っているので、いままち くりに求められているのは かということを考えながら、
こんなことをしたら いのでは とか こんなことがしたい という 案をします。 

たとえば、 が 子どもたちにレン 摘 を体 させてあげたいから、 でレン まつり
をしたい と思っても、レン の をまいて を かせる作業をするのは会員さんですか
ら、さまざまな を えている子どもたちの を して、 感してもらわなければい
けない。そうすると、 その ントをやって ようじ ないか。子どもらのために、わ
れわれ大人ががんば う と言って、レン まつりに向けた動きが まるわけです。 
 この の ランティア活動でよくある は、 こうし と してしまいがちなこ
とです。そうではなくて、 こんなことがしたい と 案する。そうすると、い い な
ア デアが出てきます。 りで、 り出した マ をそのまま ち らせても、
で してもらえない子どもがいるから、 じ 、ここで き にしようか という
うに、子どもの さに心を せたア デアが出てくるんです。 

 は、あ りのコンセプトは めだかの学 だと思っています。あの の が生
か先生か。 んなで しく いでる という と じで、あ りには上 関 がありま
せん。 が するでもなく、 んなが対等平等で、活動中は ス（ のない、 スト
の ニフ ーム）を に着けることだけが まりです。 

  
シニア に と出 を 
マルティネス  

 会員は、どのようにして集めるのですか。 
部  

 集中ですが、会員 は 中 の 60 上の に 定しています。 
マルティネス  
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 な 、 は対 にしないのですか。 
部  

 世の中は 差 のない社会に向けて動いているのに、な を のか という
もありますが、 の集まる場がすでにたくさんあるのに べて が集まる場は極 に
少ないのです。 リスでも、人 との 立が社会 題になり、 リス は 題
担当大 を して、 たちの小 という定年後の の 場所を けました。そこ
には、 間と一 に大 事などができるように 具 も えられていて、そこで作られ
たテー ルや ンチや 具は公 や学 に され、 んなに ばれています。それが
たちの生きがいになっているんです 。 

それに、 れた が 早く作業をすると はやる を うこともあります。 
 一方で、 は や出 を えられると、 の特 や能 を活かして ッションを
やり げようと一生 になる人が多い。そういう 向や特 も考え、 立を たいと
いう思いから、あえて に 定しました。 
 あ りには地域 の担い くりという意 もあるので、 会員は 中あ り
という研 会で地域 と野 くりについて学 ます。 
  
高齢 の あ り 地域 への の深まり 
マルティネス  

 高齢 は、あ りの活動によってどのように しますか。 
部  

 会員さんたちは 値が がった とか が がって、医者に を んでもよい
と言われた とか、よく しています。でも、そういう健康 より より、 なさん、
とても しそうなんです。ここに来れば、 かと会えて、 とも に ができて、人間
関 が がるし、 作業をしてもいいし、 もせ ンチで っているだけでもよいし、
やりたいことを 的にやれば、 んなに ばれて、それが の になるからです。 
子どもたちと することについても、 ぼくは おじいち ん と ばれてもおかしくな
い年齢なのに、ここでは おっち ん と んでくれるので、うれしい。 ランティアと
いうより、ぼく が たいな子どもたちと しく んでいる感じ と言う方がおられ
ます 。 
 ある方は、お連れ合いが 度 5 の で、心 ともに 日大 な生活ですが、あ
りという場があることが り合いになり、 に らせると言って、運営委員を めてく
ださっています。 
 それから、地域 への会員さんの の深まりも感じます 。会員さんは、
に を えている子どもたちがいるということを、あ りの活動を通じて 々に さ
れると、そういう子どもたちを し、 することの大 さを実感して、 もっと子ど
もらを しませてあげたい。コマ回し、やって よか。 トン も、やって よか。子ど
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もら、そういうことも したことないや し という うに考えるんです 。そういう
がとてもステキだなと思っています。 

  
 
 
子どもたちや きこもりの若者に社会参加の機会を 
マルティネス  

 子どもは、どのように しますか。 
部  

 が CSW として関わっている の子どもたちは、 的に している場合もあり
ますが、 じて人間関 が で、さらには 的 というか、 の という 題
を えています。 
 ですから、あ りという場を って、子どもたちの 値を少しでも上げたい。あえて、
そこを意識して り んでいます。 の った子どもは、 になれば な 地
に連れていってもらって、 マ リの を できるけれども、一方で、 のお
さえお さんに 出して と言えない子どももいます。そういう の子どもに、 には
レン を摘 、 のぼりを上げ、 で を る を、 にはス りをし、流し
そうめんを べ、 マ リ で を、 には りをして、ホクホクの き
を わう を、 には げで をしてほしい。そういう を 学年でしてお
かないと、中学生になると学 の差が がって、本当に しくなります。 
 きこもりの若者については、 ーの ーの という 場所をつくり、 を
い、その人の得意なことを中心に作業プログラムを 立てて、 に向けた ができ
るように考えてきました。 
 幸いなことに、ある社会 人が き を してくださることになったので、そこ
を ス ースも えたお にして、 きこもりの若者たちに いてもらうことにしたん
です。 
 この ーの マルシ と けたお には、 中 など地 の の も いて
あるし、あ りで作った野 やコロッ 、 ーの ーの の子どもたちの くり も
られていて、地域のお年 りがおし べりしたり、お を がてら きこもりのお子

さんのことを される方など、い い な方が来られます。 
 ここで を担当している若者は、あ りの へ来てもすごく ですし、当 は
方なくレジを っていた若者が、1 年後には くほど上 に できたりします。 

は いだけど を くのは きだという若者には、 あ り で アートをやっ
てるから、おいでよ と をかけます。 んなが 業や が きなわけではないし、そ
の 要もないので、 の きなことや関心のあること、得意なことを つけて、それに
よって の人とつながり、社会参加をしてほしい。その 助けができたらと思っています。 
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をかければ、助っ人が現れる 

マルティネス  
 中 のような地価の高い都 部で の 地を確 するには、かなりの が 要で
はありませんか。 

部  
8 所の の中で最 にできた は、所 者の方が 活動に 立ててほしい
と、 で し出してくださいました。 が ランティアによる地域 活動について
したのを いてくださったようです。 

 の は、大 国際 の のす 近くに立地していて、 の 会社が所
していた 地を、 中 を通じて社 が で り けています。 

人ホームの ス ースを、ホームで できなくなったから助けてほしいと
され、あ りが を け って にしている ースもありますし、 の 、
人のお の なども として で する 可をいただいています。 
マルティネス  

 このような 地で を開くとなると、近 の も大きかったと思います。 
部  

 それは たちも できたので、 の方を対 にした 会を 6 回開きました。最
は 対される方もありましたが、 の の 方、 や の 、 日・ 間
の対 などを、 中 社 として に して、開 の をいただきました。 
マルティネス  

 で する 等は、どのように するのですか。 
部  

 作業に 要な ・ ・
・ 具などは いますが、
は高いので、最近はほと

んど から てます。
ントで か 要なものがあ
れば、 りに をかけて、
していただいたり し出

しをお願いしたりします。
そうすれば、 にな
りますし、 をかけること
で り も がりますから。 
 先ほどお ししたトマトジャ
ムのように、あ りの活動に

の  

 た 1

を た  
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・ してくださる 業やお や団体もありますし、野 の り上げも 
になり、活動 に てることができます。ホーム ージの作成や は、得意な

会員さんがいるので、その方にお願いしています。会員さんとい い していると、な
んとなく得意 野がわかるので、 この場でさらにこんなことができたらおもし いな
と 案するんです 。すると、 そんなこと 単やで と言って、 を してくださいま
す。 
  
 

しくなければ続かない 
マルティネス  

 あ りの活動が まって今年で 7 年 。長く続いているのはな だと思いますか。 
部  

 はいくつかあると思いますが、一つはリタ アした に と出 を 意したこ
とではないでし うか。これが ではなく おし べり ロン だったら、現 代の

の になったり、 事 外の 題が しくて、おし べりそのものが続かなかったり
して、 しさが れ、だんだん会員が っていったのではないかと思います。 
 あ りは、特に最 は開 に で、 の 場の をしている もなく、 しか てい
ませんでした。やることが多す て、そんな がなかったのですが、それがいつのまに
か の として いたようで、いまでも が現 のときどんな 書きだったかと
いうような は もしません。 
 一方で、その方の得意な 野については大いに を していただきます。まさに
と出 を 意することです 。会員さんの得意 を ち ることで、 んなが助かり、そ
れが会員さん の や しさになります。 ランティア活動は しくなければ続かな
いということだ うと思います。 
 それから、上 関 がなくて対等平等と言いましたが、やっ り かが 的や方 を
案する 要があります。 あ り ークという い体 ができたから、 マ リを
えて、 にしたいな と 案することで、 んなが動き める。 レン まつりで

のぼりを上げたい と 案すると、 を ってきたり を ってくれる会員さんが現
れる。でも、ま は レン まつりをしたい と 案する人がいないと まらないのです。
案すると、 ントが動き出して、それが 年か続くと定着するわけです。 
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マルティネス  

 これから を れたいことは  
部  

 コロ の ですが、子ども
の ニ で、子どもたち が
まき、 の え けなど、 の
をすることで生き について学

んだり、 かな を んでもら
いたいと思って、全 5 回の キッ
あ り 業体 プログラム を
めたんです。この はコロ
で中 していますが、事 申込

で してきたのは の
った子どもばかりでした。 
考えて れば当 で、しっかり 集
報をキャッチして、ち んと申し込 をして、当日は 者が連れてくることができる
でなければ、そもそも しないし、 できない。そういうチャンスの少ない子ども

たちにこそ、あ りを 点にした活動の中で、もっとい い な人と交流し、つながり、
学 機会を できないか、というのが現 の の 題意識であり、あ りの課題ではな
いかと思っています。ただ、あ りは意外なとこ にも をもたらしています。
人ホームでは、あ りが ス ースを りて野 を し、 した野 はロ ーで
もしていますが、そういうことが まると、それまで 事がま い とか テレ の
りが い と だらけだった 者の中で、あ りの野 をロ ーで って、ご

でお する方が えたのです。 
りへの を言うよりも、 でできることをしたほうが しいから、 者さん

の も との関 も い方向に しています。 
あ りには、そういう可能 がたくさんあるので、この 地を 点にして、 もがつな
がり合い、 め合い、支え合うまちにしていきたいと思っています。 
 
コ ュニティー ーシャル ー ー（CSW） 

地域で生活上の課題を える 人や を支援するために、地域の人 や 度、 ー ス、
の援助などを 合わせたり、 しい くりのための やコーディネートを

ったりする 。社会 会や地域 支援センターに されることが多い。 

   

コ   
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駆けつけ   ント  動ける若者の活 とマネジメント  
  このスタ ルでは、地域の高齢者の りごとや に対し、若者が駆けつけて し
ます。 
一 、高齢者が若者に支えられている に えがちですが、若者が高齢者と関わること
で し を いだしたり、成長につながっており、実は“ てられている”という側 が大
きいことがわかります。若者は、特 な を っていなくても には に立てるこ
とがある、 んでもらえることができると感じられる をし、成長を実感します。そし
てこのような活動は、若者にとって、やらされてやるものではなく、 を いられ
るものでもなく、社会的課題の に 的に り まれているものであり、 しんで
われているものであることが特 的です。 

社会 人 う う では、 主的に ランティアをしたい学生と地域の高齢者を
的な視点を ったコーディネーターがマッチングしています。学生には地域 ポータ

ー事業の研 に参加してもらうことでスキルを につけ、報 が支 われる、 ラン
ティアにしています。学生の成長を温かく り、的確なマッチングを 開する ランテ
ィアコーディネーターの 氏と、 医療大学の ークル ONE の学生お 人にお
を きました。 

社会 人 う う  
   学生と高齢者をつな 地域活動  
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社会 人 う う  
所 地 当 70-18 

2005 年 立（2013 年社会 人 を 得） 
事業内容 者 合支援 に く がい者地域生活支援事業  

がい者 支援事業 
に く高齢者地域生活支援事業 子 て支援事業 教 事業  

研究事業 等 
“ ひとりの い を にする”を ジョンとし、地域活動を く 開。 

     医療大学との 連携事業では、若者と高齢者をつないでいる。 

 
ンタ ュアー 本 （京都橘大学）・ 

マルティネス 子（京都橘大学） 
ンタ ュ ー  幸 氏（社会 人 う う） 

               谷  さん（ 医療大学 4 年）  
  さん（ 医療大学 4 年） 

きっかけは“ひとりのおじいち ん”との出会い 
マルティネス  

 社会 人 う う（ 、 う う ）と 医療大学の学生の さんは、連
携して地域の人 との や生活支援に り んでいます。その活動が まった
を教えてください。 

谷  
 ぼくは 医療大学の 4 年生で、リハ リテーション 学部 学療 学 で学んでい
ます。 に、大学公 の ークル ONE （ 、 ONE ）という地域貢献団体に所
していて、3 年生だった 年はその代 を めていました。地域の方々との関わりは、

この ONE の成り立ちと関 があります。 
 ONE は、ぼくの 1 年上の先 が立ち上げた団体で、そのきっかけになったのはひと
りのおじいち んとの出会いだったそうです。 う う の 員さんに されて出会
ったそのおじいち んが 生きがいなんて、ないよ と言うのを いて、先 は 学生で
も かできることがあるんじ ないか。おじいち んがやりたいと思っていて、これまで
一人ではできないとあきらめていたことを、なんとか実現させよう と思いつき、 人か
の学生と一 に、おじいち んの望 ことをやって ました。そうしたら、 もっとこん
な うに地域の人たちと関わりたい という になって、そこから ONE が立ち上がり
ました。 
 ONE が 動したのは 2020 年で、ち うど コロ ルスの感 が 大し め
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た 期だったため、地域の方々と関わることもあまりできない でした。そこで、当
の ONE の代 が、 う う の ランティアコーディネーターの さんに す
ると、もともとあった当 地域生活 ポーターという事業に学生も参加できるようにコ
ーディネートしてくださって、感 対 をしながら ランティア活動ができるようになっ
たんです。 

 
地域生活 ポーターというのは、当 生 ランティア 成 を した人が参加
できる ランティアの で、 かき、ご 出し支援、外出支援、 の れなど、
年間 1000 の があります。 
コーディネーターとしては、 を った人が支援するほうがいい場合もあれば、学生
の ポーターが ったほうがつながりが生まれる可能 が高いと思われる場合もあるので、
その を考慮しながらコーディネートします。 
 そのマッチングがうまく合って、学生が することですごくお になられて、たと
えば 本当は運動がしたかったんだよ といった本 が出てくることがあります。そうす
ると、学生さんが じ 、これから一 にお しまし うか という うに じてくれ
て、最 は 1 回だった が になったり、 外にも がるなどして、い い
な活動が生まれています。 
 
 

だからこそ、つながることもある 
マルティネス  

 地域生活 ポーターという ランティアの は、な 生まれたのですか。 
 

 当 は、シニアの 者がけっこう多いので、そういうアクティ シニアの生きがい
くりをしたいという思いがありました。もう一つは、 ランティアに かしてもらった
のお礼に 人が多かったので、それなら にすれば が なく めるのではないか

という もありました。 
 で活動した場合、その報 は 者が学生に うので、 う う の 員がコー
ディネートしたからといって 人の にはなりませんが、お を うことで り れる
関 も 要だと考えています。最 は ランティアと 者という関 でも、 だち
になってしまえばお は 要になります。でも、そうなるまでの り口の段階では だ
からこそつながる場合もあるということが、い い り んでいるうちにわかってきた
んです。 
 ですから、学生さんは、 っと ランティアとしてつながり続けるというよりは、
大学を 業して、当 を れて しても、 の に会いに くような ちで年
に一度くらいは に来てくれたり、 地域の人とも、こんなかたちで だちになれた
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という出会いの機会にしてくれたら、 としてもうれしいです。 
 

者の を考え、 るく対 する 
マルティネス  

 ランティアをコーディネートする 、 した例はありますか。 
 

 学生に対する 者の 度がだんだん高くなる事例がありました。学生への が
になり、授業中でも に出るまで 出し を らし続けるので、 意したら ン

になりましたが、 を くと ストー の 口が に まって、 んでしまうかもし
れないと になった。 は外に出ていけないから、 口を てほしかった という
ことでした。 
そういう場合、 はクレームとして せ 、な 者がそういう 動を るのかを考
えます。そうすると、その 者には る人がいないし、 しいし、 だという が
えてきます。 

ここ当 では、年に 回は で も出せない大 な日があって、その日もひどい で
した。でも、学生さんたちは しんで ってくれたのです。 で けないなら、スキー

ア着て、スコップ担いで、 って ってきます と言って( )。この は も学
生さんたちの るさに われました 。 

 
 の で、 き うの 後、 かきに来てくれ と言われると、 、 きますが、
だちと一 だと しいので、 に よっし 、やってや う 。 んなで こう と

いう リで、 人で きました。 かきの後は、 んなでラーメンを べて、わいわいし
べるのが しかったです ( )。 

 
ひとりのニー を大 にして、対等な立場で活動を し  
マルティネス  

 そうした活動を ううえで、特に大事にしていることは ですか。 
 

 ひとつは、ぼくら がどう し かということです。 の かきの でも、 間
とやれば しいので、 感なくやれますし、そうやって しんでいると の学生も集ま
ってきてくれます。 

 
 も、 感なく けとめて、地域の りごと に地域の人をどう き込 かという
視点で考え、動くようにしています。 
 もち ん、 の を けて、学生さんに してきてほしい と こともあり
ますが、 本は らが きたいかどうかで めます。 
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 ぼくらが大 にしているもう一つは、ひとりの人の思いを大事にする、ということかな
と思います。たとえば 2 回ほど開いている運動教 では、地域のおばあち んたちと学
生がストック ークやレクリ ーションを しんでいますが、 まりはあるおばあち
んの 運動したい。 にいても一人だし、 しい というつ やきでした。この、たった
一人のおばあち んのつ やきを いて、 どうせやるなら、おばあち んの だちも
んで、学生ももっと集まって、一 にや うよ という になったんです。 

 
 う う も、 人の に ひとりのニー 、ひとりの いに り添う というこ
とを げていて、 もそれを大事にしたいと考えています。だから、地域のお年 りを 高
齢者 という言 でくくるのではなくて、それ れ と を った人として えるし、
学生についても 学生 ランティアを 人、 します ではなくて、 このおじいち
んには くんや さんが合いそうだな という うにコーディネートしていきます。 

谷  
 ぼくは、 この人のために かをする というよりも、もっと単 に、ぼく の し
いことを の方と するほうがいいのかなと思っています。 この人のために とい
う で関わると、地域の人は 申し訳ない。ごめん と謝ることが多いけれども、ぼ
くのほうが して、 す ません と謝ると、 ああ、いいよ と言って、 をく
れたりして、そういう のほうが地域の人は しそうなんです。 

 
 ONE が立ち上がった 、どんな活動がしたいのかと 代代 の学生に いたら、
かを助けたいのではなく、生きがいのないお年 りも、ぼくたち学生とつながることで
しく生きてくれるのではないかと思うんです。ぼくたち、若いから と く りまし
た。 
 たしかに、そこに は 要なくて、学生でもできることがあるのです。もち ん、

が 要な方もたくさんおられて、その場合は の人や 機関とも連携します
が、 が要らない場 もあるし、 ONE が立ち上がったのはコロ の最中でした
から、人と人が出会ってつながることの大 さをなおさら く感じてきました。 
 それと、学生さんと地域の方をコーディネートして、 者がある 度つながったら、学
生さんは、 の方の りごとの や よりも、その人の しいことやあきらめてき
たことを一 にやってくれればいいなと思っています。 
 また、学生さんには社会 をしてほしいと思っているので、 かをしてあげるとい
う えではなく、い んなことを教えてくださいという で って と しています。
そのほうが学 ことが多いし、人生の先 であるお年 りと することによって、どのよ
うな し方をしたらいいのか、どこに をつけたら んでもらえるのかということを、教
書や 上ではなく と につけて、 して の地域の高齢者と した に活かして

99



100 
 

ほしいと思うからです。 
 
学生と地域の人 とを、どのようにつな のか 
マルティネス  

 者と学生 ランティアのコーディネートは、どのような で進 のですか。 
 

 地域の方から を けた場合は、ま が して、生活 や 、 や
の などを確 した後、 々の学生さんとの などを考えて、つな ます。その結
、とても くなって、最終的に 人的なやり りをする高齢者と学生さんもいますが、

そうなるまでのやり りはすべて を通すようにお願いしています。それを いと言う
人もいますし、学生さんは しい に 慮して に きます と言ったりしますが、

にそれでトラ ルに った学生さんもいるので、そこは ってほしい点です。 
 一方、学生さんから こんなことをやりたい と言われた場合は、 たち 員が って
いるつながりリストの中から、学生の望 を いてくださりそうな方を して、最 だ
けは が しますが、後は当 者 で にやってもらいます。 

 
 ぼくは、 さんに ンチを作りたい と言って、 に しい地域の方を して
いただきました。その方のアドバ スを けながら ンチを作り終えると、 成したばか
りの ンチに って、その方が いてくださる ターを いて、ほっこりしました。 

 
 重い で たきりの 30 代の について、地域 支援センターから ご本人は
が きだから、 の きな人が集まっている場 をラ してもらえないだ う

か という を けたことがあります。 
それで、 が きそうな高齢者の方や、い い な ークルの方に をかけて、 ター
や クレレや を できる学生さんにも参加してもらって、いまも 1 回、オンラ
ンによる ロンを開いています。 
 ただ、 たちは 重い があって、ご本人もご も大 でし うから、 たちがで
きることを支援します という ではなくて、 どんな だったら してもらえる
だ うか、 しんでもらえるだ うか ということをいちばん大事にしています。 
 実際に、学生さんが ですか と しに を振るだけで、すごく される
ことがわかって、 さんも いていました。 

 
 合 のおばあち んも、それまで部 の ラ ンドを日中も したままで、う
つ いて を ながら くような だったのに、学生が継続的に関わるうちに、 外に
お が いていますよ。ち っと て ますか と をかけたら、すっと出てこられるよ
うになりました。すごい で、 っくりします。 
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コーディネーターの が  
マルティネス  

 コロ の中での活動ということで、 か はしましたか。 
 

 深 り研究会というのを 1 回、 方 6 から 1 間くらい、オンラ ンでやっていま
す。そこでは、 が こういう人がいるよ。 か、 って たい人はいませんか と
かけて、 って たいという人は を げてもらって、その後は 人 報が絡 ので
レクトに連絡を り合います。 
 この研究会の参加確 はいっさい ら に、とにかく まった 日の まった 間に
やっているから、出られる人は出て という感じで、 は ま 出続けてきました。
な なら、それが のやれることだったし、コロ の流 がひどかった 期は学生とつな
がり続ける術がそれしかなかったからです。 
 だから、 人が集まって、どんな をしたか、ということは重要ではなくて、いつでも
この 間にここで かが集まっているんだということを、 んなに ってもらいたかった
のです。この集まりを学生たちが一生 に めてくれて、 30 人 らい集まった
もありました。 

 
 しく ONE に参加した学生については、とりあえ 深 り研究会で を感じて
もらって、もし地域の人と くなりたいという ちになったら さんとつながって
コーディネートしてもらうという ターンができてきました 。 
マルティネス  

 お を っていると、コーディネーターの重要 を く感じます。 
 

  たしかに、ぼくも、 かやりたいことがあって地域の人とコーディネートしてほしい
は、 わ さんに ます。 ンチを作りたいと思った もそうでしたし、 谷くん
が ターを めた も 地域で ロンをやっているよ と教えてもらっていました。
そういう場 では、すごく っています 。 

 
 は、学生さんが やりたい と言うことは、 対にかなえてあげようと思っています
し、地域の とつなげばいいかもす に思いつきます。 
 らとは対等の関 でいたいので、 が った も します。学生さんに られるよ
り、 のほうが っているかもしれません。 らがいるから もコーディネーターとして
回せるのであって、もし えてくれる人たちがいなければ 回りになってしまいます。ど
ちらも ン ンであるために、ま は することを心がけているわけです。 
ただ、 らの 後には大 に ててこられた 御さんもおられるので、 も のような
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で ている があります。 らを大 に思っているし、その ちは意識的に えるよ
うにしています。 
 
一人ひとりと向き合うから、1 回きりの ランティアで終わらない 
マルティネス  

 こうした活動が継続してきた は だと思いますか。 
 

 う う という 人そのものが、 対 を重視しているので、学生さんとも
に対 します。それが活動継続のポ ントかもしれません。大 の学生がドッと来ると、
こちらも けとめきれないので、地域と がりたい学生が 生 ランティア 成 を
けた後、 とい い な をします。その会 の中で 々の学生さんの や 望など

を ることができますし、 のほうは地域の方の 報も っているので、コーディネー
トできるわけです。 
その意 では、地域の方と学生との間の事 を回 するためにも、やはり 的な視点を
ったコーディネーターの が だと思います。コーディネーターがいなければ、地

域の方も学生も、どちらも れませんから。 
対 が 本ですから、 学生 ランティア とか 地域の人 という大 で え に、

さんと さん という うに でつなげます。たとえば 地域の 80 くら
いのおじいち んのとこ に 10 回 った と言ってしまうと、せっかくの活動なのに思
い出にならないし、もったいない。そうではなくて、 さんというおばあち んのと
こ に 10 回 って、1 回 はこんな感じだったけど、10 回 にはこんな ができるよう
になった と れるような思い出にしてほしいと願っています。 

 
 ONE の は、お年 りや子どもたちと関われることよりも、一人ひとりにち ん
と向き合える ができていることです。だから、1 回きりの ランティアで終わらない
んです。 
 さんが、一人ひとりの学生をしっかり てくれて、合う人とつなげてくれるから、
学生のやりたいことと地域の人がやりたいことを一 にやることができます。そこには や
らされている とか してあげた という感 は です 。 
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8. 会社 LibertyGate                               
アシスタ 高齢者と若者のマッチング  

会社 LibertyGate 代   原 人  

 
 

会社 LibertyGate 
所 地  

2020 年 7  立 
事業内容  
高齢者になることが待ち しいと思えるような社会を り出す ことを ッション

に、日常の や を えている高齢者とそれを する学生とを ー ス ア
シスタ を運営。 アシスタ メンバーは学生で 成。高齢者と学生のマッチング事業
を 開。 

https://libertygate.jp/ 
 

 
 
 
 
 

LibertyGate 
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1.  
会社 LibertyGate の 原 人(すがわらかいと)と申します。1999 年 4 5 日
生まれです。 で生まれ、現 2022 年 10 31 日現 までの 23 年間

で らしております。 の 事の関 で 少期 年間 外にて、 らしておりま
したが、 心つく にあたるため、ほとんど で らしていました。小学 3 年生か
ら高 3 年生までは野 部に所 して、 主で部活動に んでおりました。 少期はス
ポー も も人 に りまして、たくさんの とも出会うことができ、よい学生
生活を ごすことができました。高 業後は地 の 大学に進学し、国際 学部に
学しました。国際 学部では主に、 山、 の をしておりました。大学では、
ークルや部活動はやら に、アルバ トや との に全 を いでおりました。そ

んな大学生活でしたが、大学 1 年の に 業することを 意して、その後 々な 業 、
営者の方と り合うことで ジネスア デアや考え方を学 、1 年後の 2019 年 に

高齢者支援 ー ス アシスタ をローンチ。その後 2020 年 7 に に 会社
LibertyGate を 立しました。そして、2022 年 3 に 大学を 業しまして、 業後も
き続き会社を継続して っております。現 (2022 年 10 31 日)で会社 3 期 となっ

ております。今後も事業 営に 進しながら、 社 ッションの 高齢者になることが待
ち しいと思えるような社会を り出す ことに向かっていきます。 
 
2.会社  

社は、 高齢者になることが待ち しいと思えるような社会を り出す ことを ッ
ションに、日常の や を えている高齢者とそれを する学生とを ー ス
アシスタ を運営しております。 では えない課題を 外で してい

くことで今後社会課題として がってくる、 の 、 人 に
していきます。高齢者の方からの 、 い 、 のようなご や アマネージャー
やご さんからの 院の き添い、スマホ指導などたくさんのご を けることがで
きます。高齢者や についてしっかり教 され、 な で された学生メンバー
が高齢者の に をして、生活における さ、 さ、 かな 間を していき
ます。高齢者支援 ー ス アシスタ を で 開しており、これをフランチ
ャ 開した アシスタ FC を 11 リアで 開( 大 、 、
、 重 日 その )しております。今後 3 年で 150 の リアに 大することを
に 開していきます。その アシスタ 、 アシスタ FC で ったシニアプラットフ
ームを いた事業として、シニア 場への参 やシニア向け 開 支援、シニアマー
ット 支援事業である アシスタリ ーチ を 開しております。シニア 場に参

したい 業やシニア向けの を開 したので、テストマー ティングをしたい 業向け
に 支援または、 支援を っております。上 3 つの事業を に を本
社に活動しています。 
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1.  
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3.会社 立  

者の 原が大学 1 年次に 業を したことがスタートとなりました。大学 1 年次の
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はまだ高齢者向けのものをや うという意思や ジネスア デアはありませんでした。そ
のため、 業はしたいが、 をしていいか からないといった でした。そこから、
多くの 業 の方に き合わせてくれる 業 の方や に に って さる 業 の
方がたくさんいまして、そういった方々にアドバ スをいただきながら、 は がやり
たいのか、どんなことが社会に 立つのかを考えることになりました。その中でせっかく
業をするのであれば、 感できる課題や スタマーかつ、社会のためになることという

2 つの が生まれました。そこからその 2 つに重なる部 は だ うなと考えるようにな
り、結 は 高齢者 でした。高齢 No.1 の で生まれ ち、高齢者が 近な
でした。なおかつ、 にもとてもお世 になり もその を高齢者と 立
てることで、 感しやすくなりました。また、 の 世代もい れは高齢者になり、
もい れは高齢者になります。そうなったときに 人事には感じられ 、 事に感じ

ます。高齢者になったときのことを したときにネ ティ な感 がとても大きいため、
それを えていきたいと思い、高齢者向け、そして、 ッション 定をしました。そこか
ら、2 3 か 間の高齢者 100 人 ンタ ューを実 して、実際に高齢者の方がどういった
課題を えながら生活をしているのか深 していきました。そこででた課題を する
デルを考えて 2019 年の に アシスタ をリリースすることになりました。 
 
4.会社 立 (人、 、 ) 
高齢者支援 ー ス アシスタ を 2019 年にリリースしたときは 1 人で実 しまし

た。そのため、事業に 要な 人・ ・ 報 は ではありませんでした。 人
に関して、 業 、 営者や 立に 要な人はたくさんの方から をいただけました。
そのため、多くの人と出会うことができました。高齢者からのご に関しては から
営業をかけていったため、人に出会うように していきました。そうすることで、 報
も得ることができました。 に関しては、こちらも特に が 要な デルでは
なく、最小 で 人的に回すことができました。 に関しても、 なども 要
ではないため特段多 の は 要ではありませんでした。そのため、本当に ニマム
でのスタートができました。 
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5. したこと、 したこと 
高齢者ではないですし、会社 営もしたことがありませんし、 業員として、

いたこともありませんでした。そのため、 もかもが めてです。 めてのことだらけな
ため、 したことはたくさんありますが、 にできないこと、わからないことには特に

を えることはありませんでした。その中で したことを げるとすると、3 つあ
ります。1 つ は学業との 立です。よく の りの学生からも かれたり、学生で 業
して、学業は大 なのかというお しをされます。これは どういった 間 で
やっていこうかも含めて ましたし、今でも が だったのかはわかりません。 が
所 していた学部が だったため、実 や研究など 的 間がかかるものだったため、
間の い方にはとても ました。しかし、 、 業に 全に振り りたい ち

が かったため、 の所 をしっかり ラさ にやっていくことで り りました。 に
は、教授に ばれることもありましたし、 題が終わらないことがありましたが チ ー
ションとしては、早く 業すること、そうすれば、 業に できるという言 を
にも言い かせ、単 を としたり、 年することは げだと思い、 とか 4 年で単

も とさ 業することができました。この が本当に しいかは今でもわかりません
が、とても し ましたが、できないことはないんだなと めて思います。2 つ は 報
の です。たくさんの 業 、 営者と れ合うことでたくさんの意 やアドバ
スをいただくことができ、それが今の成長に がっていますし、それがないと、確実に今
の はいないと思います。しかし、それに い、 々な意 やアドバ スが 交うこ
とで がどうしたらよいのか うことがあります。 には人によって の意 を
いただくことがあります。その にどの意 を参考にして、 り れていくかにとても
しました。 の中で大 にしなければいけない や、この ー スの本当の価値を

っているのは 者なので、 者との対 で価値を していくことで とか り け
ることができ、今ではしっかり することができるようになりました。とはいえ、わか
らないこともたくさんあるので、大 しない 度にやって て、 をしていくという
り しが 要だと感じます。3 つ は 2 つ と少し りますが、 の をどこにする

かです。 社事業 アシスタ は高齢者と学生のマッチング事業です。そのため、 方に
対して、WIN,WIN にならなければいけません。しかし、高齢者と学生にすべて の
くものは 指していきますが しいのが現 です。そのためどちらにもいい はでき 、
どこかで 点が 要になってきます。当 の は 点を つけることができ 、中

になっていました。その結 もスタンスに しんでおりました。しかし、
ある からやはり がやりたいことは高齢者のためになること、高齢者の 助けだという
ことに き、そこから学生に対してはある 度方 に合わせてもらい、それに わない
学生は ではありますが、お りをすることができるようになりました。 
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6.成 要  
現段階で成 しているとは全く思わないので、成 要 と かれるととても しく、
ではありますが、その上でお えします。成 要 という ですが、 が思うことと

しては、現 世の中にある や 段、方 は られており、 的な かというのは、
ほとんどないというのが の考えです。 かすごい たな やものすごいことをしたの
ではないかというのは れていて、人が少しやりたくないなと思えるようなことでも、当
たり にやるべきことを実 していくことだと考えています。やりたいこととやらなけれ
ばいけないことをしっかりと して、本当に今 要なことを実 していくことで成 に
近 けると考えています。また、チャレンジの を やしながら もそれよりも多く
重 ていくことで、成 の も やしていくことが になると思います。 

 
 
7.事業継続のコ  
事業継続のコ としては、上 の成 要 と ってしまいますが、大きな を回 し

ながらも小さな を り して、より い価値や ー スに近 こうと常に し続け
ることだと思います。それが、長期的には、継続の になると は感じています。 
 
8. 来の ジョン 

社は 高齢者になることが待ち しいと思えるような社会を り出す ことを ッシ
ョンに事業をしております。 高齢者になるということを したときに現 あまり
ポジティ な は た 、ネ ティ な がほとんどです。しかし、今後 含めた若
い世代の に たち 世代が先に高齢者になります。その 世代を ても高齢者になる
ことをポジティ にとらえている人は少ないでし う。この現実ですが、今後人生 10 年
代と ばれ、若者である期間よりも高齢者である期間の方が 段に えていきます。そ

んな中で高齢者になることが く、 しいものでは未来が るくありません。そのため、
は高齢者になることをもっとポジティ にとらえられるような社会を りだすことを

ッションに げながら日々 進しております。この ッションを 成するためには、ま
は現 の高齢者の の もしくは 要 を し ばす 要があります。そうする

ことで、ま は外部に ことで は できるという を作ることが 要です。そ
の後で、そもそもその が として現れないように 本 に着 していきます。
社事業で例えると アシスタ で い 代 のご があります。ま は、この い を
代わりにやってほしいと思ったら できる社会を ります。その後でそもそも い を

ってほしいと思わないように、 の機能 なのか、 なのか、 本 に
り んでまいります。そうすることで、高齢者の方がより生き生きとした生活を ること
ができ、その上で、それを の世代が ることで、高齢者になることがポジティ に え
られるような社会を 指します。 
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大学人間社会学部 
高齢者を対 とした生活支援 ー スのマネジメントシステム  

大学人間社会学部  教授 藤 子 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1 活動 要 

大学（ 川 ）では、学生が授業の き 間を活 して、 川キャン
スの 地域 の方々（主に高齢者）からの に く生活支援 ー スを する
活動を、運営スタ ルの をともないながら 2004 年 来今日まで継続している。 

2022 年 10 現 、人間社会学部のアクティ ・ラーニング・プログラムのひとつとし
て、 よ （2018 年 5 立）が 者 内外の ・ て・ 具 動・IT
機 の 作 ポートなどを っている。 よ は、本学全学部学生が参
加可能な地域貢献 ランティア活動として、 CUC ・ ー ス （2004 年 12
2021 年 3 ）が い 代 ・ 者 内外の ・ 代 ・IT 機 の 作 ポー
トなどを 2 回 っていた。この CUC ・ ー ス が よ の 体となって
おり、これら 2 つの団体には連続 を ることができる。 

団体ともに、少子高齢 社会における高齢者の生活上の りごとを すること、お
よ さまざまなステ クホル ーとのコ ュニ ーションや マネジメントを通じて学
生の成長を ることを 的としており、 ー ス を 定したいわ る ラン
ティア （ 、 ランティア）として運営されてきた。 
 
 
 

 活動の  の 動 
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大学人間社会学部 
高齢者を対 とした生活支援 ー スのマネジメントシステム  
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 活動の  の 動 
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2 り を めたきっかけ 
ま CUC ・ ー ス は、 川 から ート ーシップによるまち くり検討

業 委 （2001 2003 年度）を けて、 報学部の 社会 の一 とし
て本学 川キャン ス の を対 に を ったことに を する（ 2007
上 2010）。高齢者の やすいまち くりが がれるとの 題意識のもと、学生や地域
が に しめる ーンの をめざして 2001 年に を開 し、そこから

小 研究、 ホーム ージの作成、 ー スの実 実 などの 活 支援
活動へと していった。2004 年 12 の ー ススタートにあたっては、ま は
ランティアとして出 しても 4 5 年後にはコ ュニティ・ ジネスとして成 させるこ
とが意 されていた（ 2007）。そして 部 学  平成 16 年（2004 年）度 現代的教
ニー 支援プログラム（現代 GP） に された り 地域課題の ・

に く 実践教 （2004 2006 年度）の一 として、2005 年度から特 コ
ュニティ・ ジネス実践 が開 され、 学生により ー スが され

る が えられた（ 部 学 n.d. 上 2010）。学生 にとって単 得が可能な
による活動から単 得のない ランティア活動に 2011 年度に した後も、

CUC ・ ー ス は担当教員や大学院生による指導およ ポートのもと、 い
代 ・ ー ス（200 回）を中心とした ランティアとして活動を継続した。 

よ は、この CUC ・ ー ス に参 していた学生が ーシャル ジネ
スおよ コ ュニティ・ ジネスについて学 、 続可能な活動 デルの に関心をも
ったことに を する。生活支援 ー ス 団体が 的に 立できる 支 と
者・支援者 方にとって望ましい ー スのマネジメント方 を らかにするべく、
学生が 的に集まって 2017 年 より検討を めた。高齢者 ポートセンターをはじ
めとした 野の による助言・ ポート、およ 生活支援 ー ス 団体・
業による先 事例 から得られた をもとに団体 立 を進め、2018 年 5 によ

を 立した。 年 8 から 交 などの短 間で できる ー ス（100 /5
）およ 具 動など 的 間を要する ー ス（300 /5 ）の を開 した（
はその後の しを て、現 は全ての ー スが原 として 300 /15 となって

いる）。 
、現 進 で活動を 開している よ に焦点を って していく。 

 
3 活動 （ ト・ ・ ネ） 
 よ の活動 プロセスにおいては 題意識をもった 学生による 的な
動きとそれを支援した 々な主体の動きがあり、その 方向の関 の中でさまざまな
が動員され、よ 立と ー ス開 に ったといえる。 
学生たちは CUC ・ ー ス での活動を続けながら、 活動を通して得た を

もとに、 たちが にどのような ー スを したいのか、学業・ の課外活動・ア
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ルバ トなどと 立するにはどのくらいの 度で活動することが望ましいか、運営してい
く上で 要なタスクは でそれをどう 担するか、 ランティアとして うのか ーシャ
ル ジネスとして うのか、などの 点につき学生だけで集まって を重 、ある 度
まとまった段階で教員や高齢者 ポートセンター 員・ 業実 などの に助言を
求める、という作業を重 ていった。 らは 期に 者が 事していた生活支援
ー ス 団体のマネジメントに関する研究（ 藤・ 野2017 藤2019a 藤2019b）

にも参 しており、研究活動を通して 研究者およ 研究 者など学外の との
ネット ークも作っていたのである。 間や 人・後 たちにもアプローチしながら
心に活動する学生たちを支援しようとする動きは本学教 員、 がい者支援 野の地域

団体メンバーや高齢者 員にも がり、各主体ができることをできる で実 する
体 が されていった。 
者およ 研究者は生活支援 ー ス活動とその研究のために 要な （PC、プ

リンター、 、 など）の を、本学 員は活動にあたって 要な学内 続きの
ポートを、 がい者支援 野の地域団体メンバーは 団体と で活動可能な 案

の検討と事 局作業の ポートを、高齢者 員は高齢者支援や 報活動にかかる助言
を うなど、 の を った。よ 事 局にはマネージャーというポス
トが かれ、主に ー ス 望者からの 対 と支援 望学生の活動可能日 の
を うこととなったが、 代マネージャーには がい者支援に関する 識およ
が な地域団体代 者が き（2020 年 3 まで）、 ーシャル ジネスとしていくこ

とを視野に れて支援実 およ マネジメントの ハ を学生 に したことが
活動 の な に がったといえよう。なお 代マネージャーの方には 者およ
研究者の研究 者として、 少ながら研究 から謝礼 が支 われた。 

活動の   の た ツ  
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4 したこと 
 学生が主体的に立ち上げ運営してきた よ えに、学生たちにとっては
業していく学生から ッションやマネジメント ハ を 継いで活動を ・ して

いくこと、教員などの大人たちにとっては学生から ニシアティ を ってしまわないよ
うに ポートすることや動機 けすることが した点として げられる。 
 大学生が活動に 携わることができるのは 4 年間と られており、活動メンバーは
年 れ わる。こうした中で ー ス を担 するために、学生間で活動期間の長い学
生から短い学生へ 報・ を することが求められる。 せて学生ひとりひとりが高
齢者支援と学生の成長をめざす ッションや 者・支援者ともに を得ることを意
したマネジメント方 、 ランティアとして謝礼 を頂くことで学部 を うこと
なく活動 を っていること、などを したうえで、学内外で活動 的や内容、成
を の言 で れることが求められる。これらを可能にするべく により学生た
ちが導 したのが 研 システム、 IT を活 した 報 、 教員の研究 の一 を間
りした ・ 等 （学生たちが 要とするときに教員に連絡する体 ）、 学生

たちだけでの（大人 きの）交流会であった。2020 年度にコロ のため活動が全
になったのち 2021 年度から少し つ 開した際も、これらが に機能したと考え

られる。 
研 システム 
者 へ活動に く際、活動 の長い学生が短い学生に し、 者とのコ

ュニ ーション方 、謝礼 を頂く際の 書の書き方や活動報告書の書き方、活動
後の への 方 などを え てるというもの。こうした で 回、先 学生の
アテンドを得た学生は、それまでに ランティア がなかった学生でも をもつ
ことなく ひとりで ー スを実 できるようになっていく。 

IT を活 した 報  
学年も も なる 20 人ほどの学生たちが全員そ って会 を うことはま
可能であるため、 報 には LINE およ （大学として 授業に いている）マ
クロ フト Teams を活 している。マネージャーを める学生が、 望者から

の を けてメンバー全員が されたグループ LINE に 内容を し、活動
望学生を る。活動 望の をマネージャー 人への LINE チャットで えた学生

と 望者の都合を し、活動日が まる。活動当日、支援活動を った学生本人
が活動報告書データおよ 者からのフィードバックをグループ LINEに する。

者から け った謝礼 （現 ）は、活動した学生が大学に く日に教員研究 に
って に するとともに する。 の なら メンバー学生 やチ

ラシなどのデータフ ルは、Teams フ ル 内に し する。 
教員の研究 を間 りした ・ 等  
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教員研究 の一 に、よ として ・活動報告書フ ル、チラシ、未
の 書などのほか、現 の った が されている。学生たちは 要なもの

を りに来たり、 者からの謝礼 を に したりするついでに、教員に支援
現場での出来事や 者あるいは学生間でのコ ュニ ーションにおける要対 事
について し、 助言を求める。このとき教員は、学生たちの対 において れてい
る点と すべき点を したり、要対 事 について して てはどうか と
案したりと、学生たちが考え意 定する での ポートを る（なお教員
には、研究 員による立ち合い開 も可能である）。 
学生たちだけの交流会 

大人たちがいない で、 生 会やクリスマス会などの学生間の交流機会をも
つことで、ざっくばらんに ができる人間関 と、授業・ ・ ークル等と なるも
うひとつの 場所 がつくられる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
5 したこと 
支援活動中に 者 の を してしまい、 してお したことがある。当事者

となった学生が本アクシデント 生を すことなくマネージャーに 報 したことから、
に代 を して 者 に 参しコ ュニ ーションをとることはできた。しか

し、大学が している ー スの要 に合わない ースであったため、
求をしなかった。この から、生活支援 ー ス に した に 加 す

ることとなった。 
 
6 キーになったと思う成 ・ 要  

よ の活動はまだ 5 年 であり、幸いキーとなった 要 を げるには っ
ていない。そこでここでは成 要 を 2 つ げておく。 

1 つ は 機関とのネット ークである。学生たちが 心して活動に り めるよう、

 活動の    
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教員だけではなく、地域 や地域の事 を している医療・ ・ の に
できる体 となっている。 よ メンバーが する生活支援 ー スとしては

医療 や 体 は えないが、 望者からの 内容の中にはこれらに 当する
可能 のあるもの（例えば を んだり体を支えたりすることが 要な い や通院 ）
が含まれる ースがある。ほかにも を き けることが かどうか、 望者の

や などを まえて することが 要な ースもある。さらには支援活動
をはじめたものの、学生が心 的 担を感じるものであるため 機関に 継 を す
ることが望ましい ースもある。こうした ースにおいて、 に し助言や支
援を得られることは、学生たちの なら 望者やそのご にとっても 心 で
あると考えられる。 

2 つ はマネージャーポストの 継方 で
ある。 のように、学生たちが ニシアティ
をもって考え意 定を うことで やら

され 感をもつことなく活動できているため、
活動の中核を担うマネージャーポストの き
継 は後 学生の やって ようと思う とい
う意 を大 にして学生間で われることが
重要である。現マネージャーの先 学生とマ
ネージャー となる後 学生がタスク内容
や進め方をともに確 して次期マネージャー
学生を めることができると、 き継 作業
も学生間でスムー になされる となって
いる。 
 
7 り 継続のコ 等 

ランティアとしての活動である 上、 を いられていると感じることな
く社会的課題の に 的に り ことができている、そして 者、 間の学生、
教 員、学外の 等のステ クホル ーとのコ ュニ ーションを通して らが成長
できている、と学生 が 識することが活動継続のコ になると考えられる。 

者らが学生たちとともに った研究では、生活支援 ー スの担い の チ ーショ
ンを 向上させる要 は、世代に関わら 承 （感謝されたこと） 成（
者の に立ったいう 感） 要とされる意 ある活動内容 であり、世代間の
いを考慮すると若年 の担い にとっては 感謝 学 間 がキー ードとな

っているという ンプリ ーションが得られた（ 藤 2019a）。 では、高齢 の担
い にとっては 的関 がキー ードとなっているという ンプリ ーションも得
られ、本 結 から望ましい生活支援 ー スを のように することができた。 

活動の    

113



114 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
                     

    .望ましい生活支援 ー ス   （出所） 藤（2019a）p.196 
 
望ましい生活支援 ー スには、 ー スの 者と担い の間のコ ュニ ーション

に き、 者の意 を き出す支援をつくること（ルール くり）が 要であり、そ
のために 者 で うことが しいため代 してほしいこと と 者が（ さ
れた機能を活かして）やりたいこと できること を らかにすること、すべての要望を
えることは しいため支援者ができる を らかにし 方の合意を得ること、 生委

員・ ・ NPO などと 報交 ・ ・連携することが重要である。 者を大
にすることはいうまでもないが、これまでどちらかというと 先 の かった、支援

の担い を大 にする体 ・ ・システム くりを 先課題とすることも重要である。 
こうしたマネジメントについて、学生たちとともに今後も き続き検討・研究していく

ことが 要だと考えている。 
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 山 立大学  学生 ークル TAMAGO                                               
作りお 当プロジ クト  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1. はじめに 
 山 が する 大 川のひとつである高 川流域に する 社 に、 山 立大学
はあります。 山 と に したまちで や 中国 などの 地があり、

の の 生地としても です。 
 たち学生団体 TAMAGO は、 山 立大学の 健 学部 学 の学生を中心と
して、 46 が所 しています。 は 学 の学生だけでしたが、現 は 学
部、 学 の学生も参加しています。 
たち が の であること、また 点なものをお けしたい、 たち

の を り、 山 立大学から 報を し続ける団体でありたいという いから
TAMAGO という を けました。 

 
学生団体 TAMAGO の人 成 

学年 1 年生 2 年生 3 年生 4 年生 合  
人  24  14  6  2  46  

2022 年 10 現  
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2. TAMAGO のルー  
 学生団体 TAMAGO は、 々な を て現 の となりました。 した 2015 年当
の 山 立大学では地域での活動を う （当 の は おかやま ラン

ティア ）があり、その において、 学 の 4 の学生が特定 営 活動 人
社 の を活 する会（http://www.soja-kominka.com/）（ 、 を

活 する会）の活動に参加したことがきっかけでした。この を活 する会は、 社
にある 平 を 点にまち くりに関する活動を っている団体です。

における を活 する会の活動に参加する中で、大学での たちの学 を地域で
実践して たいといった いが芽生え、 を活 する会の ポートもあり、野
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ごわやさしい”とは ・ごま・わかめ（ ）・野 ・ ・しいたけ（きのこ）・いもの

です。これらをすべて含 事を ることが健康的な 生活につながるとされていま
す。このような献立を 近に感じてもらい、 さんが健康的に生活するための になりた
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3. スタマ 当プロジ クト 人  
上 のまごわやさしい の活動を継続しながら、2021 年度より スタマ 当

プロジ クトを めています。このプロジ クトは、2021 年度、2022 年度に 社 の
案 事業 に され、 助 を け、活動を っています。 

この 社 の 助事業である 案 事業 は、2020 年 12 にその を りまし
た。当 たなプロジ クトとして立ち上げを検討していた スタマ 当プロジ
クトを、この 案 事業に申 することとしました。この しいプロジ クトでは、
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たちが大学で学んだ 学の 識を活かし、一人一人のニー に合わせたお 当を
することで、健康 くりを めるきっかけをつくりたい 、また、 世代の との

対 を通して、 事の しさを感じてもらいたい という いを込め、このようなお 当
を することで、 社 の える健康 題について向き合い、地域の健康 くりに貢献
したいと考えました。 
この 案 事業 申 に向けて り 際にはじめに 要だったことが 申 書の
作成 です。この作成には大 しました。この事業を してくださった方や地 の
社会 会の方、地域の 者の方々の を得ながら、申 書を 出することがで
きました。 事に、第一次 である書 に合 し、第 次 のプレ ンテーショ
ンに ました。大学の授業等でプレ ンテーションの機会はたくさんありますが、公
的な場での は めてだったため、どのような点をア ールポ ントとして申 書を作
成していくか等、 することが多かったです。 
続いて、プレ ンテーションの内容を します。 たちの しいプロジ クトを 要と
する地域の現 の 識・課題としては次のような点がありました。 
申 書作成 の 2020 年当 、 コロ ルス感 で 事 に関する意
識が大きく していること。 

での外 が り、お 当の 要が高まっていること。また、テ クア トや出来
合いのお 等を することが え、 バランスに偏りがちになっていること。 
一方で、 での 度が え、 事に関する健康意識が高まってきていること。 
そこで、 しいプロジ クトでは、 者に対して、 事や健康について っているこ

とや興 のあること、 について アリング を い、その結 に き、それ れ
の 生活に合ったおか を れ、 者の要望に スタマ したお 当を継続的に ・

し、 生活における ンポ ントアドバ スを添え、健康について考えるきっかけを
するといったプロジ クトを考えました。 

この スタマ 当プロジ クトを検討するにあたって、 ル （対 者 メ
ージ）を のとおりとしました。 
 

65 70 の健康 向な   
を めるきっかけが しい方 

段、外 ・中 が多い方 
スマートフ ンを活 している方 
ひとりで 事することがある方 

 
この ル は参加 ではなく、あくまでも事業 の際の対 者 メージとして
定しました。このような事業 をプレ ンテーションし、第 次 も合 でき、2021

年度に 15 の 助 をいただくことができました。 
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4・ は 者のニー ・ 者 集を いました。また、 報活動に関しては、
チラシを作成し、 所での や社会 会を通じて、高齢者 への 、 社
報 への 、地 FM ラジオへの出 など多 に る活動を いました。 
最終的な 者申込は 6 でした（社会 会の方からの 1 、一 5
）。当 はお 当の 開 が 6 の 定でしたが、 コロ ルス感 の

で 7 から ・ を開 しました。 者さん一人一人に アリングを い、 事に
ついてのお や興 のあることをお いし、それ れの 者さんに合ったお 当の
・ を第 1・3 の 日に いました。 
お 当をご に する際には、メニューの や健康についての ンポ ントアド

バ スを いました。さらに、お 当を べ終わった後に、 しかった献立や次回の献
立の要望についてのアン ート を実 しました。これらの に う に関しては、
できる り、地域の野 を うために 社の さんと連携を い、地 地 にも り
んでいます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
     
 

の 2021 ）         
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4. スタマ 当プロジ クトを めて かったことや成 について 

スタマ 当は 者の やお しを ったことを まえて作成するため、
回献立が わります。献立や 価 を うときには、 者さんの の具 、地

域の野 を うこと、 などさまざまなことを考えているため少し しい部 もありま
すが、 者の方のことを いながら、 が学んでいる 学の 識を って、お 当
の献立、 、お けまでできることをやりがいとして感じています。 回、 に う
といつも温かく えてくださり、
今回は が っているかな と

し にしてくださいます。 おいし
かった ありがとう この 間
を し にしていました と をか
けて頂いたときは しかったです。
この の作り方を教えてほし

い と言われ、レシ の も っ
ています。 2 回の ではありま
すが、日々の生活に り添い、
との交流やお 当を通して、 事や
健康に興 を ってもらうことが出来ているのではないかと思います。 
たち も学 ながら しく活動を っています。 

 また、お 当を することで だけではなく、 の副 もありました。 者の
方から日々の らしで なことのお いを まれたことがあり、そういった要望を
社会 会に え、 のための ポートをしたことがあります。地域で の の
かないとこ の しのような も担っているのではないかと考えています。 
年度であった 2021 年度の 1 年間で 74 のお 当の作成・ を いました。

段、関わることのない、高齢者の方々から実際に 事や健康についての を くことで、
学生にしかできないことがあることを実感しました。社会 会から してい

ただいた 者の方は、 する能 がなく、 にも きていて、 学生とお しが
できることや の にあったお 当をとても んでいただけました。若い人と すと

をもらえる、ありがとうと を けて頂くことも多く、 のお 当を 要としてく
れている人 がいることを く実感し、そういった方々に のお 当を けていきたい
と思いました。また、 が大学で学んだ 学や社会 学の 識を実際にア トプッ
トすることで、大学では得ることできない 重な を得ることができたと思います。
者の方々には、お 当やレシ 、 とのコ ュニ ーションを んでくださって

いる方が多く、お 当の価 についても、もっとお を ってでもお願いしたいとおっし
ってくださる方もおられたため、 した ー スは 度が高かったのではないかと

る 2021 ） 

120



120 
 

 
4. スタマ 当プロジ クトを めて かったことや成 について 

スタマ 当は 者の やお しを ったことを まえて作成するため、
回献立が わります。献立や 価 を うときには、 者さんの の具 、地

域の野 を うこと、 などさまざまなことを考えているため少し しい部 もありま
すが、 者の方のことを いながら、 が学んでいる 学の 識を って、お 当
の献立、 、お けまでできることをやりがいとして感じています。 回、 に う
といつも温かく えてくださり、
今回は が っているかな と

し にしてくださいます。 おいし
かった ありがとう この 間
を し にしていました と をか
けて頂いたときは しかったです。
この の作り方を教えてほし

い と言われ、レシ の も っ
ています。 2 回の ではありま
すが、日々の生活に り添い、
との交流やお 当を通して、 事や
健康に興 を ってもらうことが出来ているのではないかと思います。 
たち も学 ながら しく活動を っています。 

 また、お 当を することで だけではなく、 の副 もありました。 者の
方から日々の らしで なことのお いを まれたことがあり、そういった要望を
社会 会に え、 のための ポートをしたことがあります。地域で の の
かないとこ の しのような も担っているのではないかと考えています。 
年度であった 2021 年度の 1 年間で 74 のお 当の作成・ を いました。

段、関わることのない、高齢者の方々から実際に 事や健康についての を くことで、
学生にしかできないことがあることを実感しました。社会 会から してい

ただいた 者の方は、 する能 がなく、 にも きていて、 学生とお しが
できることや の にあったお 当をとても んでいただけました。若い人と すと

をもらえる、ありがとうと を けて頂くことも多く、 のお 当を 要としてく
れている人 がいることを く実感し、そういった方々に のお 当を けていきたい
と思いました。また、 が大学で学んだ 学や社会 学の 識を実際にア トプッ
トすることで、大学では得ることできない 重な を得ることができたと思います。
者の方々には、お 当やレシ 、 とのコ ュニ ーションを んでくださって

いる方が多く、お 当の価 についても、もっとお を ってでもお願いしたいとおっし
ってくださる方もおられたため、 した ー スは 度が高かったのではないかと

る 2021 ） 

121 
 

思います。5 定で めた本事業ですが、 のお 当を本当に 要としてくださって
いる方々を つける部 が しかったように思います。今後は、 のお 当を 要とて
くださっているより多くの方に、お 当の をしていきたいと考えました。 
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5. ーアップした スタマ 当プロジ クト 年  
事業開 の 2021 年 7 の 者は 、2022 年 から社会 会からの

で え、 の 者で本事業を いました。2022 年は、2021 年度の活動を ま
え、 者の人 を 15 に やして活動しています（2022 年 11 点）。また、
では、2022 年度も の 案 事業に
した結 、2021 年度の活動の実 の 価も高か
ったのかわかりませんが、 の 50 で
されました。 
また、事業開 は の 平 で
を い で 15 の の での を って
いましたが、2021 年 12 から 社 所 に
ある FUN LIFE CENTER BUILDING（ 、
FLCB）（https://www.flcb.jp/）のレンタルキッ
チンを しています。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
献立を考えるにあたり、 回の 者

の方々への アリング に、2021 年度 に健康 や 事の について きとりをア
ン ートまたはお で いました。そして、 アリング結 に き、その方に合わせ
た献立を作成していきます。献立のポ ントとして、1 日に 要な野 の である 175
を でき、 を 2 未 に えたものとしました。また、地 べ公社・グリーン

フ ーム・野 クムレ・ こ の 社 の野 を し、 近な の しさや
を えようと連携を めています。 
2022 年度も 5 から継続して、第 1,3 日に 者の方の まで または でお

当の を っています。もち ん、お けの際に対 者の方とコ ュニ ーションを
りながら、次回の要望や、 などを います。 も交えながら会 を っていくこと
で、 お 当が く し と、 もないことを すことのできる し という 2

の FLCB） 

 

る 2022 ） 
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つの し を ってもらいたいと考えています。この 2 回のお 当を通じて 者の方
の 段の 生活における健康への いなどに がってほしいと考えています。 

コロ ルス感 が まりつつある 2022 年現 、2021 年度に べて外 の
度が えてきているのではないかと考えます。しかしながらまだまだ中 ・内 の機会は
多く、特に高齢者は外 が で、 べたいものを べに けられない・人との交流が
っているという から、 での 事は健康に らしていくために重要な を担って
いると考えられます。このような の中で、 べたいものを しく べてもらい、
に健康に らしていくための ポートが 要なのではないかと考えています。2021 年度

の事業では、 的に 社小学 という い で を ってきましたが、お 当を
要としてくださっている方が、 社小学 外にも多くいるということが かり、
を やしました。しかし、 を やすにあたって、 ・ の で多くの団体との
が課題であると考えています。 

については、2021 年度は 者 のお 当を作っていましたが、 者の 事
や健康について っていることや興 のあること、 についてお を い、 当

えめでたん く 多めのお 当 野 たっ りで 多めのお 当
り かな 献立のお 当 の のお 当を作成することにしました。この 本
をもとに のアン ートから、対 者の方々の要望を り れ、 スタマ したお
当を 年間継続的に ・ しています。 
また、 については、 たちが高齢者の方々の 事や健康について に せる
となり、多世代との交流により、地域のつながりの を げることができればと思いま

す。より多くの方にお 当を けるとともに、地域の高齢者の方と 世代の の交流が、
り支援の一 になると考えます。お 当の が対 者の方の健康 くりのきっかけ

となり、健康寿 の に がることを期待しています。 
 現 の課題は、 者が 22 と 2021 年度から大 に えたため、 定している
間までに が終わらないこともありました。また、 の 段が られているため、
よりも に 間かかっています。そのため、 社 所や社会 会で 報を

い、 の ランティアを 集していこうと考えています。 
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6. 最後に 
 たち学生団体 TAMAGO は、4 の先
方の小さな活動から まり、今に ります。そ
の都度、メンバーで し合いを重 、 たなプ
ロジ クトにもチャレンジしてきました。こ
の スタマ 当プロジ クトもその
一つです。 の 来にもあるように、学生だ
からできないではなくて、学生だからこそで
きることを今後もチャレンジしていきたいと
思います。全国の大学生も を って、大学生
活を 実した 日にできるよう、 中になれ
ることを つけてほしいと思います。 
 
 
 
 
 
スタマ 当プロジ クト参加学生の人 成 
学年 1 年生 2 年生 3 年生 4 年生 合  
人  9  10  1  1  21  

2022 年 10 現  
 
  

め 2022 ） 
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ント  しく 意 な 間を に  
 このスタ ルでは、催しが され、その場に高齢者と若者が集い、交流が生まれます。
お りなどの地域 事もこのスタ ルですが、ここに げられる事例は、単なる交流にと
どまら 、大 ニークです。 世代が に し ながら地域課題の に り んだり、
後世に したい作 の 作に り んだりします。 
 にある Community Nurse Company 会社は、コ ュニティ ースの
を地域に め、まちを にする事業を 開しています。代 的な事業の 1 つ 地域お

せっかい会 では、 が のまちを たちの でもっとよくしたい、という
をどんどん ってア デアを出し合い、 を実現していきます。高齢者も若者も、
でなくても の つ を してまちを にしていく が 開されています。

この会 を運営するスタッフは若者。 の を じて、 しんでこの事業をマネジメン
トする 山氏にお を きました。 
 
 
 
 
 

 Community Nurse Company 会社 
 地域おせっかい会  
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Community Nurse Company 会社 
所 地 次 方 422 地 

2017 年 立 
コ ュニティ ースとは 人とつながり、まちを にする コ ュニティ ースは、
業や 

ではなく実践のあり方であり、 コ ュニティ ーシング という の実践か
ら 

ントを得たコンセプト。地域の人の らしの 近な として 日の しいや
しい を一 につくり、 心と 体の健康と 心 を実現。その人ならではの
を活かしながら、地域の人や なる を った人とともに中長期な視点で で
多 な アを 実践する。 

事業内容 コ ュニティ ースの 成・ に関する支援 
       コ ュニティ ア、地域医療、 医療に関する   
       報の 、 、教 支援、 会等の 運営  
        https://community-nurse.jp/ 

 
地域おせっかい会   

 2019 年 。 こんな り事がある、本当はこんなことしたい といったまちの人
の につながる や思いを い、 のア デアを出し合って 動するためのコ ュ
ニティ。 に 4 回開かれる会 では、医療 に ら 、さまざまな立場の 人が参加し、
お いの を出し合いながら全 で し、アクションにつなげます。おせっかい人
として しているメンバーは 284 人（2022 年 12 現 ）。 

 
ンタ ュアー マルティネス 子（京都橘大学） 
ンタ ュ ー 山 萌 氏（Community Nurse Company 会社） 

 
おせっかい会 の まり 
マルティネス  

 地域おせっかい会 （ 、おせっかい会 ） とは、どのような事業ですか。 
 

山  
 ひと言で言えば、さまざまな立場の 人が、地域 として、小さな でつ やかれる
りごとや願いごとを感じ り、それを 4 回の会 の場で して、 りごとの や

願いごとの実現に向けて動くこと（つまり、おせっかい）によって、まちの課題 を推
し進め、まちを にする活動です。 
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マルティネス  

 おせっかい会 の活動は、どのようにして まったのですか。 
山  

 から には、地域 が地域の担い としてチャレンジすることを 援してき
た があって、そのうちの一つに 幸 という 業 成プログラムがありまし
た。 人がもっと しく らせるまちにしたい とか 地域の課題 を 事にし
たい という人がプロジ クトを動かすこと、あるいは 業することへの支援に り ん
でいました。 
そういう があるので、 には、意 ある 30 代や 40 代の 的若い世代が
から してきたり、 もまち くりに参加して たい と考える地 の人 とがお
られたりします。 
 この幸 の 業生の一人が、いま 地域おせっかい会 の運営を担っている
Community Nurse Company 会社（ 、CNC）を 業した 子です。 のよ
うな き世代の 業 を中心に かけが われ、まちを くしたいと思う 人が年齢や
立場の いを えて集まり、得意なことや を し、 して おせっかい をする
会 体を立ち上げました。それが、 の 地域おせっかい会 の まりです。 
 期メンバーは、会 を立ち上げる から、 や ルス ア、 業など、各 の
域で している人たちでしたが、 のネット ークだけではできることが られま

す。そんなとき、 それ れで するのではなく、 じような意 ある人が集い、お
いの を ち って、ネット ークをつくり、 として を くしていけたらいい
んじ ないか。やって ようか と考えました。そうして、おせっかい会 が 意のプロ
ジ クトとして り めています。それが 2019 年のことです。 公 として事業がス
タートしたのが 2020 年なので、今年で 3 年 になりました。 
 

局で、健康チ ック、スマホ教 、終活  
マルティネス  

 地域おせっかい会 という ニークな ですが、その 来は  
山  

 この事業を立ち上げるとき、 の なさんとおせっかい会 の について にア
デアを出し合う レ ンストー ングをしました。この会 体で こっていることにつ

いてお えすると、 これは、まさに”おせっかい”だよ そうだ 。医療 が し合
う地域 ア会 というのがあるけど、まちの んなで すこの”おせっかい”な場って、ま
さに地域おせっかい会 なんじ ない という になって、そのまま になりました。 
マルティネス  

 おせっかいの具体的な事例を教えてください。 
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山  

 例えば、 局の局長さんたちもおせっかい人として していらっし います。 
ある局長さんは、 局は年 支 日に高齢者がたくさん来られるという を活かそう
と考え、 せっかくだから、お をお すだけでなく、 らしに 立つ 報を ち って
いただきたい。 局で まちの 健 ができないだ うか と、おせっかい会 で
案されました。 
 というのも、お年 りは定期的に来られるので、いつしか 員さんと りになるん
です 。それで少し もするようになると、その 題の多くが ひざが痛い など、
や健康に関することなので、おせっかい会 の事業として、 局の一 で まちの

健 を開くことになりました。やって ると、とても で、 中でお だちに あん
たもおいでよ と をかけるお年 りも( )。最 は、 が を ち込ん
で、 単な健康チ ックをしたり健康 を けていたのですが、そのうち IT に しい
若者がスマホ教 を開いたり、 さんが 度 を してくださったり、 書
の方が終活の を けてくださるようになりました。そういう うに しているうち
に、 もやって たいな と考える人も出てきて、関わった人は んな、どんどん
き込まれていくそうです( )。 
 その の局長さんたちも関わってくれています。 局ごとにおせっかいの り方はさ
まざまで、 まちの 健 外にも、局の大きな窓を子 て支援センターを する
子や近くの中学 にいる 術部の生 たちと一 に を いたり、局内の い に地 の
人たちの な 事による作 を っていたりします。 
 
 
おせっかい人は、コ ュニティ ースの視点を った地域  
マルティネス  

 いま、おせっかい人として している方は 284 人もいらっし ると いています。た
った 3 年でこれほど参加者が えたのは、な だと思いますか。 

山  
 最 は一 の社会実 のようなつもりで、 こんな なおせっかいをしたいので、
なさんも一 におせっかいしませんか と かけたとこ 、 実は もおせっかいし
たかったけど、1 人ではできなかった。でも、 間がいるなら、 かおせっかいして よ
うかなと思った という多世代の人たちがだんだん集まってこられたのです。 
 振り をやっていたら、い い な人が集まってきて、おせっかい人がまたおせっか
い人を んで、だんだん 内に が がっていった感じです 。 
マルティネス  

 そして、いまも に運営されているわけですが、その はどこにあると思いますか。 
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山  

 ひとつは、 におけるこれまでの活動期間の長さでし うか。幸 OB で CNC
業者の は 10 年 から コ ュニティ ース を って で活動していま

したから、 内では コ ュニティ ース という実践のあり方、健康に対する考え
方に してくれる 間を着実に得てきた流れがあります。その は大きいと思います。 
コ ュニティ ースは、ご じのとおり、 という 度にとらわれ 、 の
らしの 近なとこ で しさ や うれしさ を人 とと一 に り出し、心 の健康
と 心を実現する ですから、おせっかい会 がコ ュニティ ースの視点を った
の でまちを にしていく事業だという意 では、もともといたその 間たちをこの

タ ングでネット ークしたとも言えます。それが、今もなお が がっているポ ン
トかもしれません。 
  
 
なにより が しめること。それが若者を きつける。 
マルティネス  

 おせっかい会 は 的
若い世代の参加が多いとい
うお でしたが、な 若者が
集まるのだと思いますか。 

山  
 おせっかい会 は、 が
しいと思えることで関わ

ること、 の ースで 近
な人におせっかいすること
を大 にしています。そのた
めに、メンバーの なさんに

を する、 または か を課すことがあ
りません。そういった 度があるから、若い人たち
が参加しやすいのではないでし うか。内心は こういう うにしたほうが いのではな
いか とか こんな催しがあればいいのに と思っていても、 あなたが言ったのだから、
あなたがやってよ と言われたら、 言しにくくなりますよ 。 
 たちが 指しているのは しいことをやって、まちを に ということなので、
おせっかい人は あくまで の しいことをやっている という 識です。 動の チ
ーションは、 感ではなく、 がやりたいからやっている という主体 に

くものなので、 やらされ感 はないと思いますし、そのようなことがないように運営す
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る側としてもそこは意識しています。 
んなが しく動くことができるから もうまく回っていくという、 のあり方の実

例として世に えたいです 。 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

間が運営することの意  
マルティネス  

 おせっかい人は 野も年齢もさまざまです。そういう なる人 とが おせっかい
のために を合わせることができるポ ントは、どこにあるのでし うか。 

山  
 い い な要 があると思いますが、ひとつは運営するのが ではないという点が大
きいかもしれません。全国各地から 員の方が視 に来られますが、その際、 もし

が事 局側だったら、ここまで の主体 を き出すのは しいかもしれない と
いうようなことをおっし った方がいました。 
 これはつまりどういうことかといいますと、もし がこの会 体を運営していたら、
おせっかい人は こういう事業をやってほしい と に要望を えて、人 せにするよ
うなスタンスになりがちです。しかし、 間が運営すると、 に せるという が
そもそもなくなり、まちの人たち で とかするしかないから、まちの人たちの考える

も わり、 の なさんによる 意 の がうまれます。 
 それに、 たち運営する側は、 の なさん にその があるということを確 し
ています。とかく人は る先があると ってしまうもので、医療の がいたら、 医
療はあの人に せておけばいい となり、だんだん主体 を いがちです。しかし、最
から るという がないと、地域 の なさんはすごく フルに考えて動きます。

   

る  
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る  
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そうして、 の で おせっかい をやり げたら、それで得たつながりをまた次の
かにつなげて、 じ 、今度はこんなことをや うよ という うに、まちを にする
タネがあちこちで芽を出していきます。 
  
 おせっかい の定 とは か 
マルティネス  

 おせっかい会 を運営する は、どのように しているのですか。 
山  

 2019 年は 意で めたというようにお ししましたが、2020 年 は の
課の委 事業として運営しています。 側としても、まちのい い なとこ から担

い の が上がり、 たちから に んながまち くりに 動員されていく
ような があるとよいのではないか と 案して、CNC がおせっかい会 の運営業
を することになりました。 
 したがって、おせっかい会 の運営事 局機能は CNC が担っていて、 も CNC の一
員です。 
マルティネス  

 運営上、 する点はどんなことですか。 
山  

 会 で、 案者、つまりやりたいおせっかいを した人の を いた参加者のほうが
高 りす て、 案者が そこまで求めていないよ。 い ちで言っただけなのに、そ
んなに先 ってもらっては る と いてしまうことがありました( )。 き に言え
るおせっかい会 だからこその現 ではあるのですが、あまりに 大な に しそうな
ときは、 を に向かわせて くタ ングで 大なことを 1人でやるのではなく、
ま は小さなことを んなでやって まし う という をします。 
 にも、おせっかい人としてメンバー はしたけれども、ラ フステージの など
によって、 いまはそこまでの はなくて、 事や 事もあるし、 日を ってまで参
加する はない と えていただいたこともあります。その場合は やれるようになっ
たら、またいつでも ってきてください。そのときにまた一 にやりまし う と を
かけます。 たちは、その人とつながっていること 体に価値があり、 ったときに れ
る先としておせっかい会 のことを思い出してほしいと思っています。 
 事業全体としてこれから り えていきたいこともあります。おせっかい人の さんが
運営事 局の らないとこ で なおせっかいをどんどんされるようになってきました
( )。 におせっかいな活動をしていただくことは しい 、それによって生じるお
せっかいの を いきれないことが生じ めています。 
 
 来年度には事業の対 地 が 大して、さらなるおせっかい活動の 加が 込まれます
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し、 をもって おせっかい実践 とするのか、そもそも おせっかい とは か、その
定 けを り えていく 要があるなと考えているとこ です。 
  
継続するために、事業の価値を 価することの重要  
マルティネス  

 おせっかい会 を事業として継続させるために、 要なことは だと思いますか。 
山  

 先ほどの定 の とも関わりますが、この事業が する価値は なのかを言 で 現
することが重要だ うと思っています。 の業 委 が である 上、おせっかい
会 の事業が をもたらしているかはきちんと できる にしなければいけないし、そ
れがひいては、 の地域に 開する がかりにもなると思うので、事業の価値を 価し続
けることが課題だと思います。 
 いつ や結 が出るかは、 を求めるかによりますが、この事業は ーシャル・ ン
クト・ ンド（ ）の 事業として しているので、第 者 価機関も けてい

ます。 
 そこでは、おせっかい会 という会 体、ひいてはコ ュニティが をもたらしている
のかについて研究しつつ、 価も しています。いまはまだ 社会参加の 加と、
の に対する示唆が得られている という 価ですが、コ ュニティ ースについての
価も に進めているので、それも考慮しながら、おせっかい会 の価値の 価に り
んでいるとこ です。 

 たちは、おせっかい会 は、 アや医療とは一 点のない 野の人たちが地域
と する可能 を げていることを実感していて、そういう人たちが アに関わることで

全体の アの を上げることができると考えています。それが結 的に、医療・
の 野に成 として現れ、 の なさんに健康と 心をもたらすことを期待してい

ます。 
  
若者や の を、 の で い上げる 
マルティネス  

 人 を確 し続けることについては、どんな 通しを っていますか。 
山  

 次の世代につな ことを考えると、意 ある 20 代を集められるような、意 ある 40 代
をどれだけメンバーに え れることができるかが になります。つまり、中核になる
世代をいかに きつけられるか、です 。 
 は の たい ストランキング で ンバー ンと言われることがあ
って、その 事で 地域おせっかい会 を り上げられたこともあります。その

事に 若者が をあげたとき、それがまち くりに されていく だ という
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ようなことが書かれていて、本当にそうだなと思いました。 
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 局の で ひざが痛い という が出るように、ほんの小さな りごとや心 ご
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ーシャル・ ン クト・ ンド（SIB） 
PFS（成 連動 間委 方 ）による事業を した 間事業者が、当 事業に
る を 機関等の 者から い、その 等を成 に連動した地方公 団
体からの支 等に じて うもの（内 Web トより ） 
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立大学                                    

 おばあち んが えたい 作りレシ  
日本 大学 地域・ 学 域 特 教授 子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 平成 29 年 3 にレシ 集 おばあち んが えたい くりレシ を した。 
 このレシ 集は、 (なよ し)の大学生と 子 (くん っ ち う)の おばあ
ち んの ークル のメンバーとの で作成したものである。レシ 集には、山

 
（7 ）とおばあち んたちのおすすめ （8 ）を している。 

134



134 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

コ の  

の  

       る  

 
立大学                                    

 おばあち んが えたい 作りレシ  
日本 大学 地域・ 学 域 特 教授 子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 平成 29 年 3 にレシ 集 おばあち んが えたい くりレシ を した。 
 このレシ 集は、 (なよ し)の大学生と 子 (くん っ ち う)の おばあ
ち んの ークル のメンバーとの で作成したものである。レシ 集には、山

 
（7 ）とおばあち んたちのおすすめ （8 ）を している。 

135 
 

学生の んでいる (なよ し)は 部の中 に し、 かな にあ れた
で 業を 業とした である。 4 年 3 の人口は 26,212 人、高齢

33.4 で、日本最 の公立大学 立大学 を
し、 健・医療・ ・ における 識を す
る人 を 成している。また、 おばあち んの

ークル （ 、 ークル）のある 子 は
東 部の内 りに し、大 山 の山々に

まれた 地で 業を 業とした である。
4 年 3 の人口は 4,688 人、高齢 39.5 で

ある。 
と 子 は 190km（東京 と ）

れているため、学生と ークルのメンバーが 会って交流したのは 2 回であった。 
                                           

 レシ 集 くりのきっかけ 
ークルは、平成 18 年の に の高齢者生 学 事業 若がえり学 に参加していた
7 が、若いお さんや子どもたちへ たちの得意 や を えたいと ーク

ルを結成した。結成当 の平 年齢は 76 で、 ークルの 事は の社会教 課から
を け、若いお さんを対 としたおせち 会であった。その後も や 課後
教 、学 のクラス 子 事などで 会、 の ントで地 野 を った

くりおやつの 、 交流会のシンポジ ムでの活動報告など、地域からの要望に
じてメンバーの得意 や生活の などを えていた。平成 22 年には、メンバーの
や得意 を多くの人に え したいと にある日本 大学の学生

（4 年生 4 ）と して第 1 のレシ 集 おばあち んが えたい くりレシ
を している。 

立大学では、平成 18 年の開学 から ・ ・社会 の 合学生グループをつ
くり、 健医療 連携の と実際を学 連携教 を実 している。フィールド
グループ ーク（ 、FGW）は連携教 の一 として 3 年生を対 に開 している。
FGW は、 で 2 単 60 間の となっている。 
平成 28 年度の FGW では、 ・ ・社会 の各 野の 識を活 して、地域 を
対 にフィールドあるいは学内で事業または 事を ・実 し、 健医療 の連携に
加え地域との連携や について 3 学 成で学 ことを 的としていた。FGW を
した学生は、教員によるプレ ンテーションを き、学生が 望の を し 先の

が まる。 
者は、この FGW で学生とメンバーによるレシ 集の第 2 を作成できないかと考え、

大学と ークルのメンバーにレシ 集 くりを 案し を得て 。教員によるプレ
ンテーションを き、 望した 5 の学生と ークルのメンバー（10 ）とで おばあち
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んが えたい くりレシ の作成に り 、その について に報告する。 
 

レシ 集 くりをとおした世代間交流の り  
)レシ 集 くりの 的  
メンバーと学生との でレシ 集を作成し、高齢者の やわざを地域へ えること

を 的として活動を った。 
）レシ 集 くりの参加者と  

（1）学生 
レシ 集 くりを 望した大学 3 年生 5 。 子学生 1 、 子学生 4 で、所 して

いる学 は 学 1 、 学 3 、社会 学 であった。 
は、 レシ 集の原 作成、 や生活の などの と 、 第 回レ

シ のレシ 作成を った。 
（2）メンバー 
 メンバーは 10 である。メンバーの 成は、80 代 5 、70 代 4 、60 代 1
（平 年齢 80.4 、最高齢 88 、最年少 68 ）、大学生とレシ 集 くり（第 1 ）の

があるメンバーは 9 であった。 は、 レシ のメニューの検討、 レシ
の （会場確 、 の ）、 指導と のコ や思いなどを える、

レシ 原 の 方 や と の確 アドバ スを った。 
（3）教員 

教員 3 。教員の は、 ークルの 立当 からメンバーと関わりがあり活動
を にしてきた。 は レシ 集作成の （内容検討と進 、 集の と
研 の ）、 レシ の ・ と報告（日 と関 者への連絡、 先
等の とス ジュール作成、第 回 のレシ 作成 第 回 レシ 集、
の 報告） 学生・メンバーの交流促進（学生とメンバーの ・ 報告、
通 の作成） レシ 集の 集支援 、 等の活動 確 を った。 
（4） 者 
 集指導者 。指導者は研 会（2 回）の として学生へレシ 集の作り方や
の り方などについて教授し、 集 では 集のアドバ スや ポートを担当。指導者
は第 1 のレシ 集作成 にも 集に関わっていた。 
 
）レシ 集 くりの り  
学生とメンバーが り んだレシ 集 くりの を 関 くり、 レシ の 、
レシ 集の 集に け振り る。レシ 集作成期間は平成 28 年 3 29 年 3 であっ

た。 
（1）メンバーと学生の関 くり （ ） 
学生とメンバーが対 で活動できるのは、 子 で う 場 の 2 回の であった。
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137 
 

そのため、出会う から学生とメンバーへ 者の関 に めた。実際に会う の き
かけとしては、学生には授業の中で ークルの活動やメンバーの を ない、メンバー
には ークルの例会で学生が作成した りの を して連携教 や学生の

を い、交流 や活動の 子をお いに し出会いの期待感を高めるような き
かけに心がけた。 
レシ の 場 では、第 1 回 は をしてから をはじめた。2 回 の
は、当日 うレシ を学生が事 にメンバーと確 をしながら作成し参加した。 

レシ 集 集 では、内容の確 や な点は や でのやりとり、その に教員
が通 やお らせを し、 ークルの例会や授業でそれ れの近 とレシ 集の進
などを え、学生とメンバーの思いが継続できるように きかけた。 

 
 関 くりの り  

 
 
メンバーと学生の関 くりの 子  
対 の を学生は、 （ 会場に） ったときも んな で、“待っていたよ”

たいな感じで け れてくれた “ の のよう”といわれた と のように温か
く け れてくれたと感じていた。メンバーの一人は、 人 のついている りを学生
に いお さんにめ り会えますように と し、 のメンバーは、 い所からわ
ざわざきてくれたというだけでありがたい と言いながら学生を え れていた。学生は

のように してくれるメンバーから くもりや しさに れる と なんでも い
ていいんだ と 心感を得て、 や に 極的に参加していた。メンバーは より
若いので 感があるかと心 をしていたが、学生が 極的に いてくれるので 感は
なかった と会う は を いていたが交流する中で 感はなくなっていった。また、
（学生に）小さい で言われると を言っているかわからなかった｣と高齢者の 体的特
をとらえた対 を望んでいた。 

 主な り  メンバーの  学生の  教員の  
3 5  ・学生・メンバーの 

 
 ・ の 

作成 
・ 作成 
・学生・メンバーの

 
6 7  ・レシ の 

実  
 

 

・  
・ ードな
どを える 

・  
・2 回 の 
レシ 確  

・ の  

・学生とメンバーの
交流 
促進 

5 1  ・通 等の作成と 
 

・レシ 内容の確
 

・レシ の内容 
等の確 と  
アドバ ス 
（ ・ ） 

・レシ の作り
方などの確  
（ ） 

・通 等の作成と
 

・学生、メンバーの
 
報告 
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交流についてメンバーは もっと交流があるとよかった 、 その場 りでなく、後か
ら確 してくれるのがうれしい 、学生は もっと会いたかった とメンバーも学生もも
っと をしたり会いたかったという ちを いていた。 で 院されたメンバーへ学
生が を書いたり、メンバーからの を て まされたりとレシ 集 くり 外の場
でもメンバーと学生のやりとりも られた。 
また、学生は 、 を て したかった と の を て関わることも望んでい

た。現 、コロ ルス感 の により通 もすす 、オンラ ンでの交流も可
能となってきている。今回のように 地での世代間交流を う場合は、 が えて交流
できるオンラ ンの交流も と思われる。 
（2）レシ の り （ ） 
 レシ 集 くりは、メンバーが を え学生が をして 集するという 担を
してすすめた。 
レシ の くり（ 、 ）は 子 で実 し、学生と教員は 1 2 日の
で参加した。第 1 回 の は 山 で山 の ら、 者にんにく り 子など
6 、第 2 回 は おばあち んのおすすめ としてうどん（ とつ ）、でん ん
団子など 7 を した。参加者は、学生やメンバーの に 段メンバーの活動に参加し
ている子 て中のお さん、 子の とその 者の地 大学生が 望して参加して
いた。 

 の参加者 

 
の にあたっては、教員が例会に参加したり ークルのリー ーなどと連絡を り

ながらメンバーと一 に検討した。献立の検討、会場や の は ークルが担当
し、学生は 、 識などの と の いを なった。ス ジュール 、
メンバーや学生の 、 などの は教員が担当。 当日に うレシ は、1 回
が教員、2 回 は学生が作成し、メンバーには で事 を った。当日の は
3 間で 6 を 担して を った。学生は、 や などの を 担して 1 回
の に んだとこ 、メンバーの のス ードが早く思うような ができなかっ

た。2 回 は事 に の担当を めて参加した。メンバーも 1 回 の はリー ーを
中心に進めたが、 の作り方が ったり、進 に 間がかかったことから、2 回 は事
に の担当者を めて に んだ。教員は、高齢なメンバーが多いので 会場に

の 子の や健康 、会場までの の確 と を った。（ ） 

 日  内 容 参加者 
第 1 回 6 5 日 山  20 （メンバー7  学生 5 人 教員 3 人  

その 5 人） 
第 2 回 7 24 日 おばあち んの

おすすめ  
20 （メンバー9  学生 5 人 教員 3 人  

その 3 人） 
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 の参加者 

 
の にあたっては、教員が例会に参加したり ークルのリー ーなどと連絡を り

ながらメンバーと一 に検討した。献立の検討、会場や の は ークルが担当
し、学生は 、 識などの と の いを なった。ス ジュール 、
メンバーや学生の 、 などの は教員が担当。 当日に うレシ は、1 回
が教員、2 回 は学生が作成し、メンバーには で事 を った。当日の は
3 間で 6 を 担して を った。学生は、 や などの を 担して 1 回
の に んだとこ 、メンバーの のス ードが早く思うような ができなかっ

た。2 回 は事 に の担当を めて参加した。メンバーも 1 回 の はリー ーを
中心に進めたが、 の作り方が ったり、進 に 間がかかったことから、2 回 は事
に の担当者を めて に んだ。教員は、高齢なメンバーが多いので 会場に
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その 5 人） 
第 2 回 7 24 日 おばあち んの

おすすめ  
20 （メンバー9  学生 5 人 教員 3 人  

その 3 人） 
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(3)レシ 集 集の り  （ ） 
 学生も教員も 集作業に れていないため、 
第 1 のレシ 集に関わりのある 本関 者に して 集作業の研 会を 2 回開催し
た。 集 では 集のアドバ ス、 の や などの ポートを けながら 集
作業を った。 集作業は、学生の実 やメンバーとの原 確 のやりとりなどで思いの
ほか 間がかかった。しかし、出来上がったレシ 集は や の
ポ ント、 識など学生の視点や特 を生かした内容となってい
る。 

成レシ は、A5  46 ージで ラー  500   
日は平成 29 年 3 21 日 

は、地 の を った“山 ”と 
“おばあち んのおすすめ ”で 成し、 
メニューは のとおりである。 
山 ・・・・・山 の ら、 者にんにく り 子、 者にんにく寿  

山 き、 、うどの え、 きのとう  
おばあち んのおすすめ ・・・うどん、しそと 子の そ め、なまくら け 

でん ん団子、りんごのフラ 、大 のフラ 、 、  
  

成  
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 レシ 集 集の り  

 
レシ 集 集の り の 子  

 学生は 集にあたり めて る人にも やすい、 かりやすいレシ 集にしたいと、
や ラストなどの活 、 メンバーの を得て をできるだけ 、 メン
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やった方が わる とわざを言 にする しさと一 に活動することの 要 を感じてい
た。 
メンバーも 加 などを 値にして教えるのが
しい と感じつつ、具体的な 加 の 方を考え学
生に えていた。 
それを学生が しレシ 集へ したことに
きと感謝をしていた。 
メンバーにとって 成したレシ 集は、 のお

ばあち んたちに教わった を若い人たちに
え、 すことができた と の 承の機会ととら
えていた。学生は最後の活動 で、 大 であっ
たけれど最高のものにしたいという ちで一生 に り 、 
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おばあち んたちと に作ったレシ 集を多くの人に てもらいたい と報告していた。 
 

活動を めるにあたっての  
活動を めるにあたっての として、事業の 者、活動 の確 、 動 段の確
を った。 
）事業の 者   

 レシ 集 くりは、長年、 子 で若いお さんや子どもたちへ を教え、レシ
集を した のあるメンバーに した。レシ 集の 集は、高齢者へ をしてレ
シ 集として 集ができる大学生が と思い、大学の連携教 としてできないかと大学
に し、 ークルと大学から承 を得てレシ 集 くりに り んだ。また、 集作業
に しい 本関 者に と 集作業のアドバ スの を した。 
）活動 の確  

 活動にはレシ 集の 代、 、 関 などの 確 が 要であった。そこで
大学の研究・事業の 助 を申 し活動 を確 することができた。 
） 動 段の確    

 からメンバーが らしている 子 へ くには、公 交通機関では 7 9 間
ほどかかり本 も少なく 動にはバスが 要であった。大学の もあり大学のバスを
して学生と教員が 子 に き活動することが可能となった。 

 
したこと 

 集作業は、学生も教員も が少ないため 回も内容や 現などの に 間を要し 
た。また、実 を う学 のため全員そ っての 集作業を うことが少なく、実 のな
い学生が一人で って 集作業を うこともあった。教員は 集作業の と学生の
チ ーションの に 慮した。 
 

キーになったと思う成 ・ 要 、 
）成 要   
レシ 集 くりは、 して り める世代間交流プログラムであったこと。 
レシ 集 くりは、学生とメンバーの や 的が 確で、支援する、される関 では 

なく、お いの特 や を し して り めるプログラムであった。 
世代間交流をすすめるコーディネーターの  

 教員は、全体の を うほかに、高齢者と学生、高齢者・学生と の人とをつな
 、 や 先の確 、 報 など活動の ポート 、研 や作業を に

い しく学 あえる くりに めた。  
学生へのメンバーによる温かい れと関 くり 
メンバーは の活動体 をとおして若い世代との交流の 方を体得し、 対 の学生

142



142 
 

おばあち んたちと に作ったレシ 集を多くの人に てもらいたい と報告していた。 
 

活動を めるにあたっての  
活動を めるにあたっての として、事業の 者、活動 の確 、 動 段の確
を った。 
）事業の 者   

 レシ 集 くりは、長年、 子 で若いお さんや子どもたちへ を教え、レシ
集を した のあるメンバーに した。レシ 集の 集は、高齢者へ をしてレ
シ 集として 集ができる大学生が と思い、大学の連携教 としてできないかと大学
に し、 ークルと大学から承 を得てレシ 集 くりに り んだ。また、 集作業
に しい 本関 者に と 集作業のアドバ スの を した。 
）活動 の確  

 活動にはレシ 集の 代、 、 関 などの 確 が 要であった。そこで
大学の研究・事業の 助 を申 し活動 を確 することができた。 
） 動 段の確    

 からメンバーが らしている 子 へ くには、公 交通機関では 7 9 間
ほどかかり本 も少なく 動にはバスが 要であった。大学の もあり大学のバスを
して学生と教員が 子 に き活動することが可能となった。 

 
したこと 

 集作業は、学生も教員も が少ないため 回も内容や 現などの に 間を要し 
た。また、実 を う学 のため全員そ っての 集作業を うことが少なく、実 のな
い学生が一人で って 集作業を うこともあった。教員は 集作業の と学生の
チ ーションの に 慮した。 
 

キーになったと思う成 ・ 要 、 
）成 要   
レシ 集 くりは、 して り める世代間交流プログラムであったこと。 
レシ 集 くりは、学生とメンバーの や 的が 確で、支援する、される関 では 

なく、お いの特 や を し して り めるプログラムであった。 
世代間交流をすすめるコーディネーターの  

 教員は、全体の を うほかに、高齢者と学生、高齢者・学生と の人とをつな
 、 や 先の確 、 報 など活動の ポート 、研 や作業を に

い しく学 あえる くりに めた。  
学生へのメンバーによる温かい れと関 くり 
メンバーは の活動体 をとおして若い世代との交流の 方を体得し、 対 の学生

143 
 

にも のように していた。そのため、学生は や を らげメンバーと 極的な
交流ができ、メンバーも学生の 極 に えようと関わり、 の交流を深めていったと
考えられる。 
） 要    
集作業に 間がかかり学生の 担が大きかった。 

 単年度で 結する り のため学生の 担が多くなった。 年かけて り プロ 
グラムの検討も 要と思われる。 
 

活動継続にあたっての課題 
 レシ 集 くりは、 おばあち ん の ークル の活動の一 としての り
でもあった。現 、 ークル活動そのものが になってきている。 
おばあち んの ークルにとって今回作成したレシ 集は第 2 で、第 1 のレシ
集から 6 年を て することができた。活動の中心メンバーは、現 80 代後 か

ら 90 代 と高齢になっている。この 年間でメンバーの や体 の などで活
動に参加できるメンバーが少なくなってきた。 しいメンバーも えないので今までのよ
うな活動ができなくなり、コロ ルス感 の で活動も している。現 、活
動を 開するにあたり、どのような活動ができるのか、メンバーの体 や 望を まえた
活動を考えていかなければならない。 によってはレシ 集作成の継続はできないかも
しれないが、若者と に高齢者の っている や を え、学 あえる場 くりと、若
者や高齢者、 のある方々、子 て中のお さんなどと多世代交流ができないかと活動
のあり方を している。 
高齢者の っている らしの中での やわざを次の世代にどう え すのか。 され

た 間は多くはないかもしれない。 
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まとめ 

 
事例からわかった世代間交流継続のポ ント 

 
つな    （コーディネート ・ マッチング） 
営    （マネジメント） 

場      （社会的 ンフラ） 
し    （ ンジョ ） 
      （ ンディ ジュアル） 

地域 生 （コ ュニティデ ン） 
 
 

つな    （コーディネート ・ マッチング） 
 すべての事例を通して、世代間交流を 開するにあたって若者と高齢者だけでなく、
々な人々が連携をしています。地域に あら る世代の 、 、教 機関、第 3

セクターの機関等です。ただし、これらの人々がバラバラに していては機能しません。
今回の事例を通して らかなのは、人々をつな コーディネーターが するということ
です。この が大 重要で、まさに活動のキーマンとなっています。高齢者と若者をつ
な 、大学と をつな 、 業と NPO をつな 、 と地域 をつな 等 々な
ースがありますが、 的なつながりをもって世代間交流も成立しています。しかし、

そのキーマンがいなくなれば、たちまち活動が機能しなくなる、というリスクも考えられ
ます。 
事例 や事例 では、学生と高齢者の世代間交流を支えるため、大学教員がコーデ

ィネーターとして重要な を たしています。事例 の 山団地の事例では、大 氏
がキーマンです。 山団地プロジ クトを 開するにあたりステークホル ーとしっかり
連携をとっています。そして、その を 々に若者に することも われているとこ
がポ ントです。NPO 人を立ち上げ、 業生をマネージャーに え、い れ運営を

せられるように していま。事例 ing 本 の長谷川氏は、NPO 活動そのもの
がマッチング活動で、 々な人々をつないで 学 を こすキーマンです。後継者がい
ないのが現 で、 きのできる なコーディネーターの 成が重要課題であると べ
ています。 
 このように、世代間交流の継続を考える 、つな 人（コーディネーター）の とそ
の後継者の 成が になりそうです。 
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営    （マネジメント） 
 活動を継続していくには、 が 要です。各事例で、 的 を することも
されていました。 ま 、 体そのものを 立する段階で、高齢者支援や社会貢献

を ジネスとして運営していくためにマネジメントについて から学 、 ポートを
得られている事例がありました。事例 の 一 社団 人 えんがお の 野氏は、若
い作業療 ですが、 業 、 営の が所 する NPO 人 とち ース ポー
ター ネット ーク の ポートを得て、 人を 立しています。また、事例 の
会社 LibertyGate の 原氏は、大学 学中に、 々な 業 、 営者の方と り合うこ

とで ジネスア デアや考え方を学 、 会社を 立しています。このように、若い
営者が、マネジメントの から学 、高齢者支援の ジネス デルを作り上げている
ことは、世代間交流の継続に期待できます。 さらに、活動を継続していくには一定のコ
ストがかかるため、 体が 的に できていくことが望ましい、ということにな
ります。地域貢献活動を うことで から助成 を得たり（事例 事例 ,事例 10）、

から業 委 を ける（事例 ,事例 ）こともあります。また、 定 NPO 人に
なることで、 人や 業から を けやすくする（事例 4）ことで、 を実現 して
いる事例もありました。 
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場      （社会的 ンフラ） 
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な交流が生まれる 間になっています。事例 の 中あ り では、 内に 8 か所の
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があり、高齢 が集って 作業できる 場所となっています。 か作業をしてもい
いし、しなくてもいい、 に ごすことができる場所になっています。 

リック・クリネンバーグは、 書 集まる場所が 要だ （2021）の中で、社会的
ンフラの重要 について べています。社会的 ンフラとは、 書 ・学 ・ 場・公
・運動場・ス ングプールなどの公 、中 ・ などの 地、人々が集ま

る 定的かつ 的なス ースがある教会や 団体の 、定期的に開かれるマー ッ
トや 業 などを言います。社会的 ンフラは社会関 本（ ーシャルキャ タル）
が つかどうかを 定 ける 的 であり、健全な社会的 ンフラがある場所では、
人間 の が生まれ、 に人間関 が つとも べられています。事例 や事例
では、健全な社会 ンフラを しているといえます。若者と に、地域にもっと社会
ンフラを 実させるア デアが出せることで、 立の課題が していくのではないでし
うか。 
 

し    （ ンジョ ） 
 ほぼすべての事例で べられている重要なキー ードは、 しくないと続かない で
す。 
若者も高齢者も しんで活動することが継続には 可 であるということでし う。特に
ー ス 者となる若者が、 主的に高齢者支援に り んでいるとき、 が しい

からやっているのだ、と思えていることが重要です。若者の活動を ポートするコーディ
ネーターは、若者の ニシアティ を わないこと、 的な動機 けをすること、 成
感を得られるようにすること、若者が らの成長を実感できるようにすること、などを考
慮し、 しんで活動できる場を していくことも重要です。 
 

      （ ンディ ジュアル） 
 地域で らす人々を 高齢者 若者 と ってしまうのは ではないかもしれませ
ん。 
人それ れニー は なり、生活も なっています。事例 の 社会 人 う う
は、 
ひとりのニー 、ひとりの いに り添う ことを に げられています。地域で

らす 人が 重され、高齢者も若者も、 いに と がつながっていくことで が生まれ、
全で 心な生活がもたらされるのかもしれません。 

 
地域 生 （コ ュニティデ ン） 

 監 の 書 地域を えるデ ン （2012）で、コ ュニティの について
しています。 コ ュニティ はもともとラテン の コ ュニ ス という言 だっ

たそうです。この言 を つに けると、 の コム は 一 に とか して
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という意 で、後 の ュニース は 貢献 とか という意 だそうです。つ
まり、コ ュニティというのは して かに貢献すること や 一 に を す
ること という意 を含んでいるそうです。 
 高齢 社会を えて、 たちの らす地域では生活上の支援を 要とする高齢者の
方々が えている、という課題が つかった 、どのようにしてより い地域にしていけ
るかをそこに すべての が考え、 り んでいく 要があります。より くしてい
けるのは、 でしかありえないのです。地域 には があります（事例 地域
おせっかい会 より）。中でも若者は地域の未来を担っています。 たちがどんな地
域で らしたいのか、高齢者になるのが し になるような社会（事例 LibertyGate の

）を し、 生できることが重要ではないかと思われます。若者をはじめとした地
域 が とするコ ュニティをデ ンしていくことです。世代間交流が、未来の地
域社会の 望となり、若者の 望となることを願ってや ません。 
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事例 集に関するス ジュール 

 

事業名 取材先 取材日

1
神奈川大学　サッカー部
「竹山団地プロジェクト」

神奈川大学 サッカー部監督
大森 酉三郎 氏

於：神奈川県横浜市　竹山団地

2022年10月3日

2 豊中市社会福祉協議会
「豊中あぐり」

コニュニティソーシャルワーカー
勝部 麗子 氏

於：豊中市　『和居輪居』

2022年10月8日

3

　
Community Nurse Company

株式会社
「地域おせっかい会議」

Community Nurse Company 株式会社
總山 萌 氏

於：島根県雲南市
Community nurse Company

みんなの家

2022年10月11日

4 一般社団法人「えんがお」 代表理事　濱野　将行　氏
於：栃木県大田原市　えんがお

2022年10月28日

5 札幌市
もみじ台団地プロジェクト（１）

札幌市都市局市街地整備部
石丸 卓哉 氏

於：札幌市役所

2022年11月28日

6 社会福祉法人　ゆうゆう
鈴木　美幸　氏

於：石狩市当別町当別町
共生型地域福祉ターミナル

2022年11月28日

7 認定NPO法人　街ing本郷
「書生生活」

代表理事　　長谷川 大 氏
於：Zoom

2022年11月18日

8 札幌市
もみじ台団地プロジェクト（２）

北星学園大学　社会連携課
鹿熊 裕志 氏

学生　松本紗奈さん
於：Zoom

2022年12月23日

事業名 執筆依頼先

9 高齢者を対象とした生活支援サービ
スのマネジメントシステム構築

千葉商科大学
准教授　齊　藤　紀　子 氏

10 おばあちゃんが伝えたい
手づくりレシピづくり

日本赤十字北海道看護大学
特任教授　武田　富美子　氏

11 神奈川県住宅供給公社
神奈川県住宅供給公社
総務部　総務広報課

石井 佳代子　氏

12 学生グループTAMAGO
「手作り弁当プロジェクト」

岡山県立大学　保健福祉学部
教授　岩満　賢次　氏

＋　学生グループTAMAGO

13 株式会社Liberty Gate 株式会社Liberty Gate
代表取締役　菅原　魁人　氏

オンライン取材

執筆
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大学教 における実践 
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大学教 の中で実践するには 
  

150



150 
 

 

 

大学教 における実践 

 
高齢者 vs 若い世代（学生等） 

大学教 の中で実践するには 
  

151 
 

 大学教 における実践 次 
 
1. 京都橘大学の先 事業                                               152                                                 
・・・高齢者支援につながる地域連携事業 京都橘大学 学まち連携大学 促進事業  
 
2. 社会人 、医療人 の 成と高齢者                           156 
・・・高齢者と若い世代のコ ュニ ーション（医学 授業の たな立ち上げ）・・・ 
 

お助け の授業と                                              178 
  ・・・ における学生の意識とその意  
 

高齢者の を する                                             188 
  ・・・もの くり教 を通じた高齢者と学生の世代間交流 
 

高齢者の体 定教                                                  203 
  ・・・学生が推進する中山間地域での高齢者の健康  
 

高齢者の 的支援                                                   215 
  ・・・ 所得者の多い団地における 的高齢者支援と学生 
 
7  世代ホームシ アに関する 研究                  227                                                            
  ・・・若い世代と高齢者のホームシ アの 的 り  
   
  

151



152 
 

 大学教 における実践 
1. 京都橘大学の先 事業 
・・・高齢者支援につながる地域連携事業の  
  
本事業で 開した ーキンググループによる実践事業は、本年度にの 開催されたもの

ではなく、もともと高齢者支援につながる地域連携事業で われたものである。本事業は、
京都橘大学の医療 学部（ 学部 健康 学部）で 開されたものであるが、実際には、
もともと京都橘大学に医療 学部が導 される から大学をあげて 開されていた地域連
携事業が、その になっていることは極めて重要である。 
そこで、その となった を、京都橘大学 学公地域連携推進機  地域連携センタ
ーが公開している地域連携事業の から する。1994 年から 2000 年にかけては、京
都橘大学が や に関する教 、研究が主体である大学であったことから、 や
との学術交流等が主体の活動であった。 

2001 年は、大学にとって大きな となった年であり、 学部が され、今日の
地域事業につながる人 や が、この大学に導 された年ともいえる。学生の とし
て 地まち くり研究会（ ま研） が され、 を とする教員だけでは
なく学生も、地 の山 の との連携を深めるようになった。この の学生メンバー
の一部は、現 、京都橘大学の教員として、 き続き地域連携の事業の中で、学生と地域
の高齢者との交流を推進している。 

2002 年には、京都 と学生 ランティア 定を結んでいるが、地域連携に学生 ランテ
ィアが関わるようになった は、すでに 20 年 から されてきているといえる。 
2005 年には、 部 学 の現代的教 ニー り プログラム（現代 ）の地域活
部 で、 地まち くり による地域活 の が され、さらに地域連携

が進められている。この 期に された 学部からは、 学部教員・学生 によ
る たちばな健康 ・健康教 が学 で催されている。医療 のメンバーによる高
齢者との交流をめざす ントもこの年に まったと考えられる。 
このように地域連携と高齢者と学生との交流が進 中で、2008 年には現 ジネス学部の
中に 学 が、また 2012 年には健康 学部が されるなど、本事業の主体とな
っている医療 学部、学 が生まれてきたという である。 
本事業の が 成された 1994 年度から 2014 年度までの 年 は京都橘大学地域連携
実 集（1994 年度 2014 年度）から得られる。 
https://www.tachibana-
u.ac.jp/research_area/local/regional_promotion/regional_policy/pdf/jisseki_2014.pdf 
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u.ac.jp/research_area/local/regional_promotion/regional_policy/pdf/jisseki_2014.pdf 
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2015 年から 2021 年までの京都橘大学地域連携実 集の を に するが、医療
学部から健康教 や体 定、地域 等をテーマにした地域連携が推進されてきてお

り、本事業に つながっていることがわかる。 
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このプログラムでは、医療 外の学
部のプログラムも 多く されて
いるが、大学全体で地域連携を推進し
ている一 として本事業も実 され
てきた がある。 
し 本事業は単年度で 定されて

いることから、大学全体で継続的に推
進されてきた地域連携活動の中の、
｢医療 ｣の、｢単年度｣の、一側 から
の 研究報告であるということが
できる。また大学全体で推進している
活動は、大学連合およ 京都 との連
携プロジ クトの一 でもある。 
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具体的には｢学まち連携大学｣というもので、2016 年度からはじまったプロジ クトであ
る。公 団 人である大学コン ーシアム京都が京都 と で、進めているプロジ
クトであり、大学の 、京都を中心に大学の社会連携が 多くの り によって実現し
ている。 って、 の大学とも連携したプロジ クトが推 されている。山 では、京
都 大学があり、京都橘大学は京都 大学とも連携している。若い世代の代 である
学生が、地域の や 活動団体、地域 業、 などと連携した活動を進める
ものであるが、連携先の主体の多くは今日、高齢者が する団体である。｢学まち連携大
学｣のプロジ クトでは、学生による公 地域連携活動へ助成を っており、地域社会と
連携する 3 人 上の学生のグループであれば があるという になっている。
現 は、第 期に っており、このプロジ クトを通じて、あるいは を けながら、
本事業の実践的な 研究の になった、各 ーキングの萌芽が成長してきた。また、こ
のような は、大学全体の や について学生が、若い世代（学生等）によるどの
ように考え、どのように高齢者の生活支援に結 つくかを感じ り、 動する上で、大き
な があったと思われる。本 研究においては、若い世代（学生等）が、 に高齢
者の生活支援に 極的に参 できるにはどうしたらよいかが、テーマになっているが、大
学について、学生が単に、 人的な 識、 能を につける教 機関ではなく、多 な地
域連携活動が当たり のように実践されるチャレンジの場であるという意識を てる
であるかどうかは、本研究の課題に関連している。 って、この は、本事業の｢先 事業｣
としたが、｢ 事業｣というべきもとといえる。 
 
｢学まち連携大学｣促進事業については 
https://www.tachibana-
u.ac.jp/research_area/local/regional_promotion/regional_policy/sokushin.html 
 

ージに した各年度の地域連携実 集については、 
https://www.tachibana-
u.ac.jp/research_area/local/regional_promotion/regional_policy/jisseki.html 
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2. 社会人 、医療人 の 成と高齢者 
・・・高齢者と学生のコ ュニ ーション（医学 授業の たな立ち上げ）・・・ 
 
1）本事業における け・  

的 3 の｢大学における教 と高齢者の支援プログラムのための実践｣のひとつとして、
2023 年度より、 しい授業として健康 学部の 1 年生を対 に、｢医学 ｣の授業を立ち
上げた。この授業においては、社会人 のひとつとして、学生が高齢者を して、
高齢者とコ ュニ ーションをとれるようになるための実践的な り を導 した。こ
の り は、本事業においては、高齢者の生活支援の となる、若い世代と高齢者の
コ ュニ ーションの特 や 題・課題を 出することで、重要な となるもので
ある。 
その として、ま 、高齢者の側から た場合、単に、 出しや といった日常

的な支援 の に短絡的に 定することが、高齢者支援につながるのではないという本
事業の 本的な考え方があるからである。高齢者は、本来は若い世代との、もっと進んだ
関 を望んでいるのであり、高齢者と若い世代との関わり合いそのもののあり方から考慮
する 要があるからである。高齢者にとってコ ュニ ーションは最も大きな支援ニー
であるとともに、 世代間とのコ ュニ ーションは最も 的な営 とも言える。 
一方、学生の側から た場合、現 の若い世代が核 の中で ってきたことを考慮する
と、多くの学生にとって高齢者とのコ ュニ ーションは にチャレンジするある意
で“ しい”体 である。授業においては、ま 近な高齢者とのコ ュニ ーションを求
めたが、学生たち が、 、 といった 関 にある高齢者ともコ ュニ ーシ
ョンをとる機会が っていることを意識している。 
にもかかわら 、学生たちは、社会に出た場合に、 として、あるいは ート ーとし
て高齢者と関わる機会が多い。特に、医療 の学生にとっては、医療を ける多くの対
者が高齢者となる。 って、健康 学部の学生たちにとって高齢者を して、高齢者と
のコ ュニ ーションが にとれるようになることは社会人 、ひいては｢医療人

｣としての能 の 成につながるのである。 
 
2）授業の 要と本事業との関連（授業シラバス） 
この授業では、医療 の学生を対 に医学の の中で、人 がどのように感 と

ってきたかといった医学の と人 の営 といった内容を く う。 だけでなく、
特に近年のトレンドから た 来に向けての 題や課題を うものである。たとえば、

する 等を考慮した との関わりなどもテーマに含まれている。しかし、中でも
来の の中で人 が することのなかった高齢 社会の進 は、特に重要なテーマ

であり、実践的な 地から、高齢者とのコ ュニ ーションを 近な高齢者ととったり、
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高齢者を中心とした NPO であるシー ネット京都からメンバーの さんを いたりして
授業内でもお をするという をおこなった。さらには、 ポーターセ ーを
授業内でおこなって学生全員が ポーターになるということも含まれた。 

 
授業 医学  
授業の対 健康 学部 1 年生 

・ の   
担当教員 平出 敦、関  、 本 、 山 一  
2022 年度 期 
 
 
教  

 や社会人として 要とされる 識や教 を 得する。 
 的関心をもって学 していく 度や心 えを 成する。 
 なる考え方や なる を つ人々を する能 を 成する。 
 医療の の中で われた 本的な 識と 術を につける。 

 
人 の は いとの い の であるともいえる。例えば、 との いは

ストや には したものの、 、 ンフル ン 、コロ の 興の ルスと
いった たな との いが き こされている。さらに、ラ フスタ ルの 、人口の
少子高齢 等の社会 の は生活 などの たな い の 生の 地となって
いる。医学はこのように たな の との いを えている。また、高齢 や生活 に
ともなう との いだけでなく、 常 や 動の にともなう の 加も、
人 にとって大きな となっている。こうした医学の を振り りながら、 医学の

、現 、未来 を して、学生が医学、医療の現代的な 題や課題と 点をもち、

単に、教員から を
けるだけではなく、

学生 のディス
ッションが主体の授
業とした。学生たち
が、医療の から
た現 の 題点、課題
を考え、高齢者社会へ
の対 を、 ら考える
ことを とした。 
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的に り ことがこの授業のテーマである。 
 
授業の  

人 の や社会のもつ 題や課題を つめる 識をもち、
どのような にも通 る社会人 を につける（この
は大学のディプロマポリシーである｢ 立した社会人として

社会に貢献するための 識や能 、 を につけている。｣に結
ついている）。 
学生 のディス ッション、 世代の方々とのコ ュニ

ーション等を通じて、 者の立場から 事が考えられる人 とな
る。（この は大学のディプロマポリシーである｢  者と
に交流し、人への 慮ができるような能 を につけている。｣

に結 ついている）。 
を 点に しい課題に し、一 社会での課題に向かうことにより、 の

来に 要なものは かを つめ すことができる。（この は大学のディプロマポリシ
ーである｢ 立した社会人として 要とされる 本的な 識や能 を につけることに
よって、さまざまな課題に を って り 、 できる を につけている。｣に結
ついている。） 

 
授業の 要 
1  人 の の中で、医学に関連して最も が大きかった事 を検討して る。 
2  健康上の し や として 上、最も人 を かしたことは かをディス ッシ
ョンする。 
3  人 の との いの中で、今日的な 題や課題は かを考える。 
4.   常 や 動と たちの立ち について考える。 
5  人 上、例のない高齢 社会の 題と課題を検討する。 
6   高齢 社会の具体的な課題の一つとして への対 を考える。 
7  ポーターについて学 。 
8  高齢者とのコ ュニ ーションを体 し、コ ュニ ーションの 本を学 。 
9  高齢者が に支援として求めていること、感じていることなどをまとめて、 人 健
健康 進の り に する。 
 
なお、 ポクラテスを中心とする集団（コス ）が 代 リシャで、現 の医学に通

る医療の を いたと えられる。 リシャのコス には ポクラテスが大 の
で をしたというプラタ スがあり、京都に ち られた 子から山 の地で てられ
たものである。 

 
大学の近所の
の に つ、 ポク

ラテスのプラタ ス。 
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3）授業の実際・・・ 近な高齢者とコ ュニ ーションをとる 
高齢 社会の中で、高齢者とコ ュニ ーションがとれる人、社会人、医療人になるこ

とは極めて重要ではあるが、核 の中でほとんどの学生が ってきている。そのため、
や を えた世代の方とコ ュニ ーションをとる機会は日常的には実際上、学生

たちには われている。授業では、ま 、学生 でのロールプレ 等を通じて、コ ュ
ニ ーションの を学 、 ールとしてのコ ュニ ーションの え方を実践したり、
実感した後、 近な高齢者とコ ュニ ーションをとってくることを課題とした。 は、
学生に 近な高齢者とのコ ュニ ーションから得られた、｢日常生活における高齢者の
りごと｣あるいは｢ニー ｣について、コン クトな報告を求めた内容の一部である。 

 
・ は、現 人がいないため、 れてしまった場合、 かれるのが れてしまう
ことが である。また、 の運 をして、 い に くのも になってきているらし
いが、 回タクシーを うわけにもいかないので、外出の際の にも ってきているらし
い。 
・ の はある を っており、その に対する が大きいという。その にも

の 痛、 れがあることや の えも に感じている。 
・ に を いたとき、少し りだして えてくれる感じが しに感じられた。

には本当に んでいることは少し言いにくいと思う。だからこそ が定期的に会い
に って しくお しするだけでも か わっていくのではないかと思った。 
・高齢者の方が望 ことは、 の であるとおっし っていました。 の 点
から階段をスロープに するなど、若者にできることはたくさんあります。 近に

を り くことで、高齢者の方の は少しでも されるのではないかと思います。 
・ に を くと、健康 と での が大きいと していました。もし大きい

にかかれば多 の医療 が 要になるので、これまでの で りるのかと そう
でした。体が になれば、ホーム ル ーの人などからの援助も 要になることから
も ・健康 の が大きいようでした。若者からの支援としては高齢者と若者が
を したり を ったりできるような ントがあればいいなと していました。
は、高齢者として最も なのは、これから どんどん体が くなっていき、 か

に をかけてしまうということだと言っていました。そのためなるべく、 お い
健康に を い、できるだけ たちだけで らせるようにしていこうと めているとの
ことです。 
・若者にどんなことを支援してほしいかと ると、 なことでもよいから っている
ときに をかけてくれると、たとえそれを求めていなかった でもうれしい ちになる
と言っていました。 
・" の は、地方で らしているため、 しでは生活が出来ないことに さを感
じている。それだけでなく、先 から け継いだ 地の継承について を感じているそ
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うだ。デジタル も進んでいるから 子機 の い方を学 たいと言っていた。" 
・ に を くと、もし が こって することになった に 早く動けないこと
が心 といっていました。 の は が く、 く も を き っているので早く
ることができません。もし支援してもらえるとしたら、 が こった により 全でよ
り早く できる を りたいと言っていました。・・・・・・・・・ 
上の学生たちの報告を、 した結 の一部が である。 

 1 2 
度 

て 助  続助  118 
が 助  助  91 
の 助  連体  89 
、  点 86 
いる 動  立 73 
。  点 66 
に 助  助  58 
た 助動  * 57 
は 助  助  54 
と 助  助  52 
だ 助動  * 50 
こと  立 48 
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さらに、 について 度 に すると のようになる。 
  

1 
 
2 度 

  
1 

 
2 度 

こと  立 48   一  5 
ため  立 15   立 5 

  代  15   一  5 
  容動  15 心   続 5 

の  立 14   一  5 
者   14 体  一  5 
高齢  一  12 地域  一  5 
人  一  12 そう   4 

  一  12 マスク  一  4 
そう  特  11 一   4 

"  続 10 外出  続 4 
  続 10   一  4 

よう  立 9 所   4 
若者  一  9 人   4 
支援  続 8   一  4 
コロ   一  6 方  立 4 

  一  6    4 
たち   5   続 4 
とき  立 5 ・・・ ・・・ ・・・ 

 

 
高 度で出現した の中で 10 上出現（33 人の学生報告中）したものの中で意 の

ある としては、｢ ｣、｢ ｣、｢高齢｣、｢人｣、｢ ｣、｢ ｣があげられる。 
対 学生は 1 年生であることから、ほとんどが 18 から 19 であるが、その中で、
の方が学生においては、 感が大きく、 の 2 の 度であることがわかる。しかし、
それ 外に、｢ ｣といった に関連することばが、 られることは される。 
ここでは、 も られることから や対 の 要はなく を れば｢
｣と関連していることは らかである。 

 
 
4) 医学 授業の実際   ・・・高齢者を から る 
上 の授業の内容からも、高齢者に を え、 かすものとして、 や のキー
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ードが き彫りになった。人 の の中で、現 、 動は現 の高齢 社会にも
大きな を えている。高齢者は の中で 動や 報 集をはじめ、多くの
点でハンディキャップがあることは らかであるが、どのように若い世代が高齢者という

者に対 できるかは、重要な課題である。本事業のために した授業として、
、およ それにともなう をテーマに、 対 の 上 を授業内で った。 

 
この授業では、この地 の実
際の地 をA1 でプリント
ア トして、学生のグループ
ごとに、 や、
者対 について、 して
をまとめた。ハ ードマッ

プを参 に、この地 の
の や高齢者の多い

団地などが指定できる。 
 

 
京都 山 のハ ードマップ（ から 、 れ、地 ）を参考にして、 者
を るための対 を検討した。 
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その中で、スマホを いた検
や 報 集は、上 のよう

に若い世代（学生等）は、日
常的になれているとこ で
あり、特に を できる部
である。 

 
 
 
 
 
 
 

 
5）医学 授業の実際・・・高齢者と学生とのコ ュニ ーション 

 
 

のような 近な高齢者との会 を 後、 対 の高齢者とコ ュニ ーションを
とることを授業内で実 した。 
2022年7 21日にNPOシー ネット京都のメンバーの方々に大学までお しいただき、
学生のグループに っていただき、お いがコ ュニ ーションをとり、その内容を
した。9 グループに 9 人の高齢者の方が っていただいた（コ ュニ ーションの に
ついては後 ）。 
 
 

つのグループに 6 人の
学生がメンバーとなり各
グループに高齢者の方々
が、一人 つ って、会
を しんだ。 めて会っ
た高齢者ともコ ュニ
ーションがとれなくて
は、 しい 代の医療人
となることはできない。 
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）医学 授業の実際・・・ ポーターセ ー 
者は、高齢 のトレンドの中でますます 加している。 は、中

の 機能 にともない社会生活に支 をきたした をさすことから、 ジング
にともなう と に関連している。したがって高齢者を する上で、また高齢者と
のコ ュニ ーションをとるために、 への は重要である。本事業では、この医
学 の授業において、京都 の をえて ポーターセ ーを授業内で実 し
た。 
セ ーにおいては、近 の京都 山 大 地域 支援センターにたいへんお世

になった。このセンターは、 ィラ山 デ ー スセンター 、 ィラ山 オレン
ジデ ー スセンター 、 ステーション ィラ山 、 ィラ山
支援事業所 、 高齢 ポート・大 を する高齢者 の 合 であり、授業

のために参 いただいた。 
 

 
 
  

学生の 9 つのグルー
プを バーするため
に、10 人のスタッフ
が授業の 間に合わ
せて、日 を の
上、グループセッシ
ョンにフ シリテー
トいただいた。 
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7）医学 授業に き続く課外授業・・・中山間地域に高齢者支援に く 
医学の から き、現代の課題としての、 上、 のなかった高齢 社会の進
について授業では学 、高齢者支援のあり方を した。授業においては、 近な高齢

者から、 対 の高齢者まで、コ ュニ ーションをとることを実践したが、この授業に
続く課外授業として 望者に対して中山間地域での高齢者支援の機会を した。授業後
の、一つの社会実装である。 

 
 

 
 
また、人口に対して の が く、 のように 大な が がるが 動の 担が極
めて大きい。一部の学生は早 にお えに出 した。 

活動の地域は、
山添 であり、 コ
ロ クチン の
支援を高齢者に対し
て学生がおこなった。

は、 の集団
会場での である。

で外出が な
高齢者を学生が ス
コートした。 

タクシーに っ
て学生が 対 の
高齢者をお えに
き、 会場に 着す
る 子。 大な の
中に集団 会場は
あるが、高齢者の
には、 が を
んで対 する ース
が少なくない。 
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学生は、医学 を し、高齢者とのコ ュニ ーショントレーニングや ポー
トセ ー等を した健康 学部 1 年生の 望者で、 が られていることか
ら 7 に 定された。Teaching Assistant の で医学 の授業を支援している大学院
生も加わり 2 人が アとなって、一人の高齢者の スコートをした。

 

 
京都橘大学の医 教員等、医療 の教員が継続的に っているとこ であり、その もあ
って、高齢者の スコート支援が実現した。 
 
なお、 スコートした学生と高齢者との会 において、山添 の高齢者としてどのよう

な ポートを望んでいるかを学生が したとこ 、4 人の高齢者の中で、回 が得られ
たのは 3 人で、い れも 動 段のことをあげていた。このうち一人は、｢山添 は い

は、山添 の社会
会において、高齢者

の スコート後に、振
り りを っている
子である。学生たち

が、社会 会の
事 局長の 氏から、

タクシーの運
について、 を け
ている 子。なお、
クチン の支援そ
のものには、 

は、 クチン
そのものを支援す

る教員と 会場で
のス ップ。 スコ
ートを けた高齢者
は、 間 に、
81 、88
、77 、92
で、最後の方は
子対 であっ

た。 
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をする場所も られているので学生と一 に い に ったりできれば しいだ うな｣
といった感 をのべていた。また、 草が生い ることから草 りをあげた高齢者もいた。 
ただし、 で公 的なことに り んでいる方々への では、 動も草 りも 全 や

の点で な検 と が 要であることが指摘されている。学生等が に参 す
ることがはたして 的な生活支援につながるかどうか、また継続的な支援になるかどう
かは、 題である。コ ュニティを支えている方々にとっては、もっと な方向 からの
高齢者支援が メージされているという感 がえられた。 
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8) 高齢者と学生とのコ ュニ ーションの   

5）の授業について、一部のグループで、 を い、高齢者と学生のコ ュニ ー
ションについて、テキストマ ニングを いて を加えた。 
 
的 高齢者と学生のグループのやりとりを で して、 で しいコ ュニ

ーションの特 を らかにする。 
 

的 慮 京都橘大学研究 委員会より の で承 を けた。 
研究課題 学生と高齢者の世代間交流に関する 研究 
承 22-06 

的 慮の実際 学生に対しては、授業中の 言、 等の について、授業日ご
とに を うとともに、Learning Management System上でオプトア トを可能とした。
高齢者については、書 で承 をえた。 
 
方 各グループでの高齢者と学生の会 を し、 こしするとともに、テキスト
マ ニングの で した。会 では特にテーマを定め 、1 間 度の 間を確 し
た。 
テキストマ ニングは、京都大学 報学研究所と NTT コ ュニ ーション 学 研

究所のコラ レーションによる 研究 ニットで開 された MeCab を フト アと
して いた。MeCab は、 本的には言 、 書、コー スに しない 的 による

フトであるが、本研究では日本 の言 として いた
（https://nlp.ist.i.kyoto-u.ac.jp/kuntt/）。 とは、言 的な意 をもつ最小単 のこ
とであり、 現の単 として、それ 上 できないとこ まで された要 をいう。
たとえば、｢お ｣という 現は、｢お｣という （ さを 現している）と｢ ｣とい
う に される。 

は の 度を する際には、現 、最も した と なされており、
的言 デルともいえる。 

MeCab を Rから うために、R3.6.0 で RMeCab と ばれるラ ラリを いた。 
ア ト ムについては、グループ内で いが生 る 度を ントして、 いの 度との
関連を検討した。 関は、連続 の関連として Pearson の 関 によって 価し
た。 
 
結  

のリストの例 
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9 グループ（A I）中、6 つのグループ（A,B,D,E,G,I）で 可能な を得ること
ができた。 
は、1 つのグループ（グループ A）の高齢者の 言を して、特定の の
度を、リストアップしたものである。 言内容は、 の のように に され

た。 
高齢者と学生の会 における高齢者の 言の のリスト（一部 ） 

（A グループ） 
 1 2 度 

て 助  続助  264 
た 助動  * 208 
は 助  助  190 
の 助  連体  161 
が 助  助  148 
に 助  助  143 
です 助動  * 132 
する 動  立 124 
だ 助動  * 115 
で 助  助  103 
か 助  副助 立助 終助  97 
ます 助動  * 97 
を 助  助  92 
も 助  助  84 
ん  立 78 
の  立 70 
こと  立 65 
って 助  助  64 

  代  56 
・・・・ ・・・ ・・・・  

 
度の高い にリスト すると助 、助動 が 的に 多く されたことがわ

かる。しかし、助 、助動 体は、 現の内容と 結しにくいことから、 現の内容と
結しやすい 、 容 についてもさらに に 度が高いものをリスト した。 
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高齢者の 言の のリスト（ ）（A グループ） 
 1 2 度 

ん  立 78 
の  立 70 
こと  立 65 

  代  56 
人  一  51 

  代  46 
とき  立 44 
それ  代  38 

  一  26 
   24 

う  立 22 
さん   21 
京都   19 
今  副 可能 18 

・・・・ ・・・ ・・・・  
 
 

高齢者の 言の のリスト（ 容 ）（A グループ） 
 1 2 度 

ない 容  立 22 
若い 容  立 15 
いい 容  立 10 

しんどい 容  立 6 
しい 容  立 6 

ものすごい 容  立 5 
多い 容  立 4 
よい 容  立 3 
い 容  立 3 

小さい 容  立 3 
少ない 容  立 3 
・・・・ ・・・ ・・・・  
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の の  
の 、およ およ その の を高齢者およ 学生で した。

に、 、 容 についても に した結 が の で、高齢者の の
を したリストである。 

高齢者の 言の 結  
グループ  

 
 
 

 
 

 
 

容  
 

容  
 

会 中の 
の 度 

A 6090 989 1903 565 115 36 23 
B 5380 993 1625 585 108 28 48 
D 4295 769 1112 383 154 42 20 
E 3019 635 871 324 98 37 1 
G 4446 838 1208 452 172 39 70 
I 4941 937 1620 583 92 30 37 

 
一方、学生の 言については、 のように できた。 

学生の 言の 結  
グループ  

 
 
 

 
 

 
 

容  
 

容  
 

会 中の 
の 度 

A 1026 284 343 139 13 8 23 
B 914 281 280 141 26 13 48 
D 1792 453 537 223 63 23 20 
E 737 225 737 225 12 8 1 
G 2722 618 800 324 83 32 70 
I 334 149 121 63 11 8 37 

 
高齢者と学生の 言の については、 のように できた。 

高齢者 学生の 言の 結  
グループ  

 
 
 

 
 

 
 

容  
 

容  
 

会 中の 
の 度 

A 7116 1273 2246 704 704 458 23 
B 6294 1274 1905 726 726 388 48 
D 6087 1222 1649 606 606 691 20 
E 3756 860 1608 549 549 835 1 
G 7168 1456 2008 776 776 972 70 
I 5275 1086 1741 646 646 213 37 
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上より、い れのグループでも高齢者の 言 が学生より多かったが、ま 、高齢者の
言 の の の関 もしくは、会 中の いとの関 を検討した。 

 
高齢者の 言に関する （ の 関 ） 

  
 

 
 

 
 

 
 

容  
 

容  
 

 
 

0.957      

 
 

0.964 0.955     

 
 

0.886 0.974 0.940    

容  
 

-0.069 -0.162 -0.308 -0.326   

容  
 

-0.419 -0.625 -0.578 -0.754 0.710  

会 中の 
の 度 

0.371 0.505 0.274 0.468 0.498 -0.221 

 
上 の の各 の P 値 (Pearson) 

  
 

 
 

 
 

 
 

容  
 

容  
 

 
 

0.003      

 
 

0.002 0.003     

 
 

0.019 0.001 0.005    

容  
 

0.896 0.760 0.553 0.529   

容  
 

0.408 0.185 0.230 0.083 0.114  

会 中の 
の 度 

0.469 0.307 0.599 0.349 0.315 0.674 
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一方、学生の 言 についても の を進めた。その結 は のとおりであ
る。 

学生の 言に関する （ の 関 ） 

  
 

 
 

 
 

 
 

容  
 

容  
 

 
 

0.998      

 
 

0.690 0.671     

 
 

0.871 0.860 0.952    

容  
 

0.958 0.966 0.592 0.796   

容  
 

0.961 0.967 0.595 0.800 0.996  

会 中の 
の 度 

0.552 0.554 -0.006 0.245 0.575 0.629 

 
上 の の各 の P 値 (Pearson) 

  
 

 
 

 
 

 
 

容  
 

容  
 

 
 

<.0001      

 
 

0.130 0.145     

 
 

0.024 0.028 0.003    

容  
 

0.003 0.002 0.216 0.058   

容  
 

0.002 0.002 0.213 0.056 <.0001  

会 中の 
の 度 

0.257 0.254 0.992 0.640 0.232 0.181 

高齢者でも学生でも、 の と は、 の 関があったが、会 中の いの 度
とは、い れも 意な関連を得ることができなかった。しかし、学生では 0.6 後の 関
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が得られた。次に高齢者と学生の合 を した。 
高齢者と学生の の合 についての （ の 関 ） 

   
 

 
 

 
 

 
 

容  
 

容  
 

 
 

0.959            

 
 

0.801  0.666          

 
 

0.860  0.901  0.771        

容  
 

0.860  0.901  0.771  1.000      

容  
 

-0.015  0.120  -0.119  -0.019  -0.019    

会 中の 
の 度 

0.674  0.819  0.431  0.899  0.899  0.051  

上 の の各 の P 値（Pearson） 
   

 
 
 

 
 

 
 

容  
 

容  
 

 
 

0.003            

 
 

0.055  0.149          

 
 

0.028  0.014  0.073        

容  
 

0.028  0.014  0.073  <.0001     

容  
 

0.978  0.820  0.823  0.971  0.971    

会 中の 
の 度 

0.142  0.046  0.393  0.015  0.015  0.924  

その結 、高齢者 学生の からは、 にあるように、 の 、
の などに 意差が得られたが、特に、 容 については、 の について
の 関が得られた。 容 の と会 の中での いの 度を にしたのが次の で
ある。 
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上、高齢者およ 学生の 言の に関する から、次のことがわかる。 
高齢者の 言では の は、 言された の の と 関している。 

に の の は、 言された の の と 関している。 
しかし、 容 については、 と の とは 関しなかった。 
一方、学生については、 の はその の の とは 関していたもの
の、高齢者とは 向が なっており、 と 容 は く 関していた。 
会 の中で、一 が いに まれる場 （一 ）があるが、その 度と高齢者の
言 とは、 言 全体、 、 容 の 、 のい れも関連がなかった。 
いの 度と学生の 言 についても、い れも関連がなかったが、 容 とは

0.575 の 関 、 容 の では 0.629 の 関 に った。 
グループ内の いは高齢者およ 学生の 作 で こっていることから、高齢者お
よ 学生の の合 について検 したとこ 、 の 、およ の
については、関連がなかった。しかし、 の の 、およ の の につ
いては、い れも関連が られ、 関 はそれ れ、0.815 およ 0.899 に んだ
(P<0.05)。また、 容 の について らかな関連があり、 関 は 0.899 に
った（P<0.05）。 
容 の内容については、 の最も少なかったグループでは｢つらい｣という 現が

最も多かったが、 のグループでは、｢いい｣｢かっこいい｣をはじめとして多 な 現
が られた。 
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考 高齢者と学生のコ ュニ ーションの から えてくるもの。 
若い世代による高齢者の生活支援の中で、最も重要なキー ードの一つは、コ ュニ

ーションであることは間 いとこ である。高齢者の生活支援で最も が高いのは、
コ ュニ ーションであるからである。 の高齢者が し りに に会った場合、多
になることは少なから する。人間は、長い 代を集団生活を うことで進 して

きたこともあり、言 コ ュニ ーションのための機能も の動 と して 学的に
も機能的にも している。したがって の高齢者にとってコ ュニ ーションのニー
が高いことは当 ともいえる。この は、本事業にとっても極めて重要な意 を っ

た であると 識している。 
本学では、 本 教授らが、 から 高齢者の に、学生が参 する

を った。が、実際には、 しも とはいえなかったとの であった。 とは、
19 世 から 国で われていた friendly visitor に するといわれるが、一 の 的な
事業として ランティアによる高齢者 の である。わが国でも各地で定着しており
高齢者を する 員に学生が して高齢者 を するのである。しかし、

学生にとっては、なかなかお する 題もなく、あまり の意 が せなかったという
ことであった。また、この授業のあと、授業後の課外活動として、地 の京都 山 地
域支え合い活動 出事業の 1 つである｢おし べり 事業｣への参 を かけたが、学
生の参加 望者はなかった。この事業は、山 の生活支援コーディネーターの かけ
で、この地 の 高齢者に 確 や世 のために、 1 回、 をするという ラ
ンティア事業である。医学 で高齢者とのコ ュニ ーションのトラ アルを けた学
生ではあっても、参加の チ ーションがわかなかったという結 であった。一方、山添
の高齢者の クチン 支援については、参加 望者が 18 いた。このうち のキ

ャ シティの関 で実際に参加ができたのは 7 人であった。 
本授業では、 などの 近な高齢者とのコ ュニ ーション後、 対 の高齢者と“お
”をするというチャレンジをしたのだが、授業の を全体として る りは、よい
で、活 にお をする高齢者を学生が け れているといった であった。しかし、

その内容について を った結 は、 くべき内容であったといわざるをえない。
ひとつは、 しく会 が進んだという 度として、一 が った、 いの 度を 度に

の を て たとこ 、わ か 6 グループの であったがグループによって大き
な差があったことである。さらに いが に こったグループでは、 の の 、
およ の の が多かった。 の 、 の ではないことから、単に の
が多いのではなく、内容的にも実 が であったと考えられる。一方、高齢者と学生

の した 容 についてはその が多かったという事実があった。その 容 は、 す
ごい とか、 かっこいい とかポジティ なものも多かったが、実はそれだけでなく つ
らい とか、 痛い とかいった一 ネ ティ な 現も 多く含まれており、 的、
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な 容 現が されたグループに、 しいコ ュニ ーションの 開があったのでは
ないと推 される。 
ただし、本 には、 意すべき もある。ひとつは、授業に 待した高齢者の方々

は、NPO で 々な活動をされており、 で 員が して を確 しなければ
ならないような 高齢者とは、 も意識も なる可能 がある。おそらく授業 し
ていただいた高齢者は generativity が高く、世代間の交流に 極的な高齢者であったこと
が考慮される。また、 は の 度 として現 、最も できる と言
われるが、内容的な が ではない。 
しかし、そのような があってもそれでも、今回の結 は、高齢者と若い世代のコ

ュニ ーションのあり方に、一つの ント、もしくは今後、さらに すべきト ックを
えてくれている可能 があると考えられる。 感とは、一 には 人の感じたことを、
もその通りだと感 ることだと言われる。あるいは、 者と感 を することとも

いわれる。ただし、医療コ ュニ ーションの世 では、 が感 を 現した際に、
も して、その感 を したことを“ 現する”ことが重視されている。それが医療

の世 では 感である。高齢者と学生のやり りの中に、そのような な感 や 容の
出があったとすれば、世代という を えた間のやり りが 的で しい 間につ

ながっているのかもしれない。また、さらにこのような は、若い世代による高齢者支
援のあり方そのものにも、 らかの ントを えている可能 がある。若い世代による高
齢者支援は、 の の生活支援にとらわれては であることは、関 者が 識している。

やかな り をいかに現実 していくことが、 要である。そのためには、このよ
うなコ ュニ ーションの要 を らかにして、ほんの少しの心がけで、 やかな り
に につながる ントにつなげていくことが期待される。それは、感じたことの な
現ができるシチュ ーションにあるのかもしれない。 

は、 には、 者となりえる高齢者を大学
に 待して、 の や対 について、 上
をおこなっている 子を示したものである（ 4 年
2 12 日 ）。若い世代と高齢者が一 に、

や 所の 定について、 を立案してい
る。若い世代にとっては、ある意 では、高齢者との
コ ュニ ーションは ント的な催しは 1 つのき
っかけとして している可能 がある。なかなか

や 事業などの地 な活動の では 的な
参 を促進することは しいといえるかもしれない。 
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お助け の授業とお助け  
  ・・・ お助け における学生の意識とその意  
 
事業における本 の け・  
京都橘大学 学部では リキュラム内に生 健やか 学 （ 、お助け ）

や、生 健やか 学実 （ 、体 定実 ）として学生、が地域 高齢者の日
常生活の りごとに対する支援を う機会を っている。これらの交流の機会は、高齢者
の日常生活の りごとを 的に し、支援する機会となる。本 は、学生がそれ
れのお助け や体 定実 において高齢者の日常生活の りごとを し支援とし
て考えたことや、学生が える高齢者の日常生活の りごとについて らかにすることで、
高齢者の日常生活の りごとを する支援を検討するための一 となるのではないか
と考えた。そこで、 のような研究課題と研究 的を 定した。   
  
研究課題と研究 的  
RQ1 お助け や体 定実 を通して地域 高齢者と交流を通じて、 学生が

した高齢者の日常生活の りごとは か  
RQ2 高齢者との交流の体 の機会が えることで、 学生が する高齢者の日常生

活の りごとの は深 するか  
これらに き、高齢者の日常生活の りごとの に向けた、学生の を活 した高

齢者と学生 方にメリットのある活動のあり方を検討する。  
  
お助け について 
事 として教員は 中山団地に き、 報として 内容の とチラシの 示

を い、各 の要望を している。そして、事 オリ ンテーションを実 し、学生
が に りごとに対する支援を えるように ポートをしている。当日 3 年生はお助け
として、 のあった にグループで き、日常生活の りごとに対する支援を う。 
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として、 のあった にグループで き、日常生活の りごとに対する支援を う。 

  

179 
 

  
大ご の 出や の 動など りごとへの支援を っている 

 
体 定実 について 
 1 年生が大 や、本学で開催する体 定会に 3 回参加し、 定の ポートを いな
がら高齢者とコ ュニ ーションを らせていただく。 

  
 

 
体 定実 の 子 
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研究方  
本研究は、学生の 価や体 定実 レポートの 次 を う で進めた。具体

的には の通りである。   
1. お助け ・体 定実 とレポート課題の 出  

3 年生は、2022 年 6 にお助け 実 後、1 間 内にグループごとにお助け
を通して学んだ日常生活に関する りごとついてのレポート課題を 出した。課題の

価(成 )が するまでは 来通りに授業を運営した。  
1 年生は、2022 年 11 から 12 に開催された体 定への参加の都度、1 間 内に
体 定実 価 学 のレポート を 出した。 体 定実 価は、高

齢者の体 定参加 、各体 定参加後の 4 回、学 の 成 について 1.まった
くできなかった 5.とてもできた の 5 段階で 価した。  
 
2. 的 慮 
成 の 後、オンラ ン授業アプリ ーションでオプトア トの 書を する

とともに、 終 に 口 で した。オプトア ト後研究への 参加を した
学生はいなかった。   
また、 人 報の として、レポート課題は するため学 ・氏 を し、

本 中に学生や高齢者の特定につながり得る 報があれば に き えた。  
  

  
1）レポート課題について  
レポート課題はテキストマ ニング（ フト える ンジン）にて定 、定

的に した。テキストマ ニングで 出された テ リーの関 は ネット ーク
を示した。 
2）体 定実 での 価について 
体 定実 価の については、 定 を いた（ 意 を 5 ）。
は SPSS.ver29 を いた。  

  
結  

お助け について 
のあった は 17 であった。 対 として、96 の を いた。 

）学生が えた高齢者の りごとについて 
学生が えた、高齢者の りごととして 出された上 10のキー ードを 1に示す。

1 は い で学生の 30.2 が えていた。また、2 は で 20.8 の学生が
えていた。また、3 は 機会の 少 で運動する機会の 少などが 出され、9.4 の

学生が えていた。 
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1. りごと上 10 単 の 出結  

 
また、 い と関連するキー ード（ 1）を て ると、 けない る という
りごとの単 と関連していた。 

 
1 い についての ネット ーク  

 
 

）学生が えた高齢者の りごとへの支援について 
学生が えた高齢者の りごとへの支援として 出された上 10 のキー ードを 2

に示す。1 は い に く で 20.8 の学生が回 した。2 は 機会をつくる で
18.8 の学生が回 した。3 は 業者に で 12.5 の学生が回 した。 
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学生が えた高齢者に 要な支援上 10 単  出結  

 
）学生が えた高齢者のニー  

ールの える ンジンでは、ニー という視点でキー ードを 出する機能が
ある。その中で、 なこととして 出された上 3 つは 1 にくい （7 ）、
2 しにくい （2 ）、3 運 にくい （2 ）であった。 

 
体 定実 について 

 対 として 106 のレポート課題、 価アン ートのデータを いた。 
）高齢者の日常生活の りごとについて  

1 年生が えた高齢者の日常生活の りごととして 出された上 10 のキー ードを
に示す。1 は 間-かかる （3.5 ）、2 は - きにくい -痛い

-重い （2.8 ）であった。 
3 学生が えた日常生活の り事 上 10 単  出結  
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1 の 間-かかる に関連するキー ードを て ると（ 2）、 る う
作業 などの単 と関連していた。 

 
2 間-かかる ネット ーク  

 
2 の -重い に関連するキー ードを て ると、（ 3） 事

ちにくい などの単 と関連していた。 

 
 -重い に関する ネット ーク  

 
）日常生活の り事についての の深まり 

 （1）学生の 価アン ートから、本 に関連する として あなたは高齢
者が生活する上での日常生活の り事についてどの 度 できていると思いますか に
焦点を当て した。その結 、平 値は参加 と して、1 回 、2 回 、3 回 それ
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れ 意に上 した（ ）。しかし、1 回 と 2 回 、2 回 と 3 回 、1 回 と 3 回
に関して得点の 意差は られなかった。 

  

 日常生活の りごとの についての平 値の推  
また、 全くできない とてもできる についてのそれ れの回 の 合について

の については、参加 はあまりできないが 3 近くを めていたが、1 回 には大
に 少した。2 回 、3 回 は 少しできる の 合が 少し、 できる の 合が 加し
た。 

  

 .日常生活の りごとの についての各回 合の推  
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（2）課題レポートからの日常生活の りごとについて 
課題レポートを 対 とし、体 定参加 と、1 回 、2 回 、3 回 で上 のキー
ード 10 について に示す。各回の りごとに関する上 の単 は、 る

く 階段 などであった。 
 

4 1 年生が えた日常生活の りごとの内容   

 
 
考  
1） 学生が した高齢者の日常生活の りごとの特  
 学部 1 年生と 3 年生では、高齢者の日常生活の りごととして えた内容が なっ
ていた。1 年生は、体 定を通じて高齢者とかかわることから心 機能の に し、
そこから日常生活動作（ADL）に 間がかかる ことや、 が こえにくい が
痛い という日常生活での さを りごととして えやすいことがわかった。この体

定実 の に、1 回生は 学を通して高齢者の 体、心 、社会的 や 課題を
学 、それらの を高齢者 体 を通して学んでいる。実際に高齢者と交流する中で
体、心 、社会 の や、日常生活での さについてリアリティをもって で

きたと考える。また、日常生活の りごとについて、 -重い というとこ までは
えられているものの、例えば い の しさなど 事の かな日常生活にまで を げ
た には らなかった。教員が高齢者とのかかわり方や生活の 方についてあらかじめ
助言をすることで、もう少し が がった可能 があると考える。しかし、 学間もな
い大学生が、 日交流した 度で できることには もあるとも考えられた。 

一方で学年が進 、3 年生でのお助け を通して を すると い に け
ない 高いとこ の が大 運動や人と交流する機会が少ない というように、

No.

1 い 11.9% い 26.4% る 17.0% 10.4% 20.8%

2 11.7% 22.6% い 13.2% 者 9.4% 15.1%

3 10.9% 20.8% 13.2% 9.4% み 14.2%

4 者 9.6% に い 20.8% い 12.3% 9.4% 14.2%

5 8.5% 19.8% 12.3% い 9.4% 多い 13.2%

6 8.1% 18.9% 力 11.3% 生活 9.4% 者 12.3%

7 る 7.9% 者 17.0% 10.4% 8.5% る 12.3%

8 生活 7.5% 力 15.1% 10.4% 7.5% 12.3%

9 力 7.2% 15.1% 10.4% 多い 7.5% 生活 12.3%

10 7.0% い 13.2% 9.4% 力 6.6% る 11.3%
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日常生活の りごとを具体的に できるようになっていた。また、課題を通してではあ
るが、どのような支援が 要かというとこ にまで視野を げて考える もつけていた。
この日常生活の りごとを する一つとして、このお助け というような が重
要な を たしているということにも学生は いていた。この点では、1 年生からの
学 や を まえ、3 年生でのお助け お助け で、高齢者の生活の りごとへの
支援を うという を った リキュラム 成も重要なものであると考える。 

 
6. 学部 リキュラム 学年の と実 上げ メージ 

 
 
2) 学生が した高齢者の日常生活の りごとの の について 
 結 から、学生が 価として えた高齢者が生活する上での日常生活の りごとに
ついての は、実 と して、1 回 の体 定後に 意に できたという学生
の回 合が高くなっていた。しかし、各回を ることによる に 意差は られなか
った。このことから、体 定実 を 1 度 することによって、ある 度高齢者の日常
生活の りごとを できたと 価していることが考えられた。また、日常生活の
りごとの具体的なものについて 3 回の を えようとしたものの、今回のテキストマ
ニングの結 では、特 的な や深まりを 出すことは であった。というのも、対
者の日常生活の りごとというのは学生が け った方それ れお一人お一人が、それ
れの りごとを えていることが考えらえる。したがって、高齢者の りごとについて

の が深まるというよりは、高齢者が える日常生活の りごとについて、 々なもの
があるということに き、視野を げる機会になっていることは推 された。もし、高
齢者の日常生活の りごとについて を深めるという 的で実 を うのであれば、お
一人の方を継続して け つことによってその方の りごとが深まる可能 は考えられる。
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しかし、本学の リキュラムの特 としては、1 回生から 回生までの を重 る中で、
高齢者（対 者）の を深め、日常生活について やかな視点で し を して
いくことを 指している。また、1 回生の学 のレディネス段階を まえた上でも、 き
続き 々な 者との交流を通して、 い視点で高齢者の日常生活の りごとを えられ
るように実 を継続していきたいと考える。 
 
3) 大学生の を活 した高齢者と学生 方にメリットのある活動の り方 
 3 年生の結 において、 なことの 1 として 出された にくい は、高齢者
の日常生活の りごとを する上で課題となっていると考えられた。お助け は、
本結 で学生が えた、高齢者にとって となるものの一つである や、重くて運
ことが しい大 ご の 出など、 要 の高い支援を っている。高齢者が業者や ー
スを してまでは にくいものの、 っている部 に えることができる支援にな

っていると考える。まさに、 ー スの 間にある日常生活の りごとへの支援として重
要なものであると考える。 
また、高齢者と交流するお助け や体 定実 は、学生にとっては、学 の場、
させてもらう機会であり、 者として対 者を し支援するための視点を学 重

要な機会となっている。 
このことから、高齢者と学生等がお いに教える側、学 側という立場に立つことを

えて と え、高齢者に対しては学生等の特 について 報 を ったり、学生等に
は、高齢者が一 的に 若者 にどのような メージを ち、どのような振る いを期待
しているかを するなど、お いが を たしながら、win-win な活動となるような

が 要であると考える。 
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高齢者の を する 
  ・・・もの くり教 を通じた高齢者と学生の世代間交流 
 
1) 事業における本 の け・  
 高齢になっても、たとえ をもっていたとしても、その作業に 中になれれば、ひと
りでに体が動いていく。その人にとって意 のある作業は、その人を健康に、幸 にして
くれる。作業療 の ットーは 作業が人を健康にする ということである。 々が所
する作業療 学 は業療 学 では学 の特 を生かし、高齢者を対 として作業（もの
くり）を通じて 間 くりや活 くりに貢献する ルスプロ ーション・プログラム

を 2018 年度より実 してきた。活動は 1 回の 日、大学にて学生も参加する で
われた。高齢者の参加主体は NPO 人シー ネット京都の会員である。NPO 人シー
ネット京都とは、 後を支えあうことを 的として ークル活動を っている高齢者の

団体である。 団体と所 する学 は 関 にあり、学 は 団体の や健康
くりプログラムについての を い、 団体は研究 を ってきた。2020 年、
コロ 大の で一 を なくされたが、2021 年 1 より Zoom を っての

オンラ ンもの くり教 へと を えて継続してきた。オンラ ンでの開 当 は、つ
ながらない、 が出ないなど 々なトラ ルがあったが、高齢者たちも少し つ 作に
れ、これまでに バス ム テラリ ム ス ードーム など 々な作

を作成してきた。そうした中、 山添 で高齢者対 のもの くり教 を うことが
された。2022 年 11 と 2013 年 1 は、山添 の公 とオンラ ンもの くり教

メンバーの京都の をオンラ ンでつな というハ リッド で った。 
 本 の 的は、高齢者と学生が作業を通して交流する もの くり教 が高齢者の
健康 くりに える について検 していくこと、そして高齢者と若者との交流はお
いの世代にどのような意 をもたらすのかを らかにすることである。本報告における
は のとおりである。 

(1)もの くりを した若者との交流は高齢者の生活の を向上させる。 
(2)高齢者と学生の交流は 方にとって意 がある。 
ここで対 となる若者とは、作業療 学 の 3 回生と 4 回生であり、その中でも 者

の 、そして や高齢者を とする教員の 学生が中心となっている。また高
齢者側は つのグループが 場する。ひとつは 2018 年にもの くり教 が まった当
から参加している NPO 人シー ネット京都メンバー、そして 2022 年 11 、2023 年
1 にもの くり教 を開催した山添 の高齢者たちである。各グループの特 は後に
べることとする。 
ま 、 もの くり教 から オンラ ンもの くり教 、そして山添 での
ハ リッド もの くり教 への を振り っておく。 
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くりプログラムについての を い、 団体は研究 を ってきた。2020 年、
コロ 大の で一 を なくされたが、2021 年 1 より Zoom を っての

オンラ ンもの くり教 へと を えて継続してきた。オンラ ンでの開 当 は、つ
ながらない、 が出ないなど 々なトラ ルがあったが、高齢者たちも少し つ 作に
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いの世代にどのような意 をもたらすのかを らかにすることである。本報告における
は のとおりである。 
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ハ リッド もの くり教 への を振り っておく。 
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2) もの くり教 の  
2018 年 12 もの くり教 開  
ま 第 1 回 は先 のシー ネット京都の会員 の参加者があり、 きと
に かれ、ネックレスや ローチ、キーホル ーなどを 作した。参加者からは、 も

の くりを体 して若 った もの くりは がある、 に るのがいいと思う
などの感 が かれた。 
 第 回は 60 代から 80 代の高齢者 （ 4 、 3 ）と作業療 学 回生

（ 2 、 2 ）が参加し しあわせ 集局 という通常のもの くり
とは なった活動を った。 つのグループにわかれて 事から、 んなが幸せにな
れるような 事を集めて した。高齢者からは 若い人は AI や 学 術などの 事を
んでいて もしく思った 日々、 かひとつでもときめきを感じようと思った 、学

生からは 年齢が れているからこそ しい視点で一つの 事を ることができ、とても
になりました シニアと学生と った視点を ることができて かったです と

いった感 が かれた。それ れ 事の いから、世代の視点の いを感じて だ
ったようである。 後はお を ながら、次回、 を作るかを し合った。次回の課
題が まると、どんな 的で うのか、 にあげるのか、どのようなデ ンにするのか
を考えてきてもらうこととなった。単に作 を 成させるのではなく参加者 が

に 要な具体的 動を学
ため、もの くりの に
要な Plan ・Do 実
・Check 価・Action
の PDCA クルの活

を参加者にも意識 してもら
った。PDCA クルを意識
してもらうことが の
野や を し、
にもつながっていくと考え

られた。 
 
2019 年 学生と高齢者が した学  

2019 年 には学生と高齢者が して、学 に出 することとなった。 れるもの
を作 うということで 会 が われ、 りで集 しようとアロマを ったアロマスト
ーンやアロマ ックス シ などを作ることとなった。ラッ ングなどは学生がセンスよ
く い、 り子となり、 の値段 定であったが となった。 ではこれも学 学生
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が した 的が われ、高齢者たちも 的を し 、 方合わせて り上げ ンバー
ンとなった。 

2020 年 コロ による高齢者への  
学 出 など学生と高齢者の の り が り上がりを せたとこ で、

コロ 感 大の を けて 2020 年からは活動 を なくされた。シー ネット
京都の を得て、 コロ ィルス感 大の による高齢者の健康や活動実 に
ついてアン ート を った。 

は 2020 年 5 に会員の 130 に対して われ、アン ート回 者は 89 人であっ
た。その結 、生活への で最も多かったのが 人と すことが った で 72 、

しいと思うことが った も 54 だった。感 すると重 しやすいとされる高齢
者は、 の中にこもりがちになり、 生活 活 によりフレ ル（ ）が進 、社会
的交流も ることから、心 や 機能への が された。 体的フレ ルについては
々な 案がなされているが、 交流できないこと への な 案は少ない であっ

た。 からは、人と交流できないことに対して、 らは SNS を したコ ュニ ーシ
ョンを活 しており、一部では の作 をホーム ージや ログで したり、
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Zoom、AI 機 など しいコ ュニ ーション ール の動きも えた。こうした結
から、 もの くり教 をオンラ ンで 開することが可能なのではと考えた。 
そうした 案をシー ネット京都の 事らにして ると、 りに とばかりにこの

案に ってきた。しかしオンラ ンでの開催には い意 があるものの Zoom の 作等
に があることがわかったため、開 まで 3 回、シー ネット京都本部にて フトの

ンロードの 方から、Zoom へのアクセスの 方、 作の 方などを教えることとな
った。また、1 間に一回、Zoom で ーティングにアクセスしてもらい、 オンラ ン
もの くり教 の開催まで、Zoom 作に れてもらう機会を作った。 

 
2021 年 1 第一回の オンラ ンもの くり教 を開催 
こうした の機会を て 1 に第一回の オンラ ンもの くり教 を開催し

た。開 後には が こえないけれど、どうしたらいい などの が を通し
てあり、そうした には メラで PC を示しながら するなどして、なんとか 事に
進 することができた。参加者全員が コンを 作して から で Zoom を
し を作成した。作 ができあがると一人一人、作 を し、 したとこ 、
しかったとこ 、よくできているとこ など、お いに感 を交 しあった。 を

してメンバー も会 し、 に会えるようになったらプレ ントしたい 、 とても
しかったので今回 されているものを 人にも せたい といった感 が かれ

た。2 には 作りを い、これにも 10 のメンバーが参加し、交流を しんだ。こ
れはさすがに しいかなと実 を ったチャット 上に google form の URL を って
アン ートを るという も、意外とスムー に実 できた。ここまでの体 で感じる
のは、高齢者だから ICT はハードル高いという先 を たちが っていたことであ
る。そうしたハードルよりも らの がりたい という 望の ネル ーの方がはるか
に かった。シー ネット京都の高齢者たちはオンラ ンもの くり教 を体 し、
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Zoom の い方をマスターした後、会員 で Zoom 会 をしたり、 集の会などをオ
ンラ ンで主催するようになった。感 流 の”集えない“生活のなかでもオンラ ン
で 間と交流することができるようになったのである。こうした成 は高齢者たちの た
なことに する意 からきたものであ う。 
オンラ ンもの くり教 を 業研究の題 にした学生たち 
 学生たちも でオンラ ンでつながって高齢者たちと一 に作 を作っている。 回
生の 人は、このオンラ ンもの くり教 を 業研究のテーマとすることに め、 高
齢者たちは、オンラ ン 作でどんなとこ に き、トラ ルはどんな うに されて
いくのか オンラ ンもの くりでは、どんな場 でもりあがっていくのか に し
て、研究を進めた。学生たちは、高齢者たちが 上にオンラ ンを いこなして、
デオフィルターの機能で を くして に せなくなったり、バーチャル のままで
作 を せようとして作 が えなくなったりと、 心、探究心 えのトラ ルがある
ことに いたり、オンラ ンで するために もって した作 を していたり、

を集めるために近所を したりと、日常生活にもオンラ ンもの くり教 が
を えていることに着 した。学生たちは高齢者と交流するだけでなく、どのようにオン
ラ ンもの くり教 が高齢者の健康 進につながっていくのかを探究していった。 
 学生が特に したのは高齢者たちの主体 が向上していく 子だった。もの くり教
の運営についても 回アン ートをしては もう少し会員の交流の 間を長くして

は など会員からの意 も多く かれ、教 の進 などに していった。 フロッター

ジュ の回は 案者の高齢者が になって大学からオンラ ンで指導した。これは の
上にうすい を いてクレ ンや などでなどで を き上がらせるものだが、
なさん してい い な っ を集めてこられた。作 は、この に作るだけでなく
もって作って することを し にしている高齢者もいる。オリジ リティのある作
を作られており、オンラ ンを通して いに し、 を したり、 のメンバーの
作 に対して感 を口々に言い合う。こうした作 の と交流の 間を しんでおり、
こうした 間をもう少し長めにとってほしいという要望もよせられた。 
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2022 年 2 コロ の で学外実 に けない学生の 者 に 
 3 回生の最 の本 的な実 となる 価実 は 2 に われるが、この年はコロ の
で学内実 となる学生が 3 の となった。そのため 価実 の主 的である

価 の をシー ネット京都のメンバーにお願いすることとなった。実は 年の 2021
年もこの 者 をお願いしたのだが、その際には実際に大学に来ていただいて 的
に 価や の をしていただいた。しかし 2022 年はコロ の いも したことか
ら、オンラ ンでの実 となった。こうした からシー ネットの高齢者たちは、作業
療 学 だけではなく 学 、 学 、 学療 学 の授業に ばれたり、
者として学生の教 に貢献するようになっていった。 

 
2022 年 5 学生がオンラ ンもの くり教 の に 
この 期からは学生が となって、どのように するとオンラ ンでも わり

やすいかを している。この学生は、学生がオンラ ンもの くり教 の とな
ったことで、参加高齢者にどのような があったのかに関心を ち 業研究のテーマと
め、高齢者にも にオンラ ンで ンタ ューを実 している。 
 

2022 年 11 山添 とシー ネット京都メンバー をつないでのハ リッドも
の くり教  
 そんな中、今年度は 山添 で高齢者対 のもの くり教 を うことが され
た。山添 では の 報 のため高齢者のスマホ教 などを い ICT への関心を高
めようとしてきているが、なかなか 的に えていないという実 があった。学生がス
マホ教 をお いするという案もあったが、担当する 合 課と し、ま もの
くり教 で学生と高齢者の交流を うことから めようということとなった。 
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山添 は 東 に し、66.52 の のうち、 80 が山 であり、山あ

いから した流れは 川に 。それに って集 と 地が点 し、 業を主 業と
しながら してきた 山 である（山添 HP）。人口は 3,216 人（ 本 人口

 2023 年 31 日現 ）。高齢 は 2020 年で 48.5 、全国平 （28.7 ）より
も 19.8 ポ ント高く、少子高齢 、 が課題となっている。 

2022 年 11 と 2013 年 1 、山添 の公 とオンラ ンもの くり教 メンバーの
京都の をオンラ ンでつな というハ リッド で った。第 1 回はハーバリ
ム、第 2 回はレジンを ってアクセ リー作りを った。 
山添 の高齢者からは なかなか若い人と会う機会がないけれど、 のような大学生に

やさしく教えてもらえて しいひと だった 京都の方たちとも交流できてよかった
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また やってほしい と大 であった。Zoom を学 たいという方もいて第 2 回
の まりに Zoom のつながる を した。 
学生は、 段の学生 のような言 ではうまく わらないことを実感したり、どのよ

うに したらうまく わるのかを意識するなど年代の う人たちとのコ ュニ ーショ
ンの り方について学んだ。これから まる実 にも生かしていきたいと す学生もいた。
また 作った ン ントを せ合いながら しそうに会 しておられる 子を てやりが
いを感じた 、 回一 に作ったハーバリ ムをストラップにしてかばんにつけている
のを これ て とうれしそうに せてくれた方がいて本当にやってよかったと思った。
成感を感じた 、 もの くりの は高齢者の方々が全員いきいきしており も し

かった など、学生たちにとっては 作業の を体感する機会となったようであった。 

3) 本 の 的 
ここまでシー ネット京都を中心としたもの くり教 、オンラ ンもの くり教 、

そして対 とオンラ ンで うハ リッド もの くり教 の について べてきた。 
ここで、 度、本 の 的を確 しておく。それは、高齢者と学生が作業を通して交

流する もの くり教 が高齢者の健康 くりに える について検 していくこと、
そして高齢者と若者との交流はお いの世代にどのような意 をもたらすのかを らかに
することであった。本報告における は のとおりである。 

もの くりを した若者との交流は高齢者の生活の を向上させる。 
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高齢者と学生の交流は 方にとって意 がある。 
 
4) 方  
対 となる高齢者のひとつのグループは、高齢者 が支え合うことを 的に生まれた

高齢者による高齢者のための NPO 人シー ネット京都メンバーであった。これまでの
を てきたように、この集団の特 としては、Zoom など しいことにも する意

を っている人々である。人 は 10 で、 7 、 3 、平 年齢は 79.2 で
あった。年齢 成は、70 代が 7 、80 代 2 、90 代 1 だった。もうひとつの集団は、
山添 でのもの くり教 （ハーバリ ム）に参加した高齢者である。参加者は 14 で、
すべて 。平 年齢は 70 、年齢 成は、60 代が 、70 代が 8 であった。もの
くり教 の終わりで WHO/QOL-26 の に各 で えてもらった。また、もの くり
教 の 度や感 を べてもらうアン ートも い、内容を した。シー ネットの
参加者にはもの くり教 と学生との交流についての の ンタ ュー、参加した学生
についてはグループ ンタ ューを い、 し、 的に検討した。この に対する
研究 委員会の を ている（承 20-40）。 

WHO/QOL-26 は、 の を 定するのではなく、 検者の主 的幸 感、生活の
を 定するもので、 体的 域、心 的 域、社会的関 、 域の 4 域の QOL

を う 24 と、QOL 全体を う 2 の、全 26 から 成されている。それ れ
から 段階で点 しており、 値が大きいほど生活の は高いということになる。こ

れらについて対 のない t検定を った。 
 

5) WHO/QOL-26 について 
(1)結  

の結 のようにシー ネット高齢者と山添 高齢者の QOL を すると、シー
ネット高齢者の方が高く、 全 の平 値 、 、 全体 で 意差が められ
た。 は、 関 、 全と 、健康と社会的 ア のしやすさと 、

、 しい 報 術の 得の機会、 活動への機会、生活 の 、交通 段に
ついての である。また、 全体 は の生活の をどのように 価しますか
の健康 に していますか という つの から 成されており、 の生活の
を全体的に えて えるものとなっている。 
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 (2) 考  
都 部に シー ネット会員と 地に 山添 高齢者とでは で大きな差

があることは できる。これはもの くり教 後 でのオンラ ンでの交流場 で、シ
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一方、シー ネットの高齢者は、コロ にあっても Zoom を通したもの くり教 で
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いとして考えられる。都 部に らしていたり、もともと 心 で意 的な人々であ
るという もあるが、もの くり教 や学生との日常的な交流の機会が、生活の に
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6) 山添 高齢者のアン ート、シー ネット京都メンバーの ンタ ューについて 
(1)結  
 山添 の高齢者へアン ートで、 今日のもの くり教 の 度はいかがですか と

たとこ 、全員が とても と えていた。また では、 もの くりが
しかった また参加したい ともの くりの しさを全員が しており、また 学

生との交流が しかった 若い人に ーをもらえた と若者との交流を コメント
についても全員が していた。また一 からは Zoom の をして たい という
が られたため、2 回 のもの くり教 の めで Zoom がつながる についての
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3.18 0.59 3.27 0.87 3.30 0.54 3.21 0.85 3.02 0.67 3.13 0.79
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を った。 
シー ネット京都メンバーとの ンタ ュー内容を もの くり と 学生との関

に着 して すると、次の つの テ リーに できることがわかった。 学生から
け るもの ジ ネラティ ィティ（世代継承 ） ICT の である。それ

れの テ リーには、次のような内容が含まれていた。 
学生から け るもの  

・交流が  
・アクティ になる、 ーをもらえる、 になる 
・スマホとか PC、IT のことをもっと教えてほしい（ からは がられる） 
ジ ネラティ ィティ（世代継承 ）  

・学生の成長を っている 
・若い世代に えたいこと、教えたいことがたくさんある 
・若い人の にたつ（ 者さんや 業研究の になることで若い人たちの に立て
ている、社会貢献できているという ちになれる） 

ICT の  
・Zoom を学 ことで しい世 が開け、 心をもち、 でも Zoom で会 をしたり、
会を主催したり、 くの と Zoom でつながることができた 

・Zoom をすることで してもらう だけでなく主体的になり、 にたつ高齢者になれた 

(2) 考  
 山添 高齢者のアン ートの 内容と 通する部 として 若者から け るもの
の 若者との交流が 、 若者と すると になる、 ーをもらえる という

ものがある。これらは若い人と すること 体が になるという 的な であ う。 
 一方、長く学生と するからこそ られた内容もある。それらが ジ ネラティ ィテ
ィ（世代継承 ） をテーマとするものである。例えば A さんは次のように る。 若者
に の っている 野( 業)について えていきたい。 たちが っている で
あったり、 を えていきたい。 はこういう があってこういうことをしているよ
というのを えて生きたい。もしそういう場 があれば言いたいがあまりそういう人に出
会わない。本当は たちが いていたように、日常的に に えていけたらいいがあま
り会う機会がなく、出来ていない 。このように の や 、 といったものを若
者に えていきたいという思いを く っている。 

Erikson は 的 体 の の中で、成人期の課題を generativity であると
した。 は 次世代を導き確立することへの関心 を ジ ネラティ ティ と け、
中年期の心 社会的 課題とした。わが国でのジ ネラティ ティ研究の 期段階にお
いては 生 という訳 が多く いられてきたが、今日では ジ ネラティ ティ
が生 の を指す ではなく、 く次世代を て世 するという を含 ものとする
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立場から 世代継承 という訳 が多く われる。 リク ンはジ ネラティ ティ
を中年期の心 社会的な 課題として定 したが 長寿 や 等の社会的 の
に い 今や高齢期においても重要な 課題であるとされている（Cheng, 2009）。高

齢期にジ ネラティ ティが 課題となるのかは の 容 と深く関連しており、
中・高齢期に これまでの や てる ・ 術を活かし 次世代に を する
ことで の が次世代へと け継がれていくことを実感でき やがておと れる

の の終わりを け れることができるようになるとされる（Erikson,1982）。 
このように若者と日常的に交流し、単に アを ける となるのではなく、若者に
や 術、 識を えたり、若者の成長に 立とうとすることは、高齢者のジ ネラティ
ティを して、 生きる を えるものとなると考えられる。 
 

7) 学生の ンタ ューについて 
（1）結  
 学生のグループ ンタ ューを した結 、山添 高齢者との交流とシー ネット京
都メンバーとの長期にわたる交流では、 なった テ リーが生成された。 
山添 高齢者との交流では、 高齢者とのコ ュニ ーションの学 作業の の体

感 アの が 出された。 
 

(2)考  
高齢者とのコ ュニ ーションの学 は、高齢者と会 したり作り方を するな

かで、 段の学生 のような言 ではうまく わらないことを実感したり、どのように
したらうまく わるのかを意識するなど年代の う人たちとのコ ュニ ーションの

り方について学んだ。 段の生活では高齢者の方々と関わることは少ないので学 こと
が多かった。 
たとえば学生 A は ハーバリ ムの をするときに たちがいつも通りに う言

で えてもうまく わらなかった場 があった。そのため、言 で えることの しさを
感じた 、学生 B は もの くり 体は な はあまりなかったが、年代の う方に
対しての言 いや、どのように したら わるかを 段の生活 上に を けた。一
回 のもの くり教 では上 く えれなかった部 もあったが、 回 ではしっかりと
えることができたと思う。 を合わせたり、ため口を わ になるべく な言 を
うように心がけれたと思う と っている。学生たちは、 とは せ 、 段は

あまり高齢者と する機会の少ない学生も多く、 山添 に って、 段なかなかでき
ない高齢者の方とのコ ュニ ーションを ることができました。 や 外の高齢
者の方と関わる機会はあまりないので、とてもいい になりました 山添 の高齢者
の方々はとても温かく、 の のように してくださり一 にもの くりをしていくな
かで が まったように感じました。高齢者の方も 若い子と れあう機会はなかなか
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ないから しい と言ってくださり、高齢者に方々にとっても、学生にとっても 意 な
間になったのではないかと思います のように る学生が多かった。一方で、 と
する学生も の よりも、会 が んだ と る学生もいた。また、 め

はなかなか せなくて ったんですけど、 ち けてもらえたという 間があって、
を大 にしたらいいのかなと思った や を いす るより、こちらも しんだ方がい
いんだと思った など、実際にコ ュニ ーションするなかで に着けていったものがあ
った。また今回は めての本 的な実 となる 価実 の ということもあり、 今回
学んだことは実 での 者 とのかかわり方にもつながると思ったので、生かしていきた
い と す学生もいた。作業療 も 者さんと関わる対人援助 であるため、コ ュ
ニ ーションの も っているが、実際に世代の なる方々とのコ ュニ ーションの
機会はほとんどないのが現 で、コ ュニ ーション のよい機会ともなったと考えら
れる。 
 作業の の体感 は作業療 学生にとって最も重要な テ リーかもしれない。
に べたように作業療 の ットーは 作業が人を健康にする ということであり、とく
にこの 作業の を学生のうちに体 してもらうことは今後の作業療 としての
を作るうえで 常に重要なことであると考えている。学生は、 もの くり教 を って
いるときは、高齢者の方々が全員いきいきとしており、 も しかったし、参加できて
よかったと心から思うことができた 回一 に作ったハーバリ ムを、ストラップに
してかばんに けてくれていた方がいて、それを てとてもうれしい ちになりました。
これ て と しそうにハーバリ ムを せてくださったので、やってよかったとい

う 成感を感じることができました の参加者が バンに小さいハーバリ ムを
けて、 院で せたらほめられた というようなことを言われ、やりがいやうれしさを
感じました の りのように、作業によって高齢者が生き生きしたり、またその作 を
らしく思ったりと、作 という成 ができることの意 や作業の を体感する 重な機
会となっている。 
 アの もまた作業療 学生にとって重要なものである。 ネックレスを作った
りラメで を メージした作りにしたりと がとても かで きました。 指の振 が
られる方もいて、その方は かい作業が しそうでしたが ポートしながら本人の メ

ージ通りに作ることができました で作られた ン ントなどを しそうに高齢者
の方 で せ合いしながら しそうにしてくれてる を て、 が ポートしながら作
ったことにすごくやりがいを感じ しく思いました と っている。ここで ア とし
ているのは、 体 助、 事 助などの アではなく、その人のことを考えながら、その
人にとって意 のある作業が可能となるように ポートしていくことを指している。その
人の が の となるような感 の 振をともなう体 である。 
山添 の高齢者との交流から得た 高齢者とのコ ュニ ーションの学 作業の
の体感 アの は、作業療 として成長するうえで となるような学 で
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あると考えられた。 
一方、シー ネット京都の高齢者との長期間にわたる関 により 出された テ リ

ーは少し の なるものも含まれていた。シー ネット京都の高齢者と長く した学生
の りから得られた テ リーは のようなものである。 いていくことへの 望
高齢者から学 たい であった。 

いていくことへの 望 は、シー ネット京都というアクティ な高齢者だからこ
そ生成された テ リーであ う。学生らは らと するなかで をもらった 高
齢者の メージが わった は になって動かなくなって いていくことにマ
スの メージがあったけど、それより上の方が に活動的にしていらっし るのを

て、 もそうなりたいと思った いていくことに 望がもてた のように ってい
た。しかしまた、 えていく 子を若者に せることも高齢者の の一つであり、ジ
ネラティ ティの一つであると考えられる。 

高齢者から学 たい は、シー ネット京都の高齢者から出てきた ジ ネラティ
ィティ（世代継承 ） と するものである。 業研究でシー ネットの方々に ンタ
ューした学生は 高齢者の方のお を く中で、これまで生きてこられた をもっと
いて たいという ちになりました と っている。これはシー ネット高齢者と

するなかで高齢者の えたい という い思いを け った結 、生 るようになった
思いかもしれない。 

 
)まとめ 
WHO/QOL-26 とアン ートの結 からは、もの くり教 を通じた学生との交流によ
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りの により、シー ネット京都の高齢者は 学生から け るもの して 交流の

、 ーをもらえる 、 スマホや ICT を教えてほしい という 望を り、一方
ジ ネラティ ィティ（世代継承 ） として の や 識、 などを えたい

という思いを く っていた。また ICT の により、 たちは若者や社会に対し
て に立つ になれたと感じていた。また学生側は高齢者とのもの くりの で 高
齢者とのコ ュニ ーションの学 作業の の体感 アの という作業療
として大事な学 を得ていた。またシー ネットの高齢者と長く した学生からは

いていくことへの 望 や 高齢者から学 たい という高齢者の ジ ネラティ ィテ
ィ（世代継承 ） と するような りが得られた。 
 学生は山添 での短期的な高齢者との交流のなかでも、作業療 学生として重要な学
を得ていた。また高齢者も若者と関わることで ーを得たり、もの くりの を感じ
ていた。シー ネット京都の高齢者たちは、 者などの を通して学生を ててい
こうとしていた。それにより たちは支えられるだけの ではなく次世代を て 、
社会にとっても に立つ であるという を つことができ、それがまた生きる に
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つながっていた。 
 また Zoom という ICT の 段をひとつ に れたことが、シー ネット京都の高齢者た
ちの活動の を げていた。感 の 大 だけでなく、 々に 体機能が えて外出が

になっても、ICTを活 することができれば 間や若者とつながることも可能である。
山添 などの 地を に することはできないにしても ICT を活 することで学
生と交流するオンラ ンもの くり教 は可能なのである。 
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者  

  が る 者  

 

に る  

本事業においては、高齢者に対する生活支援として、さまざまな 度から検討するとと
もに、若い世代（学生等）による支援を実際に進めた。この は、 等で推進する特
定健康 や への回 を重視するフレ ル検 等とは なり、高齢者 が
通り 体を動かし体 し、 価を ける り である。この り の特 として、ま
高齢者 が 的に の体 や 能 を りたいというドラ が 要であると

言う点があげられる。すなわち、この り に参加することは、高齢者の 的な参加
意識を こすことにつながる。 に、能動的な運動を支えてくれる支援者が 要で
あり、支援者との るやかな をともなう ントとしても えることができる。支援
者として、学生はその点で な人的 であると考えられる。ただし、このような
ントを開催するにあたって、 へのプロ ーション、 の運 、学生を含 スタッ
フの をはじめ 々な が 要である。 来より、このような健康 の催しを
の地域で開催してきた はあるものの（2019 年野 、2021 年 山、 等）、
今回は、特に中山間地域での り であるとともに、学生の支援を重視した り と
して実 したものである。 
 

 

本 は、中山間地域 の高齢者と大学生の交流促進、およ 高齢者の健康支援の一
助になることを 的とした。 

 
る  

  高齢者は、大学生による健康 を通して の健康 を 的に ることができ、 
今後の健康の ・向上に 立てることができる。 
  大学生は、健康 を通して高齢者の 体・ ・ 機能の特 を ることができ
る 、高齢者との交流を通して 意 域の成長を促すことができる。 
  中山間地域 高齢者と大学生という、 段交流することのない世代間交流が健康  
を通して促進することができる。 

 
 

2022 年 9 12 日 14 日の健康 に向けて の事 を った。 
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医療 人 会野 医院 野  

院長およ 山添 健 課  
健 と 7 に 会し、 の 

や方 などを し を得
た。その後は、メール等で を進め 
た。 

 
ー  

 健康 学部 学療 学 3 回生のう 
ち、高齢者の健康支援に興 のある  
学療 学 コース（ ルスプロ  
ーションコース）に所 している学生 
21 に 望を り、 ら参加を 望し 
た 19 が対 となった。ただし、2  
が体 により参加が となった
ため、健康 学研究 の大学院生 1  
を 加し、学生 18 と 教員 5 で

を うこととなった。 
 

者 ー  

 山添 地域 支援センターから健康 のチラシを高齢者に して、健康 の 
告 をしてもらった。 
 

 

 は体 定を中心に うため、 いス ースの会場が 要となる。また、中山間地
域のため、参加高齢者が集まりやすい場所を確 する 要がある。山添 健 課の
により、3 会場（12 日 原公 、13 日 東山公 、14 日 健 センター） 

で うこととなった。 
 

 

参加学生 18 を対 に健康 で う 体機能検 、 機能検 、生活機能検 を 7
から実 を った。 
体機能検 としては、 体 成、 、 （長 体 ）、 （30  
子立ち上がりテスト）、 能 （Timed Up & Go Test）、立 バランス（開 立
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ち 間）などを中心に実 した。 
 

 

体 成の 定には、生体 ン ー ンス によるポータ ル体成 装   
InBody470（ ン ディ・ジャ ン ）を いる。 定 の 作方 を するとともに、
定によって得られた体 、たん く 、 ネラル 、 、体 、Body 

Mass Index について、高齢者へのフィードバック方 について指導した。 
の 定には、デジタル （T. K. K. 5401、 機 社 ）を いる。 り は、

示指の第 2 関 がほぼ になるように し、 定 に が体に れないことに
意しながら した。 
長 体 は、デジタル長 体 （T.K.K.5412、 機 社 ）を する。 

開 は、 を機 の間に れた長 で、 に 部と 部を け、 は の
さで機 の にかかるように き、 を ばしたまま するように指示した。 

30 子立ち上がりテストは、 かけのない高さ 40cm の 子を し、 上 を の
で んだ 子 で実 する。開 の合 で 子 から 関 が 全 する立 と

なり、 着 するまでを 回とし、30 間における合 回 を するよう した。 
Timed Up & Go Test の 定は、 の高さが 40 の けのない 子に けた 

から、開 の合 で き出し 方に したポールを回って着 するまでの 間
をデジタルストップ ッチで 定する。 の は 最 で うように した。 
開 立ち 間は、120 を上 として、ストップ ッチを いて 2 回 つ
い、 の最長 間を する。この際、対 者は体側に上 をつけ、開 し 2m 先の
を 視するように指示し、上 が体 を れる、支 脚の が れる、または対側の
部が につくまでの 間を 定するよう した。 

 
 

機能検 として、国際的に している のスクリーニング検 である Mini-
Mental State Examination を した。この検 は課題内容に書 、 成、
を含 ことが特 である。最高得点は 30 点であり、28 点 上が 常、24 27 点が 度

、23 点 の場合が の いありと される。 価の方 や 意点、高齢者
へのフィードバックの方 などを指導した。 
 

 

生活機能の 価として、 本チ ックリストを いる。 本チ ックリストは、 日常
生活関連動作 5 、 運動 の機能 5 、 2 、 口 機能 3 、

じこもり 2 、 機能 3 、 うつ 5 の 7 域 25 の
に対して はい 、 いいえ で回 する である。各 について
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生活機能への 題がある場合に点 が 1 点加 され、点 が高いほど生活機能への 題が
あると 価する。 
 

 

定会は、 （10:00 12:00）と 後（13:00 15:00）の 2 部 で い、学生が中心
に 定会を実 した。高齢者が来場したらま 、 ・ 、体 のチ ックを い、実

や 意点などを した。その後、 体 や体 定、 機能検 や生活機能
検 などの を実 した。 

             ーシ  
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Timed Up & Go Test         30 が  

 
 
 
 
 
 
 
 

機能検  生活機能検  
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参加した高齢者は、3 日間で 60 であり、その内訳は 70 代が最も多く（63%）、
では が 63%と多かった。 
 

 

 
 
 
参加高齢者の体 は、 ともに や 能 の指 とした Timed Up & Go Test 

（ 子からの立ち上がりと の 合わせテスト）、 の指 とした 30 間
の 子立ち上がりテストが全国平 値を上回り、 体の の指 である長 体

と立 バランスの指 とした 立ち 間は全国平 値を 回った。 
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このことから、 しやすい高齢者が

多いことが される。実際、 1 年
間の では、25%が （全国

10 20%）を しており、
の り が 要である。 

 
 
 
 
 
 
本 で特 すべき点は、参加者高齢者の 機能である。 の いがある高齢

者は 10 、 とされる 度 のある高齢者は 43 、よって 機能
に 題が められる高齢者は 53 （全国 15 、 度 13 ）に
上り、 の いなしと 定された高齢者 47 を上回った。この は らかにでき
ないが、 本チ ックリストの 定結 を ると、 じこもり 向とうつ 向に 当す
る高齢者がともに 27.3 と多いことから、COVID-19 の で社会とのつながりが
となった可能 が考えられる。 々な活動をとおして 極的に高齢者の社会参加を促す
要があるのかもしれない。 
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実 後、山添 健 課に 出する健康 報告書を学生が中心となって作成 
した。参加高齢者の体 については年齢 全国平 値と し、 なども含めて、
A4 31 ージの報告書を作成した。 
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参加した高齢者からは、 若い学生と れ合うことで生き生きとできた 、 の体
や体 成、 機能を ることができた 、 運動や 事など、健康により を う

と 思った などの が 多く かれた。今回の大学生による健康 を通して、高齢者
の健康 を 的に ることができ、健康への関心が高まったことが推 された。 

 大学生は、健康 を通して高齢者の 体・ ・ 機能の特 を実感できた。今回、 
医療 を 指す学生にとって、健康 を通して高齢者と交流できたことは、 トの健康 
を支える としての と を 確 できたと思われる。 
 また地域 支援センターは、 健 課に 出した 報告書と の 定データ 
を いて、より 的に地域高齢者の健康支援対 に り んでほしい。 
  
 

  
  

 
本事業における り 成 の意  
高齢者に対する生活支援のテーマでは、高齢者の日常生活のお りごとを、若い世代が
支援することを連 しがちであるが、本事業では、もっと な意 で若い世代は高齢

者の生活支援ができることが されてきている。本 もその 1 つであり、このような
健康 は山添 の高齢者にとっては、ひとつの興 深い ントでもあり、 の 体
を能動的に動かす機会でもあったと、とらえられている。ここでの学生の は、 るや
かなものであるが、本事業では特に重視できる関わり合い方である。山添 ではコロ
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において、山間地域で ごもり的な に高齢者が かれた可能 が本 から示唆され
たたが、能動的な活動を し、世代間交流を推進する機会はますます 重であると意
けられる。 
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コ ュニティ支援を通じた高齢者と若い世代の交流のあり方 
    ・・・ 作り、体 、 ロス 題、 的活動などを通して 

小川敬之 原  
に る  

本事業では、高齢者に対する生活支援として、さまざまな 度から検討するとともに、
若い世代（学生等）による支援を実際に進めた。 
この （実践）は、団地や NPO 人等が実 するさまざまなコ ュニティにおいて

多世代交流を い、高齢者が主体的に う活動を し学生が ポートしながら、 立（
） を する り を った。また、今回は社会的課題とも言える ロスに関わ

ってもらい、それらに関連するさまざまな社会課題（高齢者 、 、 、
など）を考えるきっかけにした。 

学生にとっては社会課題の実際や高齢者との し方など、その実 を で感じ る機会
にし、 来医療 になる学生にとっては、教 書では学 ことのできない社会課題の現実、
高齢者との関わり方を る機会になること考えられる。また、継続 のある地域 を意
として、3 回生の （地域 アシステム ）としてコ ュニティへの参加や活

動 を実 した。 
今回は 地域 アシステム で実 た山 団地での多世代交流と で実践し

た京都 野の一 で学生と一 に った 的活動の事例を報告する。 
 

D 団地での多世代交流 大学 の一 として  
 
京都 の C 地 にある D 団地 地域を対 フィールドとした。C 地 は京都 の中

でも高齢 の上 が特に であり、人口に める 65 上の 合かが現 30.5%から
2045 年には 43%まで上 すると推定されている。また、公立小学 は 5 年間で 
10.7% 少しており、子 て世代の 出による生 年齢人口、子とども人口の 少が課題
となっている地域である(京都 2019)。 

C 地 の中ほどにある D 団地は、 40 年代に された全 3 986 の 営団地
で、 している公営集合 7 、1095 を合わせると 2000 を える大 集合
地である。 内に大 スー ー、バス 、小中学 、公 があり、 的 の高
い地域に している。 世 の 3 の 2 が高齢者を含 世 で、そのうち は
高齢者の単 世 となっている。  
近年、D団地は特に高齢 が進んでおり、 高齢者世 や の 加、子 て世 の
少といったこれから日本が すると思われる重要課題がすでに き彫りになっている

地域と言える。京都 は 2019 年にこの リアを 学連携によって少子高齢 対 に り
地域に指定し 、 者らは 2019 年から地域活 のための検討会メンバーとして参

している。検討会メンバーは 体の 合 局、健康長寿 推進課、地域 支援センタ
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ー、 会連合会、大学教員で 成され、地域活 のための ント開催まで意 交
会を 4 回 度実 した。  
ニー  

体としては団地の活 を 的に、 かの ント開催を い、それをきっかけ
に活 の機運を る であったが、検討委員会において、ま は団地のニー を る
ことが先 であるとの意 が出た。そこで 2000 を対 に全 に地域に対する 価と今
後の 望に関するアン ート を実 することになった（2019）。 
結 、835 部の回 (回 42%)から の がコ ュニティの を感じてお

り 54%の が地域活 のために 高齢者から若者まで多世代が交流すること を望
んでいた。しかし より世代間交流の場となっていた 会や子ども会といった地域
の活動に対しては 担を える も多く 担い の から活動が している現 にあ
った（ 、 ）。 

 

図１ 将来 D団地はどうなれば良いと思うか？ 

 

図２ D団地が活性化するためには何が必要だと思うか？ 
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自治会などのｺﾐｭﾆﾃｨ活動により支え合う団地

趣味・サークル活動がしやすい団地

外部から見て住みやすいと評価される団地

周辺地域や公共機関とうまく連携できる団地

今のままでいい
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医療・福祉の充実により居住者数の維持

子育て環境の充実で若い世代に住んでもらう
高齢者や若者がバランスよく住むこと

団地周辺で高齢になっても働くことのできる…
教育や年齢に関係ない生涯学習環境の充実

文化活動やスポーツを通じた健康づくりの場…
住民が参加できる祭りなど，活性化のイベン…
健康診断，健康相談の機会がもっと多くある…
自治会や敬老会などの活動の中心となる人材…

日頃の買い物がしやすい環境
配食サービスや飲食店が近い等，気軽に食事…
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アン ート結 を けて 
 継続 を って多世代の交流ができ、 と学生 方にとって がある として作
業療 学 回生の 地域 アシステム であれば、多世代交流を いなが
ら学生の にもなり、また団地 のニー に対 できると考え、団地の 会、
京都 等にも 案し実 する運 となった。 

年、 年度の開催 を立てる中で、 健事業との 合いも考え、社会的にも課題
となっているフードロスの課題を学生にも考えてもうために、NPO 人セ ンドハー
スト京都と連携し、 期 が近い を してもらい、 ントと に を
実 する も 加した。その実践の報告を う。 
 

2022 年度の実 回 とプログラム内容 
回実 した。今年度より たに ロス（NPO 人セ ンドハー スト京都 ）

の り も 加し実 した。 ロスに関してはこれまで参加が少なかった も多く
参加する 向が られた。学生には、 の をどうするか、 、 に関わっ
てもらい、 ロスの 題に関連する多くのこと（ 、 など）を考えるきっか
けにした。 

 

 
 

4 年（2022 年度）にそう参加者は 206 であった。 作活動や学生が考えた 体・
体 を実 。 ント終 の を った。 ロスの り は 回 から開

したが、 だけ け りに来る方が多くいた。しかし、 回 を 機に 回 、 回

217



218 
 

と参加してくる の方もおられ、また学生の な関わりに感 を けて、継続をす
る の方もおられた。65 上の方が を めていたが、中には らかの を た
れている若い方の参加もあり、社会参加の けをさまざまな方 で考えていく 要を感
じたが、 べること 、 し こと 、 くこと などは人を動かす大きな要 で
あることは今回の ントで感じたことであった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

作りや学生が考えた体 を参加者と一 に っている  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

された を学生が している。この に 々な会 が生まれる。 
 

 

 

 

 

  

218



218 
 

と参加してくる の方もおられ、また学生の な関わりに感 を けて、継続をす
る の方もおられた。65 上の方が を めていたが、中には らかの を た
れている若い方の参加もあり、社会参加の けをさまざまな方 で考えていく 要を感
じたが、 べること 、 し こと 、 くこと などは人を動かす大きな要 で
あることは今回の ントで感じたことであった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

作りや学生が考えた体 を参加者と一 に っている  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

された を学生が している。この に 々な会 が生まれる。 
 

 

 

 

 

  

219 
 

ント開催の結  
参加 向  

多世代交流後に参加者へ、ニー や感 、要望に関するアン ート を った。 
ントの開催はこれまで、 定した団地の集会場で実 していたが、参加者が 定され 

 

 
 

ており、団地全体に することも 的に今年度は開催場所を して実 して た。上
は参加者の 参加者人 である。やはり、 んでいる の近くの集会場で開催された
ント参加する 向にあった。 

 
ント内容に関する結  

 
 

219



220 
 

 
 
まとめ 

ント内容に関しては 感が高かったが、健康 定に関しては 回の一回だけ
しか わ 、 回実 してほしとの要望が多かった。やはり健康に関する意識は高いが、

の健康度を定期的に る 段が しいことがわかった。 や 値など に
できるものは、例えばコン ニなどでも できるようにすることで、 の健康意識の
向上や外に出てくる機会にもなるのではないかと思われた。 
また、今回 ロスへの り として、 を ったが、そこではこれまで

ントに参加していなかった方や が多く られ、社会参加を促す り口は 々であり、
人が によって 動を こそうとするかも 々であるが、 す く そし
て 若い などは高齢であっても 立していても、人の心を動かし、体を動かすきっか
けになるのではないかと思われる。 

、 ントに参加してくれた高齢者と関わりを った学生たちの の一部を す
る。 

団地の方 の （一部）  
・ し りに った 
・若い人とのやり りでこっちも になる 
・ めは を してよいかわからなかったが、一生 関わってくれたのでよかった 
・ ネル ーをもらった。感謝。 
・次が し です。 
・健康 をたくさんしてほしい。 
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学生の （一部）  
・ しんでもらえて たちも しかった 
・高齢者の人とあまり ったことがなかったが、 でもきちんとコ ュニ ーション     
 が れることがわかってよかった 
・ 作りや体 など、高齢者に合わせたものをもっと ができると思う 
・ の らないこと（地域のことやその地域の など）がたくさんあり、 しく   
 ができた。 
・ め を してよいか ったが、 しくしてもらい しかった。 
 
 

的活動を通した多世代交流 一 (F )での り  
京都 京 野にある一 （ F ）では、コ ュニティ フ の運営や 業

と連携して高齢者の 的活動を 開しており、また多世代交流を 的とした、おもち
院の開催や地域 ともの くり教 などを定期的に っている。京都橘大学の学生や

京都 術大学の学生などが活動の いや 作りを一 に う中で、高齢者の が促進
されている。 
ここでは F での り の実際と多世代交流の を する。 
 
F の事業  
F は NPO 人地域 生開 機 ともつくが う 的活動の 点で、 3 年より

活動を開 している。 人より き となった F を させてもらい、 の 会、
地域 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

支援センター、社 、子 会、 業と連携し、高齢者を中心とした 的活動を
り口にした多世代交流の場を定期的に開催している。現 は常 の 員がいないため、

 

事業

NPO

と
（ F邸 に ）

京 社会
協 会

嵯峨 会連 会（
会、 供会 ）

学

京都市嵯峨野一軒家「 F邸」

NPO

と
（ F邸 に ））））））））））

京都京都京都都京都京都京都京都都市都市都市市都市都市都市都市嵯市嵯市嵯嵯市嵯市嵯嵯市嵯市嵯峨嵯峨嵯峨峨嵯峨嵯峨峨嵯峨嵯峨峨野峨野峨野野峨野峨野野峨野峨野野一野一野一軒軒軒家軒家軒家家軒家軒家軒家軒家軒家軒家家「 F邸」邸」邸」」邸」邸

活動拠点

学生

研究者

（ 株） アグディ

水産加工会社
さーて黒潮（ 宮崎県）

就労的活動

木箱作成、 クラフト
キッ ト 作成、 タオル
たたみ作業

・ 就労的活動（ 企業連携の推進）
・ コミュニティカフェの運営

社会課題解決に向けた連携
予防事業終了後の連携
多世代交流の促進

対象者の紹介
予防事業終了後の連携

多世代交流への協力
イベント の広報

クラフト 関連の有償
活動を提供

（ 株） オールアバウト
ライフワークス

タオルたたみ、 その
他有償活動の提供

企業の協力
活動の提供

嵯峨地域包括支援
センター

京都市

カラスミ を入れる
木箱制作

お手伝い、 活動
への参加

予防事業のサポート 、
学生介入のサポート

・ 介護予防事業終了後の活動を検討
・ 地域包括支援センターとの連携推進
・ ふるさと納税返礼品

（ 株） アグディ

水産加工会社
さーて黒潮（ 宮崎県）

クラフト 関連の有償
活動を提供

（ 株） オールアバウト
ライフワークス

タオルたたみ、 その
他有償活動の提供

カラスミ を入れる
木箱制作

＜将来＞
シェ アハウス/コワー
キングスペースの検討

宮崎県門川町 ・ ふるさ と納税返礼品
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に 回の開催となっているが、 5 年 4 より常 員を し、これまで 的に
ってきた 々な活動を本 する 定となっている。 
大学生や院生の関わりもあり、京都橘大学、京都 術大学の学生や院生の参加もあり、

高齢者との交流を 極的に っている。 
 
コロ でも活動を めないようにと web での研 会を 3 に一度 っていた。参

加者 は平 30 後であり、地域 くり、 き 活 、 的活動の実際など多 にわ
たるテーマにて われ、現 も継続している。参加者の は医療・ 関 、シンクタ
ンク（東京都健康長寿医療センター）、大学、 、 業など 々であった。 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

の はおもち 院の ランティアスタッフと学生、おもち を に来たこ
どもたちと交流している場 である。 れたおもち がその場で っていく と子どもた
ち 
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どもたちと交流している場 である。 れたおもち がその場で っていく と子どもた
ち 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

のキラキラとした とのマッチングがとても に る場 である。 が を動かし、
くことで かが 、 の 出 があるということは大 に思われる。 ができ

ることを人のために できることで になる人はたくさんおられるは である。それ
は年齢に関 なく、高齢者も若い世代も じだと思われる。そうした出 がある
を していくことも大 な り だと考える。 

コ ュニティ フ の開催を 回実 している。 、その の をお し、
ークショップと一 に開催することもある。
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業と連携して、 的活動を った。具体的には 加 会社が るさと の

を れる 作りである。 所の 人さんに 作 を してもらい、そのための
を し、 単に 作できるもので った。 めは れていないこともあり、実際に

えるものは 1/10 度であったが、 度か回 を重 るうちに い が作れるようにな
った。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

の は全国 開している 業が する ー ハン ーの を めす
る作業である。 で をわけ、流れ作業的に に めていく は、 れてくると
が出るほどであった。この作業に学生も参加してもらい、 れた つきの高齢者から し
く指導を ける場 などもあり、学生も高齢者の 際の さに いている 子であった。 
 学生たちは 上の上で 高齢者は と学 。 との をしている学生であればそ
うでもないかもしれないが、 していない学生も多い。そうした中で、高齢者の メー
ジを教 書やメディアの中だけで作り上げている学生も多い。一 に活動や作業を う中
で、 が思う メージとは う高齢者の を し、そこから たな世代間交流の も
生まれてくるものと思われる。 
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の は学生、地域 、高齢者の と一 に ット トルで作る を 作し
ているとこ である。ここでも のは の い方や の り方など高齢者から容 のない
指導が る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本事業における り 成 の意  
今回の事業で 的だったのが、高齢者も若い世代とどのように すれば いのかとい

う いがあるということであった。コ ュニティがあっても、 方でどのように関われ
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ば いのか を えた であれば、そもそもそのコ ュニティに を運 こさえ少な
くなってくることが考えられる。しかし、 々な世代が集まっても、ものを作ることや
事をすることは活動そのものの はあれ、 通するとこ が多い。そうした （
ント）を活 し、世代間の交流の場を つ、そして 通の活動を う中で 方の思いや
かれている を深く していく。その を ことで、高齢者は機能が して

おり、支えるべき人というステレオタ プ的な 方ではなく、 方でできないことを い、
できることで を ポートするという地域 生社会への進 へと がっていくものだと
感じた。 
今回は実践報告が中心となったが、今回の 健事業の活動を機に、世代間交流を う中

で、 し の場や 的活動が心 機能にどのように するのか、そしてその 長 上
に社会 への （要支援の方々が になり を しなくなれば、社会

の になる）の デンスなどを研究していきたい。 
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世代ホームシ アに関する 研究 
・・・・若い世代と高齢者のホームシ アの 的 り ・・・・ 
 

事業における本 の け・  
本事業の課題は、若い世代が“日常生活、学生生活、課外活動等を通じて、高齢者に対す

る生活支援や 体への参加等の地域 アにかかる り に に参加できる”こ
とをめざすものであるが、大学教 における実践の中で、 までの例では、授業や課外
活動までは していたが、“日常生活”での参加は、 っていなかった。そこで、ここで
は特に、課題が 定する若い世代の“日常生活、学生生活”における に焦点をあてて
研究を った内容を報告する。 

後 するように、本事業は と委 業が 体となって実 する活動であるが、大学・
学生 は重要な を担っており、 、連絡の窓口としても教員が機能したりするこ
とから大学での教 実践の一つと なすことができる。この活動は、学生の教 活動のひ
とつとしても けられており、若い 者が 価な を高齢者から されるとい
った とは、まったく な り である。このような学生の は 活では大学のキ
ャリアセンターや、地域連携センターも関 する可能 があることから、こうしたキャリ
ア の意 でも大学との関連が期待される ともいえる。 
この 研究については、当 、研究 に されていなかったが、本事業の事業検討
委員会には京都 リデールの 氏が外部委員として含まれており、助言を得ている。
そこで、若い世代としての学生と高齢者のホームシ アについても、 を げて を
ったことから、本事業における として け、ここに加えた。 
なお、本報告は、世代間交流学会の学会 に された主に川 （2022）1)の内容を ー

スにまとめたものである。 
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1. 異世代ホームシェア ー  

 

これは、地域に
らす 若しくは単 の高齢者世 が の き部

等を し、 ・地 関 のない若者（ 学中の大学生
等）に間 しすることで 生活を う、 しい 助
の である。 世代ホームシ アは次世代 とも
ばれ 2)、いわ る ながらの にプラスアルフ の
要 が加わっており、 を する側とされる側 方が
々なメリットを することができる。 

 学生の として全国的にも られている京都 におい
ては、国内でも先進的に 世代ホームシ ア事業に り
んでいる。フランスの 世代ホームシ ア事業 Le Pari 

Solidaire を デルとした 京都 リデール は、2015年から事業が開 され、これまで
に 57 の 世代ホームシ ア世 を 内に 生させてきた 3)。京都 リデールは、 一
体 の 世代ホームシ ア事業であり、京都 は 内 の 間 業と高齢者団体、学生
団体と連携し、高齢者と学生が 世代ホームシ アを実践するまでのプロセスを支援する
（ 3）。このプロセスとは、ま と業 委 された 業が 世代ホームシ アを 望
する高齢者 若者の 集を い、 マッチング と ばれる機会を ける。マッチング
では事業者の立ち会いのもと高齢者と若者 方が 合わせをし、場合によっては 1 間
度のお し 等が われた後、ホームシ アを開 するかどうかを 定するというもの
である。 

 

 

 

 

 

  

1. , ー

シ 者  

2. ー 異世代ホームシェア る 者  
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 京都 リデールにおいて、 世代ホームシ アの事業スキームが当事者 社会にど
のようなメリットをもたらすことが期待されているのか に する。ま 若者を け
れる高齢者にとっては、 き部 を することで 所得が 得でき、地域との が

りが となって生じる社会的 立・ ・ といった社会課題の が期待でき
る。加えて、京都 リデールにおける 世代ホームシ アは、若者による高齢者世 の

やかな り活動 として けられており、高齢者の 所の生活支援や、若者と
して ごすことによる活 ある生活の 出、 の早期 等の も期待されて

いる。一方で、高齢者との を した若者にとっては、 な が 学の可能 を
げる 的な支援となり、 方から通学する学生にとって学業に集中するための な

となるだ う。また若者にとって、高齢者との多 な 点をもつことは、コ ュニ
ーション機会を 加させ、 的な学 や を得られる。また、京都 リデールは当

事者たちへの ン クトだけでなく、地域社会への も期待されている。若者が す
ることで得られる 報が公的機関と できれば、 生委員や ー スの 担 に
つながり、さらに ・ の 点においても を期待できるだ う。このように、京
都 リデール事業は 々な立場の人々が を けることができる と考えることがで
きる。 

上、 世代ホームシ ア 京都 リデールの 要について示した。この しい地域
生のアプローチの ン クトは、特定の研究 域に 定されることなく、多 的に検

されることが期待されるが、 世代ホームシ アという 体が日本に いておら

3. ー ーム 
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事例が少ないため、 に らかになっていない。本 研究では、 世代ホームシ
ア事業として実 がある京都 リデールの当事者たちへの ンタ ュー を通じて、
世代ホームシ アの実 と高齢者 若者 方にどのような を えているのかを検討
する。 
 
2. 世代ホームシ アの実  
2.1. 研究対 者 
今回の では、2020 年 3 点で京都 リデール事業を通して 世代ホームシ ア

を っている（または っていた）方全員に対し を い、 の 意が得ら
れた当事者 21 （高齢者 13 、若者 8 ）を研究対 とした。 
2.2. データ 集 
フィールド ではオンラ ン（Zoom）およ 対 にて ンタ ューを実

した（ 4）。 ンタ ューは、高齢者と若者それ れ に実 し、 間は 1 間
度とした。 ンタ ュー内容は ドに い、具体的な ード等を含めて した。
全ての は 的に するのではなく、 ンタ ュ ーの りに合わせてその心の内
や ードを深く き出すよう 意した。 ンタ ュー内容は 可を得て または
し、それらのデータから を作成した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2.3.  
 ンタ ュー では、本研究の 的に らし 研究者間で を重 、 の

およ ンタ ュー ドを した。 
1) 本 （ 、年齢、学年、国 、 期間、 成、 、 、 外での生活
等） 

2) 世代ホームシ アをはじめた動機 
3) 世代ホームシ アを いよかったこと・ ったこと 
4) 世代ホームシ アを ったことによる の考え方や ち、生活の  

4. Zoom ー  
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5) の考え方や ち、生活の  
6)京都 リデール事業の に関する意  
2.4. 方  
若者と高齢者から得られた ンタ ュー結 をもとに 本 をまとめ、さらに

BERELSON の内容 の を いて ンタ ュー内容を した。BERELSON の内
容 は、 されたコ ュニ ーション内容を 的、体 的、かつ 的に する
ための であり 4)、今回の 世代ホームシ アがそれ れの世代に える を、
多 な りから体 的にまとめる として であると した。具体的な実 は
原 (2021)を参考に 5)、ま 世代ホームシ アが少なくとも高齢者または若者どちらか
一方の世代に かしらの を えていると される を から 出し、“
単 ”にまとめた。次に、各 単 を意 内容の に き テ リ し、それ
れに“ テ リ ”を した。 テ リにおいては、各 に含まれる 単 の出現
を 出した。また、 を確 するために 的研究に 通した研究者 2 がラン

ムに された 単 を テ リ し、Cohen の の 出を った。
には IBM SPSS Statistics Ver.27 を し、 意 は 5%未 とした。 
2.5. 的 慮 
本研究は 者が所 する京都橘大学 委員会からの承 （承 20-12）

を得て実 した。 ンタ ュー実 に研究内容を対 者に に し、研究 への
意 ンタ ュー の の 可を得た。 内容に関連する 業等との COI はな

い。 
 
3.  

3.1.  

若者を け れる高齢者 13 9 世 の 本 を した結 を 1 に示す（ ンタ
ュー実 日 に ）。高齢者それ れをアルフ ット A I で し、その中で

や 子など 2 で ンタ ューに回 して頂いた ースは、一方を 一世 の 者とし
て 当するアルフ ット 2（例 A2）と した。 人 報 の 点から、年齢は
代と し、 期間は 6 未 、6 1 年未 、1 年 上の 3 ターンで し
た。世 成は 世 が 4 世 、2 上の 人が 5 世 であり、 定は平
29,556 であった。高齢者 9 世 のうち 2 世 は 業 があり、また 2 世 が を
する高齢者が 一世 内に していた。 
つ に、若者の 本 を 2 に示す。今回の では若者はすべて学生であったた

め（京都 リデール事業が学生を対 としているため）、年齢は学年または大学院課
に し、 期間は高齢者 に 3 ターンで示した。若者 8 のうち 4 が大学

院生であり、学部生 4 も高学年であった。 世 との は 3 、 世 との
が 5 であり、若者が支 っている の平 は 30,375 であった。若者 8 のう
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ち 3 は 学生であり、日本人学生 5 のうち 3 は 学を していた。 学を
した日本人学生は、 学先でホームステ や現地ルームメ トとの など、 者と長期
の があった。また若者 8 のうち 3 の学生が を する高齢者と し
ており、2 の学生は の 生と をしていた。 
 
 
 

者 世

A 70代

A2 70代 ー

B 80代

B2 60代

C 70代 1 30,000

D 70代

D2 70代

E 70代 6 35,000 が

F 70代 6 30,000

G 80代 1 23,000

H 80代

H2 70代

I 80代 6 28,000
に

が

6 30,000

6 1 30,000

6 35,000

者

1 25,000
に

 
 
 
 
 

者 世

J 6 1 30,000 に 者

K 6 35,000 が 者

L 3 1 30,000

M 1 25,000

N 6 35,000

O 3 6 30,000
が

P 3 6 28,000
に

Q 4 6 1 30,000 に 者  
 
  

表 1. 者  

表 2. 若者  
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3.2. 世代ホームシ アが各世代に える  
集した ンタ ューから、本研究の 的である 世代ホームシ アがそれ れの世

代に える に関連する 単 を 出した結 、294 の 単 が 出された。内容
の結 、159 の高齢者に える に関する 単 と 8 つの テ リが 出され

（ 3）、135 の若者に える に関する 単 と 6 つの テ リが 出された（
4）。 中 テ リ の（ ）内の は の 単 を示し、 の 側は
単 の例を示している。 世代ホームシ アが高齢者へ える は、 単 の
に 活動・交流の機会が生まれる: 32.1% 、 心 的な 定を得られる: 20.1% 、 生
活の ポートが得られる: 14.5% 、 若者の成長に する機会を得る:14.5% 、
しい学 の機会が得られる:5.7% 、 心 事が 生する:5.7% 、 メリハリのある生
活を れる: 4.4% 、 的な が得られる: 3.1% であった。一方で若者へ える

は、 しい学 の機会が得られる:40.7% 、 活動・交流の機会が生まれ
る:17.8% 、 心 的な 定を得られる:15.6% 、 な生活 を得られ
る:14.8% 、 いが 要となる: 5.9% 、 な で ことができる: 5.2%
であった。また、Cohen の を 出した結 、高齢者に える は 0.651 であ
り、若者に える は 0.635 であったため本 の一 度は高いと した。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 3. 異世代ホームシェアが 者に与える影響 
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4. 考  
 本 研究の 的は、 世代ホームシ アを実践する当事者たちの実 と、 世代への

を らかにすることである。 では京都 リデールを する高齢者およ 若
者（学生）の や にいたった動機等が らかになった。 ンタ ューに回 した高
齢者は 60 代 80 代の人々であり、 世 から 子で らす 世 まで 々であっ
た。 世代ホームシ アは特定の年代や世 成に 定的に われているのではなく、多
な世 で実 できる可能 があると言えるだ う。 定・支 いは、 世代ともに

平 30,000 度となっており、これは の ・ で報告されている 1
当たりの平 ・間代 55,675 よりも大 に く 6)、さらに多くの世 ではこの
定に や ンターネット通 が含まれているため、 な 定が若者の

学の を げることに していると言える。また、若者 8 のうち 3 は を
する高齢者と していた。 を する高齢者にとって、若者との交流は となり

が期待できる。しかし の方と することに れていない若者へは、 開
に な に関する 識を える機会が 要であ う。 

高齢者の 世代ホームシ ア開 当 の動機を ると、 き部 の 活 や
業の一 として といった、 所得の 得の意 合いを つ実 的な動機が 世

から げられており、 に若者からも 大学の近くに たかった や な
というこちらも実 的なものが がっている。しかし、実際に高齢者へ える と

して内容 の が高かった テ リは 活動・交流の機会が生まれる や 心 的な
定を得られる であり、若者では しい学 の機会が得られる や 活動・交流の機

会が生まれる であった。これは、実際に 世代ホームシ アを実践していくなかで意識
される が、当 期待していた実 的なメリットだけではなく、若者とのつながりによ

表 4. 異世代ホームシェアが若者に与える影響 
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者（学生）の や にいたった動機等が らかになった。 ンタ ューに回 した高
齢者は 60 代 80 代の人々であり、 世 から 子で らす 世 まで 々であっ
た。 世代ホームシ アは特定の年代や世 成に 定的に われているのではなく、多
な世 で実 できる可能 があると言えるだ う。 定・支 いは、 世代ともに

平 30,000 度となっており、これは の ・ で報告されている 1
当たりの平 ・間代 55,675 よりも大 に く 6)、さらに多くの世 ではこの
定に や ンターネット通 が含まれているため、 な 定が若者の

学の を げることに していると言える。また、若者 8 のうち 3 は を
する高齢者と していた。 を する高齢者にとって、若者との交流は となり

が期待できる。しかし の方と することに れていない若者へは、 開
に な に関する 識を える機会が 要であ う。 

高齢者の 世代ホームシ ア開 当 の動機を ると、 き部 の 活 や
業の一 として といった、 所得の 得の意 合いを つ実 的な動機が 世

から げられており、 に若者からも 大学の近くに たかった や な
というこちらも実 的なものが がっている。しかし、実際に高齢者へ える と

して内容 の が高かった テ リは 活動・交流の機会が生まれる や 心 的な
定を得られる であり、若者では しい学 の機会が得られる や 活動・交流の機

会が生まれる であった。これは、実際に 世代ホームシ アを実践していくなかで意識
される が、当 期待していた実 的なメリットだけではなく、若者とのつながりによ

表 4. 異世代ホームシェアが若者に与える影響 

235 
 

る や、年長者と らすことで得られる学 も重要であったと 識するに ったと
することができるだ う。 
次に、 世代ホームシ アが高齢者に える について べる。藤 (2021)は社会

的 立を 社会的交流の （会 度などが少ない）、 的 ポートの （
れる人 がいない）、 的 ポートの （ 助けする がいない）、 社会
参加の （社会活動に参加しない）の 4 つに大 しているが、 世代ホームシ アは
これら社会的 立の 4 子全てに対して または らげる があったと考えられる
7)。最も内容 の が高かった テ リ 活動・交流の機会が生まれる は、 社会
的交流機会の確 と、 社会参加の促進に がっていると考えられ、 第 3 の 生
活の ポートが得られる は、 的 ポートを 得していると言える。そして、
第 3 の高齢者特 の テ リである 若者の成長に する機会を得る という
は、 的 ポートの機会を 得したと考えられる。 
一方で、 世代ホームシ アが若者に える を て ると、 にして 40.7%が

第 1 しい学 の機会を得られる という結 であった。当事者の若者たちは、
世代ホームシ アによって 年期のラ フ ントや いに対する が深まり、高齢者
から学んだことが の成長に がっていると実感していることがわかった。核 が
進んだ日本において、高齢者との交流をもちながら生活する機会は少なくなっており、
世代ホームシ アが 世代 を深めることに貢献しているだ う。また、 めて 世代
ホームシ アを る人は、若者が高齢者の らしを ポートする メージを つことが推
されるが、実際には 第 3 心 的な 定を得られる や第 4 な生活
を得られる のように、若者も高齢者から られ、 アされていることがうかがえ

る。 世代が 間を することは、一 するとストレスのようにも思えるが、 よ
い 感を ちながら に アをし合う関 を める であると考えられる。 
今回の では 世代への 々な が らかになったが、中には高齢者に える

第 6 の 心 事が 生する や、若者に える 第 5 の いが 要に
なる など、ネ ティ と えられる も 出されている。実際の ンタ ューでは、
ある高齢者が する若者の 間が いことを心 し に 願を出してしまった
例や、若者が 中に大 をあげる 高齢者の 動・心 に し した
ード等が られた。日本における 世代ホームシ アの 野を げていくためにも、現場
で こりうる多 多 な事例を集 し、当事者たちへ事 に 報 を うことや対 を
示すことが 要であ う。 

 
5. 結  

 本 研究の結 、 世代ホームシ アを う当事者たちの多 な や平 的な
定、 学生が していること、 世代が 世代ホームシ アに った動機、

を する高齢者と する ースがあることなど、 々な実 が らかとなった。ま
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た、 活動・交流の機会が生まれる をはじめとする高齢者へ える 8 つの と、
しい学 の機会が得られる など若者へ える 6 つの が らかとなり、さらに

世代ホームシ アが高齢者の社会的 立を または らげることや、若者の いに対
する が深まり、 に アする関 が まれることが示唆された。 まったばかり
の 的な り である 世代ホームシ アは、高齢者の社会的 立を すること
や、若者の 学の を げ学 の機会を し、さらには 助の として地域社会に
とっても である可能 があり、マルチに社会課題の として機能すると言えよ
う。 
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はじめに 

このマニュアルは厚生 の 人 健健康 進等事業の一 として作成したものです。
事業の課題は、若い世代（学生等）による高齢者の生活支援に関する 研究です。具体的
には若い世代が日常生活、学生生活、課外活動等を通じて、高齢者に対する生活支援に関わ
る り に 極的に参 するようになるにはどうしたらよいかを べ、 案するための
事業です。 

 
高齢者の生活支援の 題は、地域コ ュニティの 題でもあります。若い世代が地域の活

動にさかんに参加するようになることは、地域のうるおいにつながり、ひいては高齢者の生
活にもうるおいをもたらします。このマニュアルの作成にあたって、地域の 題は重要な要
のひとつです。マニュアルでは、地域 を重視するとともに、地域が なっても、若い世

代が、 なく 続的に参加できる要 を らかにすることをめざしました。 
 
若い世代の大きな特 は、成長しつつある者、学 つつある者であるというとこ にあり

ます。これは、大学等の学 に通っているかどうかにかかわりません。そこでこのマニュア
ルでは、このような若い世代の参 を促す要 として、教 とのかかわりもまた重視しまし
た。このマニュアルの活 により若い世代（学生等）の参加が促進され、高齢者との望まし
い世代間交流につながることが望まれます。さらには、高齢者の社会参加が促進されること
で、地域コ ュニティが活 され、継続的で実 的な高齢者の生活支援につながることが
期待されます。 
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このマニュアルを にとっていただいた方へ 

あら る方に関心をもっていただくために  
 
このマニュアルは、高齢者の生活支援に若い世代（学生等）の参加を促進する｢マニュア

ル｣の案として 案するものです。特に、地域における高齢者の生活支援体 の 実は、生
活支援コーディネーターの が大きいことから、生活支援コーディネーターの さんに
は 、このマニュアルを活 いただければと考えて作成をはじめました。 に、大学教
員は学生の参加を促す意 で が大きく、このことは学生 の成長にも重要な意 を
もつことから、大学教員にも活 いただくことを考えました。 
しかし一方、このマニュアルで う若い世代の参加は、教 という視点だけでなく、

から れば 外 ー スという視点もあります。 や医療の関 者にもご覧いた
だきたいのはもとより、若い世代（学生等） にも、このマニュアルを参考に、世代間交
流の一 を で進めていただければと考えるようになりました。若い世代（学生等）が、
し 今後、 人となって、課外の ランティア活動として、あるいは 業のための ジ

ネスとして、もしくは、 の 来の として、参加を推進していただければ、このマニュ
アルの意 は大きなものになります。 
国際的には高齢者の 立や、それに対する世代間交流への社会的関心は近年、とても高ま

っています。しかし、わが国では 度が く、大きな ャップがあります。支援を ける
立場の高齢者の方々、さらには、一 のあら る方々にこのマニュアルを にとっていただ
き、高齢者の生活支援や世代間交流の事業に、関心をもっていただけることを願ってや ま
せん。 

 
(事業担当者の一人として 平出敦） 

 
  

241



242 
 
 

） ） る 支援  

 
京都橘大学 学部 学  教授 本  

 
高齢者の日常生活における りごとは、それが加齢による な現 であっても、高齢者

をネ ティ な思考にさせてしまいます。 りごと 体を かしいことだ 、 けな
いことだ 、 者に をかける と したり しがちです。 
一方、若い世代（学生等）を り く はスマート 、 、 ストレス社会の流れ

に い、生活 やコ ュニ ーション を高める場 が極 に っています。そのため、現
大学生を中心とした若い世代（学生等）への教 は生きる やコ ュニ ーション を高

めるための内容が教 等に けられています。 
この つの現 は高齢者と若い世代（学生等）にとって、とてもいい関 と 学 を

生 出してくれます。な なら、若い世代（学生等）の生活 を高める点においては、高齢
者への生活支援を通して学 ことが多いからです。高齢者の 体的特 や生活の や
などが学べるほか、 者に感謝される 、 の の 識など、若い世代（学生等）

の 意 やア デンティティーの 成にも 立ちます。 
 
京都橘大学 学部においては、団地に らす高齢者 へ 生活上の りごとを する

お助け をテーマとした実 を 10 年近く 開しています。学生は が支援する人とし
て高齢者 を して活動しますが、実際には高齢者から学 ことの方が多いことに実
終 後に きます。 よりも もの 間を生きてきた高齢者の人生は学生の心を大
きく さ ります。高齢者の りごとは多 多 であり、高い場所の を交 できない、
所の が できない、 ができない、窓の ッシが できない、 大ご

を 4 階から 1 階まで階段で運べないなどなどです。若い は に 体が動き、脚立に っ
ても らつくこともありません。若い世代（学生等）なら の もなくできる 事が年を
ると思うようにできなくなります。実 で れた学生はそんな りごとを える高齢者

の生活を実体 として できるだけでなく、日常の生活で活 できる 々な能 を に
けることができます。まさに若い世代（学生等）の生活 を う場となっています。 
 
高齢者から学 ことや高齢者の生活上の りごとが、若い世代（学生等）の教 になると

考えると、 今度来てくれた に（学生に） 事を作ってあげよう、 にさせたらかわいそ
うだ。 と生活の りごとは高齢者にとって、ネ ティ な 現 ではなく、ポジティ
な きかけに します。 した実 においても、最 は学生を け れることに 極的
だった高齢者も、2 回 からは し 極的に け れてくれるようになりました。また、
若い世代（学生等）にとっては の や生活 、コ ュニ ーション を高めるチャン
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スとなります。 
 
このように現 ある現 をマッチングすることで、価値の が り出されます。さ

らにそれは、 たな価値の 出となります。だからこそ、日常的にこのような活動を支える
的 を担う人の 成が大 なのです。 

 
  高齢者の生活支援は、若い世代（学生等）が高齢者を支えるという一方向の クトルで
えて いのでし うか。日常生活の りごとを助けることだけが生活支援でし うか。も

ち ん、そのような側 はあります。しかし、関わり方を するだけで、高齢者と若い世
代（学生等）の 点を やし、お いの を絡ませることで、まったく なる 意 な関

と がそこに まれると考えます。 
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  世代（  等） 協同   す  へ 
）を る 

代に若者だった人々から ると、 の若い世代（学生等）はなんでもスマートに
こなすけれども がないように えて、 を考えているかわらかないと感じることが多
いものです。しかし、若い世代（学生等）がどのように ってきたかを すると、若い世
代（学生等）に合わせた関わり方の参考になるかもしれません。 
ここでは、地方都 にある 合大学の教員から た若い世代(学生等)の特 を します。 

 
） ）  

1990年代後 から 2010 年代はじめまでに生まれた人は Z世代 と ばれています。こ
の世代は生まれながらに コンやスマートフ ンに まれて ちました。 報を得やす
い にあるため、関心をもったことはす 報 集します。その一方で、 を感じたと
きにす べることに れているので、わからないままの は して ち着かな
い、 のない いが 、と感じる人が少なくありません。 
また、SNS（ ーシャル・ネット ーキング・ ー ス）などの のコ ュニ ーショ

ンにおけるトラ ル（ 上）を するために、 えたい を推 してから すること
に れてしまいました。その結 、 ・平成 代の若者に べて、やり しのきかない 生
の会 をすることにすこし えているようです。 

ンターネットを通じて多 な 的 をもつ人々が する 報に れることで、
多 な価値 を け れる があります。とはいえ、核 がすす 、高齢者と ・近

のない若い世代(学生等)が えています。言い えると、高齢者のことを具体的には
よくわから 、高齢者の生活が つかない・ し方に う若い世代(学生等)が えてい
ます。 
 

、学 、 い事では ほめて ばす 教 を けた が多く、その一方で
を けた が少ないようです。また、いじめを回 するために、 を つけないように
常に をつかってコ ュニ ーションしています。そのため、 体 や が い ち
で した めの言 に を け、 心が れる ことがしばしば こります。そのような
、 代には 心が れるのはその人の さで、 り えるべきだ という社会の価値
がありましたが、現 は、 定感や を高めることが大事だと言われています。 

 
代の大学生は よりも 的な活動、 、アルバ トなどに 中する人が少な

くなかったのですが、 代の大学教 は しくなり、授業の出 やレポートなどの課題
を ることが されません。また、長 く により、 まいの学生であっても通学

、教 書代、 代などをアルバ トで う学生が えています。現 の若い世代(学
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生等)の生活はつつましく、とても しいようです。 
 
高齢者に、若い世代(学生等)はこのような特 をもっていることを してもらうこと、

特 に 慮した やかなコ ュニ ーションをとってもらうことが、交流・生活支援の成
の になりそうです。 

 
） ）  

の先駆的事例集や京都橘大学での り （参考 参 ）から、若い世代（学生等）
が つ が えてきました。 
若い世代（学生等）に社会人としての振る いが求められるのは当 のことですが、その

一方で 全という若者らしさが高齢者にとって さや思いやりなどの感 を生 、そ
れが しい につながっているようです。 のない ただの若者 であること 体が

になり、高齢者の本 を き出すことができます。また、若い世代（学生等）には で
も し があり、たとえば の や かきですら、若い世代（学生等） が をあ
わせて 日常の ントとして し ことができます。そのためには、生活支援コーディネ
ーターや教員によるムード作りやタ ングの い いといった けがあると、より
が高まります。 
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  世代（  等）  へ 

3 を る 

高齢者は 年もの人生の中で、定年 して かな を い、健康で 全な 体を
い、 や 者など近しい人々を くし、 々な 体 をしています。若い世代（学生等）
から ると大 な をしてきました。体 の内容も対 の方 も高齢者一人一人 なる
ので一 には べられませんが、高齢者の特 について します。 
 
）  

年を重 ることで た や に が こり、また 々な を て 事の感じ方・考
え方が わります。 

 
(1) 高齢者のからだ 

えにくさ、 など、加齢に って日常生活の中で いを実感する機会が え、
機能、心機能、 機能やホル ンの なども します。人間には （ 事 に
える のようなもの）がありますし、高齢者は 体機能に 合った生活 へと す

るため、ある 度 が進んでも 立して生活を ることができます。しかし高齢になるほ
ど が するため、体 や など 々なストレスへの対 が しくなり、やが
ては日常生活にも支 が出ます。 
 
日常生活に最も支 をきたす要 は運動機能の です。高齢者の が らかの

を えていますが、その中でも多いのは、 痛、 こり、 の関 が痛 など、
関 の です（国 生活 ）。 や 度が 少し、関 や が し動か
せる が くなります。また、バランス能 が して、さらに多 な要 も加わって
やすくなります。体を動かさないことや （特にたん く や ネル ーの ）に
して、要 に るリスクが高くなります。これは フレ ル と ばれ、これに

関連する 年 （高齢者に特 的な心 の ）として、次のようなものがあります。 

、 （ 、の こ の ）、 、 、 、 、うつ、
じこもり、 など 

これらは高齢だから 方のないことと なされ、 を感じても されがちです。しか
し な 療、運動、社会交流などによって の が期待できることから、 が
き 等につなげることが重要です。 
 
高齢者は高 、 、 関 など の を っています。そのよう
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な高齢者にとっての 健康 とは、 が しない ではなく、 とうまくつきあい
日常生活が 立していること で考えることができ、意思が 重された生活を営め

ること かと いあえること であるなどの意 が かれます。 
 
(2)高齢者のここ  
健康なからだ、 事・ 、 、 き うだいや 者など近しい人々の 高齢者は

長い人生で 々なものを ってきました。また、近しい人々の や の健康 の な
どにより、 された 間は長くないことを意識します。 体 をどう り えていくか、
また、これまでの人生を振り り、 の人生にどう意 を 出し、 り合いをつけること
ができるかが、 年期をより く生きるための 課題（ リク ン EH）であると言われ
ています。 
人は の思いを すことで思考が されます。高齢者が人生や について り め

た 、その人にとって重要な作業であると け め、 ひ き になってください。若い世
代（学生等）が意 を べる 要はありません。ただ を けてください。 
 
高齢者の思考に最も を えるのは の や などの です。2025 年には高

齢者の 5 人に 1 人が になると されています（ ら 2015）。日本の高齢者に
は 人に をかけたくない と願う人が多く、 によって の人々に をかけ、

らしく生きられないことを れる高齢者が大 います。 の人々の から、 が
場にそ わない言動をしたり にされていることに き、 心が つくことが少な
くありません。できないことが え、人に ることを心 しく思い、 にはそんな を
している高齢者に対して、若い世代（学生等）の さんには、高齢者が っている に
き え、 やかで しいお き合いを期待します。 

 
･ （2015）.日本における の高齢者人口の 来推 に関する研究. 平成 年

度 厚 生 学 研 究 助 特 研 究 事 業 報 告 書 . https://mhlw-
grants.niph.go.jp/system/files/ 2014/141031/01405037A/201405037A0001.pdf 

･ 厚生 .国 生活  https://www.mhlw.go.jp/toukei/ list/20-21.html 
 
） る  

地域の 々な活動を通して貢献したい ち（ ーシャルキャ タル）は、 人の健康や
幸 感を高めることが多くの研究から らかになっています（Kawachi,2006.小谷,2011.近
藤,2016）。地域の活動の中でも、 的な活動より、 、スポー 、 ランティアなど
上 関 のない活動の方が幸 感を高めることが らかとなっています。 人の 向で
けると開 的な人は関わる人の回 が多いことが、 定的な人間関 を 人は関わりの
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が、幸 に しています（内 ,2012）。 
人との関わりが か かはそれ れかですが、心地の い人との関わりが大 なことが

推 されます。その一例で、世代間交流があります。高齢者にとって世代間交流の 点は、
の能 や の社会的活 や、 的・ 的交流など世代継承 や 合 の感 の

得につながります。それがな 健康や幸 感に するのか、それは、心地の い人との関
わりが多くなると、日中の活動 、 者への 、 かに集中する 間、 の回 などが、
1 人でいるより確実に多くなります。これにより 内の幸せホル ンと言われている、セロ
トニン、オキシトシン、 ンドルフィン、ドー ンの 出が 加します。幸せホル ンの
加により、 感、 うつ感、 ラ ラ感、 感などが こりにくくなることで健康

的な生活が れます。 
 
献 

 （2011）, ーシャル・キャ タル - 立から へ ,中公 書,東京. 
 Kawachi, I., Subramanian, S.V. & Kim, D. (eds.) (2006), Social Capital and Health, 

Springer,Tokyo. 
 小谷 どり(2011) ｢高齢者のき な｣ Life Design Report （2011.7） 
 近藤 （2016）, アと健康 ネル 書房,京都. 
 内 子, 藤 , 内康 .(2012),人間関 のスタ ルと幸 感:つきあいの と から

の検討,実 社会心 学研究,52(1),63-75. 
 
） る  

多くの高齢者は 中・ 後の と を し、 後の日本の 興を担ってきました。
のためというよりも国や など かのために生きてきた方が多いようです。また

後（1945 年 ）に生まれた 団 の世代 と ばれる高齢者は、 後の 興から高度
成長期に学生 代や き りの日々を ごし、 に すれば報われる を重

てきました。 
 
生きてきた 代 が なる高齢者と若い世代(学生等)が、 いのありのままの を

し、 い関 を くことが重要です。しかし、高齢者は の も まえつつ、 若者に
はこうあってほしい という期待や 今どきの若者はこうに いない という思い込 があ
るようです。高齢者の言動の にはそのような期待や思い込 があるかもしれないこと
を におくことで、早めに を できるかもしれません。 

 
今どきの若者 に対する高齢者が きがちな思い込 の例 
若者はそつなくなんでもこなす 

248



248 
 
 

が、幸 に しています（内 ,2012）。 
人との関わりが か かはそれ れかですが、心地の い人との関わりが大 なことが

推 されます。その一例で、世代間交流があります。高齢者にとって世代間交流の 点は、
の能 や の社会的活 や、 的・ 的交流など世代継承 や 合 の感 の

得につながります。それがな 健康や幸 感に するのか、それは、心地の い人との関
わりが多くなると、日中の活動 、 者への 、 かに集中する 間、 の回 などが、
1 人でいるより確実に多くなります。これにより 内の幸せホル ンと言われている、セロ
トニン、オキシトシン、 ンドルフィン、ドー ンの 出が 加します。幸せホル ンの
加により、 感、 うつ感、 ラ ラ感、 感などが こりにくくなることで健康

的な生活が れます。 
 
献 

 （2011）, ーシャル・キャ タル - 立から へ ,中公 書,東京. 
 Kawachi, I., Subramanian, S.V. & Kim, D. (eds.) (2006), Social Capital and Health, 

Springer,Tokyo. 
 小谷 どり(2011) ｢高齢者のき な｣ Life Design Report （2011.7） 
 近藤 （2016）, アと健康 ネル 書房,京都. 
 内 子, 藤 , 内康 .(2012),人間関 のスタ ルと幸 感:つきあいの と から

の検討,実 社会心 学研究,52(1),63-75. 
 
） る  

多くの高齢者は 中・ 後の と を し、 後の日本の 興を担ってきました。
のためというよりも国や など かのために生きてきた方が多いようです。また

後（1945 年 ）に生まれた 団 の世代 と ばれる高齢者は、 後の 興から高度
成長期に学生 代や き りの日々を ごし、 に すれば報われる を重

てきました。 
 
生きてきた 代 が なる高齢者と若い世代(学生等)が、 いのありのままの を

し、 い関 を くことが重要です。しかし、高齢者は の も まえつつ、 若者に
はこうあってほしい という期待や 今どきの若者はこうに いない という思い込 があ
るようです。高齢者の言動の にはそのような期待や思い込 があるかもしれないこと
を におくことで、早めに を できるかもしれません。 

 
今どきの若者 に対する高齢者が きがちな思い込 の例 
若者はそつなくなんでもこなす 

249 
 
 

若者は を考えているのかわからない 
若者は やかされている 
若者ははつらつとしているべきだ 
若者は礼 しく年長者に敬意を うべきだ 
若者は高齢者の を くのを まない 
若者は / ームばかりして体 がない 
若者は常識がない 

たちが若い はもっとしっかりしていた 
多 な若者がいるので、ひとくくりに言えない 

 
 

ランティア、 ランティア、学 者に対する思いの例 
高齢者に関心を ち、 を いてくれることがうれしい 
交流することで をもらえる がする 
未来を担う若者を 援したい 
社会の 本や礼 を教えてあげなければならない 
若者の学 のために、 りない視点や いを教えたい 
進学できる になかった が大学生に教えられることなどない、 する 
お を支 う 上、きちんと 事をしてほしい 

 

） コ  

高齢になると、 がどの方向から こえてくるのかわかりにくい、視野が い、 の作
業に 意を振り ける が することなどから、高齢者は に しかけられたと
きにくくなります。また、高い や、タ や などの を き けにくくなります。その
ような に 度も き すことがはばかられ、高齢者は が す内容を ントネーショ
ンから推 して会 を続けようとするため、 には若い世代(学生等)が っくりするような

いが生じることもあります。 
また、 くも近くも えにくくなり、 の え方では や の が えにくく、 と
の識 が しくなります。若い世代（学生等）と高齢者が じものを ていても、 い

いが生じることがあります。 
 
高齢者とのコ ュニ ーションのコ  
･ くから高齢者の視野に るように近 き、 かけたり を合わせたりして対

の を える 
･ を大きくするよりも、 っくりはっきりと し 度な をつけて す 
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･ の高さを合わせ、 の や口の動きを せながら す 
･ わかりやすい言 で に える 
･ 大事なことは でも える 
･ いたり のことも したりして、高齢者の に敬意を い、興 を って いて

いることを言 や 度で える 
･ 高齢者を かさない 
･ 度も り し すことは、その人にとって重要な思い出や心 ごとと する 
･ コ ュニ ーションのお助けグッ 思い出の や 、スー ーの 告( きな

べ 、 の を った 、 べ にまつわる思い出 などに 題が )、地 、
の流 、 やかるたなどの ーム等 

 
） る ）  

に べたように、若い世代（学生等）に対して、高齢者なりに思い込 や期待を いて
います。よりスムー に交流や生活支援を うために、 代を ごしてきた人々が け
れやすい るまいを り れると いでし う。交流・生活支援の内容や によってマ
ーが わるため、活動を める にどんな 慮が 要か、検討してください。 
 をする 

若い世代（学生等）の は 早く動作が小さいので、 は かないことがあり
ます。高齢者が をされていると けるように、立ち まって と を合わせ、
会 などの動作とともに をしまし う。 

 しくなってからも礼 を つ 
対 の人に礼 しく振 うのはもち んのこと、高齢者と しくなっても、年長

の人に対する な言 いや礼 しい 度を続けまし う。たとえ高齢者本人が
タメ口 を け れてくれたとしても、若い世代(学生等)と高齢者のやりとりを

きした の人々が高齢者の が なわれていると えます。 
 高齢者に を得てから 動する 

高齢者のからだや に る 、高齢者のお で かをする 、ト レなどを りる
には、その都度 を得て います。 

 高齢者 人やその のやり方を 重する 
ドアの め方、 の え方、 の い方、ご の て方など、その人( )のやり方

があります。 本的なマ ーを まえたうえで、その人( )のやり方を 重してくださ
い。 

 ったものは に す・指示された方 で ける 
交流や生活支援のために ったものは けてください。高齢者（ ）の につ

いては、 を するために、高齢者に確 しながら けるようにしまし う。 
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 高齢者の立場から考える 
マ ーの 本は への思いやりです。 の るまいについて がどう感じる

か、 を心地よく/ に感じるか意識しまし う。 
 装・ だしな の かい 

れた 、 そうな 、 レ レの 、痛そうに えるアクセ リー、 が く
える など、 な心 をかけないように心がけまし う。 

・ 部・大 を 出している、 い、動きにくい、場にそ わない 装は けてく
ださい。 

い い（ 、 、体 ・口 、たばこ 等）、 いメ ク、 ひげ、外れ
るアクセ リー、高齢者を つけるおそれのあるアクセ リー、はだし/ れた 、

た 、 なマニキュアなど、 を にする れのある だしな は けてく
ださい。 

 感  
高齢者は が しているために、 ンフル ン 、 コロ ルス感 、
ロ ルス感 などの感 が にかかわる事 になりか ません。 いやマ

スク、 の で感 大を しまし う。 
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  世代（  等）  へ 
  世代（  等） 協同   す  へ 

支援コ を る 

 
桃山学院大学社会学部 ーシャルデ ン学  教授 

梅谷 進康 
 

） 活 活 コ  

 生活支援コーディネーターは、2015 年度の で された生活支援体
事業に、 体とともに けられています。生活支援体 事業は 第

115 の 45第 2 第 5 に 定されており、地域における高齢者等への生活支援と
の体 等を促進する事業といえます。 

 生活支援体 事業を活 した生活支援・ ー ス（ 、生活支援等 ー
ス）の体 については、 ・日常生活支援 合事業の かつ な実 を
るための指 に、次のように されています。 
 

が中心となって、 な高齢者をはじめ、 が担い として参加する 主体
の活動、NPO、社会 人、社会 会、地 、 合、 間 業、シ
ルバー人 センター等の多 な主体による多 な ー スの 体 を し、高齢
者を支える地域の支え合いの体 くりを推進していく 要がある。 
生活支援等 ー スの 体 の に向けたコーディネート機能を たす生活支援
コーディネーターを することや各地域における生活支援コーディネーターと生活
支援等 ー スの 主体等が参 する、定期的な 報 連携 の場として

体を すること等を通じて、 助を 本とした生活支援等 ー スが 出され
るよう を 極的に進める。 

出所 厚生 ・日常生活支援 合事業の かつ な実 を るための指 （平成
27年厚生 告示第 196 ）を一部  

 
このように、 やさまざまな団体・ 等による地域の支え合いの体 くりが 要と

されているなかで、生活支援コーディネーターは 助を 本とした生活支援等 ー スの
体 くりに向けたコーディネートを う を担います。それでは次に、この な

どを しく べていきます。 
 
） 活 コ の  

 生活支援コーディネーターの やもつべき視点などについて、 ・日常生活支
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 生活支援コーディネーターの やもつべき視点などについて、 ・日常生活支
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援 合事業の ドラ ン にもと き すると次のようになります。 
 

等 
 生活支援コーディネーターの 的は、地域における生活支援等 ー スの 体
の に向けた を推進することです。この推進のために、生活支援コーディネーターは
関 者のネット ークや の ・ 等も活 して、コーディネート業 を っていき
ます。 
このコーディネート業 が、生活支援コーディネーターの主な といえます。この業

内容は、 地域ニー と の える 、 題 、 地 等の多 な主体への
等の きかけ、 関 者のネット ーク 、 指す地域の ・方 の 、意識の

一、 生活支援の担い の 成や ー スの開 （担い を 成・ し、支援活動に
つなげる）となります。 

 
視点等 
生活支援コーディネーターには特定の 要 はありませんが、次のような人 が望ま

しいとされています。 
活動への があり、多 な をもつ地域の ー ス 主体と連絡 でき

る立場の者で、国や都 が実 する研 の 者。 
そして、次の 3つの視点を することが 当とされています。 

が所 する の活動の を えた視点、地域の公 的活動の視点、公平中立
な視点。 

上のような や視点を する生活支援コーディネーターの ごとの 人 や
先は、地域の実 に じた多 な が可能となっています。 

 
・参考 献 

 厚生 ・日常生活支援 合事業の かつ な実 を るための指 （平
成 27 年厚生 告示第 196 ）  

 厚生 ・日常生活支援 合事業の ドラ ン （平成 27 年 6 5 日  
0605 第 5 ）  
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   へ 
支援 る  

多くの キス ートから、 若い世代（学生等）の参加を促進するマニュアル に対する
示唆やメッセージを頂戴しましたが、主として京都橘大学の地域連携センターや、山 社
会 会での助言を中心にまとめました。 

 
どの地域でも実践可能な 若い世代（学生等）の参加を促進するマニュアルというテー

マでこのマニュアルを 成していますが、大学と高齢者との 点が 来少なかった地域で
は、大学関 者は の点について特に考慮することが望ましいでし う。 
 
1） 生活支援コーディネーターは生活支援員ではなく、地域の生活支援のコーディネーシ

ョンを担当する を担っています。さまざまな り に、若い世代（学生等）が
の段階から参加できるように していただくことは意 のあることです。 

 
2） 地域の な高齢者を中心とする地域のグループと若い世代（学生等）がコラ レーシ

ョンすることはすばらしいことですが、 となる地域の や実 の は 要
です。たとえば、地域活動の単 として、最近は小中学 の学 が いられますが、
ながらのコ ュニティの単 が生きていることがあります。 
 

3） ント的な り は、若い世代（学生等）と地域の高齢者との関 を作っていく際
に、 り としてアプローチしやすい部 があります。日常的な、高齢者の りごと
の支援に 定することは、 しも若い世代（学生等）の参加を継続的に促進すること
につながりません。 
 

4） セルフネグレクトの高齢者など、 的にはアプローチに 意すべき高齢者に対して
は、 おだやかな り 担当による り 的な り の段階が され
ています。おだやかな りは、日常生活の中で 段と なるシグ ルが高齢者に ら
れた際に されるもので、若い世代が 全に関 する として 当といえます。高
齢者の りごとについて、地域の 生委員、地域 支援センターなどに、まかせるべ
きとこ は、まかせるようにすべきです。 
 

5） 若い世代（学生等）の 全は、極めて重要です。多くの大学で学生は教 研究活動中の
に加 しますが、 の を確 しまし う。また、社会 会が

窓口になっている ランティア活動 や、 ントの際に される ランティア
事 は 厚いことから、 要に じて考慮してもよいかと考えます。 
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6） 若い世代（学生等）も高齢者のグループも、 れるまでは 者の 感や要望の 度が

探りであることから、 き いも少なくないのが 通です。京都橘大学では、地域の
グループから大学へのコラ レーションの申し出 に、次 ージのような一定の
(p.256)を 出していただいています。この を 機に、活動の 的や若い世代(学生
等)にとっての参加意 などが になり、活動が になります。 
 

7） 若い世代（学生等）には、 な や なア デアを生 出す があります。単に、
若い世代（学生等）を としてあてにするのではなく、このような学生の や、
学生 の わくわく感 を できるような のあり方が望ましいといえます。 
 

8） 教 、研究に続く大学の として地域への貢献がますます重視されるようになりま
した。地域に貢献する として、学生は大学の する最も重要な です。大学の地
域連携センターや連携 では、若い世代（学生等）と地 の高齢者団体とのハ になる
とともに、学生が教 的 地からも、はつらつと参加できるようにする機能を 実させ
ることが求められます。 
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地域のグループから大学への連携の申し出 に、 われる の ンプル 
（京都橘大学・地域連携センターの例）  
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地域のグループから大学への連携の申し出 に、 われる の ンプル 
（京都橘大学・地域連携センターの例）  
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６ ） 支援 コツ 

ここまで、世代間交流の要となる若い世代(学生等)と高齢者についての 、また、
者をつな 生活支援コーディネーターの について しました。 
ここからは、若い世代（学生等）と高齢者の交流・生活支援を進める上での具体的なコ
について、研究成 、全国における先駆的事例 、 識者への ンタ ューなどをも

とに しました。生活支援の一 はたいへん しいものの、 研究事業から得られ
た から のあるものを中心にまとめています。 
コ に添えた大学教 における実践 1 5 は、本報告書の （p152 237）を参
ください。 

  世代（  等）  へ 
  世代（  等） 協同   す  へ 

） ） を支 る  

〇 や と な る 
高齢者の交流・生活支援の り を進める上では、地域の 活動の 点である
社会 会（ 社 ）が、最も 近な の場となります。活動 点の

体の社 に しまし う。 
社 の ランティアセンターでは ランティア活動に関する や活動先の 、 ラ

ンティアや高齢者 アに関する研 の 等が けられます。 
 
高齢者は心 です。 に参加する高齢者をリクルートする場合は、公的な機関もしく

はそれに じる機関とつながりを ち、公的な機関から高齢者に けてもらうと高齢
者が 心して参加できます。 

（大学教 における実践 3 より） 
 

〇 に ・ ぎ きる を  
若い世代（学生等）にとって しい を き けることは、若い世代（学生等）と高齢

者の 方に 担が高まり、 ましくないことです。 機関に 継 を できるように、
あらかじめ若い世代（学生等）の活動 を 機関などに報告すること、 会など定期
的なコ ュニ ーションをとることで、 つな しておきまし う。 
 
〇 い きる に と ト ー を ない く 
若い世代（学生等）が活動を める・推進するうえで しやすいように、 機関とネ

ット ークをつないでおくことが重要です。そのためには、地域のステークホル ーが連携
することともに、若い世代（学生等）から多 な や人 に しまし う。 と
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いう をとることで、具体的な支援が得られやすくなります。できる での を求めま
し う。 
このような に若い世代（学生等）と の や人 とつな ことは、生活支援コーデ

ィネーターの機能の一つです。若い世代（学生等）は、ま は 体の社会 会に
することをおすすめします。 

 
〇 として る と と 基盤を る 
大学等に所 する若い世代（学生等）が活動を める場合、ま は 課授業として めて

教員が 厚く ポートに り、 を えてから、学生の に じて単 が れる
ークル活動などに り えていくと いでし う。 

（大学教 における実践 1 5 より） 
 

〇 る 、 い とい を て と る 
研究 2 では授業の一 として高齢者との交流を り れました。課題レポートからも、

学生は高齢者から 々な学 を得ていることがわかります。 の学生の学 には高齢者
を通して対 だけでなく、 より い生き方を考える機会となった ちが われ
た などの もありました。 若い世代（学生等）は、人生の先 である高齢者とのコ
ュニ ーションを通して人生 をさせてもらい、 に助けていただいていることもわか
りました。高齢者に対しては若い世代（学生等）の特 について 報 を い、若い世代
（学生等）には、高齢者が一 的に 若者 にどのような メージを ち、どのような振る
いを期待しているかを するなど、お いが を たしながら、Win-Win な活動と

なるような も 要だと考えています。 
（大学教 における実践 1 2 より） 

〇 に する 
社会 会を通じて ランティア活動 に加 できます。ただし、授業の一 や

ンターンシップとしての ランティア活動、 ランティア活動など、 ランティア活動
の対 とならないものもあるため、ま は の社会 会に してくだ

さい。 
社会 会  

https://www.shakyo.or.jp/network/kenshakyo/index.html 
 

〇 を する/  
各 体には高齢者の生活支援に携わる ランティア人 を 成する単 研 があるた

め、若い世代（学生等）の さんは 場や社会 会に い合わせまし う。 
また、実際に高齢者に をしていただいたり、コ ュニ ーションや支援のシ ュレー
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ションをしておくとスムー に導 できます。 
（大学教 における実践 1 3 より） 

 
  世代（  等） 協同   す  へ 

） ）を 支援を る 

い する を す 
各 の ークルや大学の などの は、連絡窓口となるリー ーや教 員がいる、メ

ンバー間の連絡 ールが っている、チームで参加することで心 い、 通が くなどの
点があります。 
若い世代（学生等）は、高齢者との交流機会がある の団体に加 したり、 たちで
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〇 と な る 
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〇 い にとって を 化する 
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の成長に活かされること、高齢者が していく などを言 や で えまし
う。 
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〇 や に きる にする 
京都橘大学の り や先駆的事例集にあるように、大学の授業や研究、課外活動に
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を作ることも一案です。 
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〇SNS を する 
若い世代（学生等）は SNSを活 して 報を集めるため、SNSの 的な活 が重要で

す。短い動 で若い世代（学生等）と高齢者の交流の実際を せることで、 やその事
業の など、言 では示しにくいことも えることができます。また、ハッシュタグをう
まくつけることで、若い世代（学生等）の に れやすくなるだけでなく、アルバ トや研
究フィールドを探す若い世代（学生等）とつながるなど、 定外のとこ からも人 を集め
ることができます。 
さらに、日常の連絡 ールとしても、SNS や大学の 授業のアプリ ーションを活

することで連絡・連携がスムー になります。 
 

  

260



260 
 
 

〇SNS を する 
若い世代（学生等）は SNSを活 して 報を集めるため、SNSの 的な活 が重要で

す。短い動 で若い世代（学生等）と高齢者の交流の実際を せることで、 やその事
業の など、言 では示しにくいことも えることができます。また、ハッシュタグをう
まくつけることで、若い世代（学生等）の に れやすくなるだけでなく、アルバ トや研
究フィールドを探す若い世代（学生等）とつながるなど、 定外のとこ からも人 を集め
ることができます。 
さらに、日常の連絡 ールとしても、SNS や大学の 授業のアプリ ーションを活

することで連絡・連携がスムー になります。 
 

  

261 
 
 

  世代（  等） 協同   す  へ 
） ） を  

〇 い を にする 
の場では、支援をする側と支援される側の関 がしばしば 題になります。若い

世代（学生等）と高齢者は に支援をする/される関 であり、若い世代(学生等)と高齢
者は対等な関 です。生活支援の担い には が期待されることがありますが、高
齢者を大 にするのと にも若い世代（学生等）も大 にされることが、 り の継
続・ に します。若い世代（学生等）が参加しやすい くりや な
いなどの 慮によって、 を いられていると感じることなく主体的に り める
ことでし う。 

 
〇 い 的安 を する 
心 的 全 とは、 の中で の考えや ちを 心して 言できる を指しま

す。若い世代(学生等)が に に、心に感じたことを短い でもよいので、 言でき
る であれば、 に しいコ ュニ ーションを実現できるのではないかと思われ
るものでした。教員や生活支援コーディネーターは若い世代（学生等）が （ が
と思われる  能と思われる  をしていると思われる  定的だと思われる ）を

できるような関わりやムード くりが求められます。若い世代（学生等）が 人で
動できるようにすることも一案です。 

（大学教 における実践 1 より） 
 
〇 い 的に する を  

ランティア活動として若い世代（学生等）が参加する場合は、先 や教員からの い
では継続参加が しく、若い世代（学生等）が活動を に し、主体的に参加を め

ることが重要です。あるコーディネーターは ランティアの集会の参加確 は一 とら 、
まった日 に がそこにいるようにする と されていました。 っ りこ より

も 待つ ことが主体 を き出し、本当に継続できる人 の参加につながります。 
 

〇 を っている を ートする 
教員主導で高齢者との交流・生活支援に り には、そのつもりがなくても教員から

学生に対する が きがちです。日常の会 から、高齢者が き、高齢者の方が しや
すい、 来の 事に活かしたいなど、 は 々ですが、高齢者の健康や生活の支援に興
のある学生を つけ うと、主体的な り につながります。 

（大学教 における実践 3 より） 
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〇 い な とを にする 
や 、スポー 、それ れ学生がこれまで 上げてきた得意なことや きなこと

を題 とした、多世代交流を うと、若い世代(学生等)が の得意なことを高齢者などに
どの に なってもらうか、 できるかを、より深く考えるきっかけになります。 

（大学教 における実践 より） 
 

〇 い を ない 
の大人、特に大学の教 員が に出ると学生は後 に がりがちです。学生がいつで

も教 員に や報告ができる を作り、その後は学生の活動を る けが求め
られます。 

 
〇 い に を させない 
大学等を に交流・生活支援を う場合、単 の 得や学 の 等を意識するこ

とは けられません。その場合は 学 者 と 次の世代に す者 という、 者が 得す
べき課題を においた をあえて作ることが考えられます。また、大学の課外活動と
して り 場合には、レポート課題を させる報告書を いるよりも、ラ ンドテー
ルで に り合える報告 などの 出が考えられます。 

（大学教 における実践 2 より） 
 

  世代（  等）  へ 
  世代（  等） 協同   す  へ 

） ） を る コツ 

〇 い き を る 
ま は、若い世代（学生等）に した か、 に すべき かを 極めます。若

い世代（学生等）も なく り めて しめるような が、やらされ感を 、対 と
なる高齢者 人のために かをしたいという主体 が まれます。 

 
研究 2 で課題レポートをテキストマ ニングした結 として えられたニー の視点

として、高齢者の りごと上 に がった にくい は、核 や、近 との
がりの が進 中での現実を していると考えます。小さなことではあるものの、日常
に 着した の交 、高い場所の 、 の などの りごとは、なかなか しが
たい りごとです。そのような日常に ち っとした りごとを に できる場所
や支援ができる は、 常に重要な であると言えます。 

（大学教 における実践 2 より） 
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〇 い を して を る 
若い世代（学生等）が にどんな支援を いたいか、多 な生活の中で高齢者との交流・

生活支援にどれだけ 間を き、 するかをあらかじめ しまし う。 
若い世代（学生等）が したい・一 に し たいと思える を 先しまし う。若

い世代（学生等）のわがままを くという意 ではなく、若い世代（学生等）がその高齢者
の りごとに 感できるような事例 や、支援の意 や方 について ク クできるよ
うな検討などの が を すでし う。 

（大学教 における実践 2 より） 
 

〇 人 人 、 を る 
活動 期は若い世代（学生等）が を し実 しやすくするためにも、一人の高齢者

への支援から めて し、高齢者の を 価しまし う。小さな 、 えやすい
で成 体 を重 、一事例から たような にある 人へと対 を 大します。 

 
〇 ト的な 組 る 
若い世代（学生等）は授業、アルバ ト、部活などで多 なため、定期的な り への

参加は をためらいます。単 の り から めることで、関心をもつ人の参加を促進
できるかもしれません。 

（大学教 における実践 1 より） 
 

  世代（  等） 協同   す  へ 
） ） コツ  

〇 な 人と 人を する 
対 となる高齢者 人だけではなく、若い世代（学生等）とも にコ ュニ ーション

をとり、 や 望などを ったうえでマッチングを考えます。 学生さん と 高齢者
という大 ではなく、 人の さんと さんというとらえ方を まえてマッチングし
まし う。その結 やらされている してあげた でなく、 一 に し ことがで
き、関 が継続するようです。 

 
〇 を して する 
このマニュアルでは、若い世代（学生等）の意思を 先しているように めるかもしれま

せんが、高齢者を重視することは言うまでもありません。しかし高齢者と学生の 方が
することは しいのが現 です。その場合には、高齢者との交流や りごとの が 的で
あることを若い世代（学生等）と に 確 しまし う。 
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〇 ー と を して する 
学生は 年次よりも、3 年次の方が、 い に けない 高いとこ の が大
運動や人と交流する機会が少ない というように、日常生活の りごとを具体的に

できるようになっていました。したがって、学年を重 ることで日常生活の りごとへの
支援ができるようになっていると考えられるため、多 な学年・ をもつ学生の参加を
り、高齢者の生活の支援ニー と、若い世代（学生等）の特 をマッチングして、それ れ
が を たしつつ、しっかりと高齢者のニー を たせるようにすることが重要です。 

（大学教 における実践 2 より） 
 

〇 を した とする 
 たとえば作業療 学 であれば もの くり という作業を とした高齢者と学生の
り ができます。そのなかで学生は世代が う人とのコ ュニ ーションの り方や、作
業をどのように すると わるのかを学んでいきます。そして が作業療 となる
うえで、また実 に出るうえで 要なことと していきます。そうした たちの
を生かしたことで ばれたり感謝されたりする は学生側の チ ーションにつながり
ます。 

(大学教 における実践 5 より） 
 
〇 な組 せ と くいく 
若い世代（学生等） 人と高齢者 人のマッチングに関しては、 を 極めてマッチ

ングする事例もあれば、 方の 学 を期待して えてマッチングしない事例など、さま
ざまでした。コ ュニ ーション が い若い世代(学生等)であっても、高齢者はその
さをかわいがってくれます。若い世代(学生等)と高齢者は実は がよく、どのような
合わせでも結 オーラ となることが多いようです。 
 

〇 る 
若い世代（学生等）と高齢者の関 が けた後も、 人的なやり りではなくコーディネ

ーターを通すという先駆的事例がありました。若い世代（学生等）と高齢者の関 が に
なればこそのトラ ルを できます。 

 
〇ト を する 
トラ ルが 生した はトラ ルの結 やその対 に しがちですが、多くの場合、高

齢者や若い世代（学生等）に な 題があるというわけではなく、 に着 してトラ
ルの を に することで、 のニー が えてきたりします。 
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〇ト を する 
トラ ルが 生した はトラ ルの結 やその対 に しがちですが、多くの場合、高

齢者や若い世代（学生等）に な 題があるというわけではなく、 に着 してトラ
ルの を に することで、 のニー が えてきたりします。 
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  世代（  等）  へ 
  世代（  等） 協同   す  へ 

６）支援を成功させるコツ 

〇 し に する 
 高齢者に しんでほしい、高齢者と一 に し たいという動機が、高齢者の や 動
の につながるようです。 
高齢者と学生が に の感 が言 として せられている会 は、 しい会 にな

るようです。学生が に すごい かっこいい といった言 が に せられるコ
ュニ ーションは だといえるかもしれません。 

（大学教 における実践 1 4 5 より） 
 
〇 きな と、 きる とを す 

 医療・ はともすると、 や機能 にばかり が向き、それをなんとか支援しよ
う、 えようとする思考になりがちです。そうではなく、高齢者が得意にしていること、興
を つこと、出来ることを一 に い、 し ことで 方がより になります。 

（大学教 における実践 より） 
 
〇 ー し  
人と すのが得意な人もいれば、そうでない人もいます。 をしないとコ ュニ ーショ

ンが れないかとういうと してそうではありません。一 に を う、 り をする、も
のを作る、 をする、こうしたことも立 なコ ュニ ーションです。 じ 間を、 に
する。 ながら をしっかり く、地域で活動するときには、そうしたことがとても大
なことであることも心にとめてください。 

（大学教 における実践 より） 
〇 に ー する 
参加した高齢者は、 の健康 が になります。結 のフィードバックに 間が

してしまうと興 も れてしまいます。 当日に結 をフィードバックさせていただく
と、参加高齢者の 度が高まります。 

（大学教 における実践 3 より） 
〇 なく 組 て い を る 
高齢者に んでもらえる作業（もの くり）としては、ま 短 間で 成でき、それほど
しくなく（学生が援助することもあります）、 えがよく、 には流 を意識したもの、

そして各 のオリジ リティが出せるものがよいと思います。学生が って一 に 成
させることも しい となります。 んな じものができるのではなく、各 ったもの
を するのも しい交流となっていきます。そのように高齢者が生き生きとされる作業
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を考えることも学生の学 につながっていきます。 

(大学教 における実践 5 より） 
 

〇 を れる 

じ の を べた と 現されるように、 んだり べたりしながらのコ ュニ ー
ションや ントは高齢者にとっても若い世代(学生等)にとっても しさやリラク ーシ
ョンをもたらします。研究 4 では を することで 段は参加しない高齢 の参
加が えました。 

(大学教 における実践 4 より） 
 

  世代（  等）  へ 
  世代（  等） 協同   す  へ 

 ）活動を継続するためのコツ 

〇 ぎ ス  
若い世代（学生等）を中心とする活動の は、 業や などによって長期間の参

が しいことです。 リスマ のある人 を中心に活動が活 になったとしても、次の世
代が 後れし、世代交代に することもあります。若い世代（学生等）は部活動等には
れているため、常に後 世代の リー ーを 人 成し、 間をかけて なく

き継いでいきまし う。 
 

〇 い し いると る き  
授業や課外活動で り 場合は、 しいと感じる に 学 単 を る ことがよ
りがちです。また、若い世代(学生等)が れないうちは、 の を たり の感

に いたりすることが しいこともあるでし う。支援場 や定期的な振り りの機会
には、コーディネーターや教 員 が意 的に高齢者の を言 にする、 が しん
でいる を せる、若い世代（学生等）に しいかどうかを いかけることで、若い世代(学
生等)が しんで り んでいることへの きを促してください。 しい とは、 う
ような場 に ら 、動機を って り 、 成感を得られること、若い世代(学生等)が
らの成長を実感できることなどが含まれます。 
 

〇 を ー する 
若い世代（学生等）のち っとした関わりで、 には せない や が生まれま

す。しかし、若い世代（学生等）は、高齢者の を る がなく、 が うことは
るに りないことだという思い込 を きがちです。 が、高齢者が んだり、感謝した
りしている や言 を き出すように関わると若い世代(学生等)が きやすくなりま
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す。また、 からのフィードバックは若い世代(学生等)の を高めることにつながり
ます。 

 
〇サービスを有償化し、経済的基盤を安定させる 

ランティア という 感から若い世代（学生等）の を メージしがちですが、
全国で成 している若い世代（学生等）と高齢者の交流・生活支援プロジ クトの多くが
ー スを していました。 

を うことで高齢者が ー スを しやすくなり、 だからこそつながりやす
くなると考えられます。また、アルバ トに く 間を ランティア活動に てること
で 間の ができ、 を いられると感じることなく 的に り が生
まれます。 

ランティアに対する が に がっていないことから、交流・支援を める
に な と 意の 続きが重要となります。 

的 を 定させるために、 極的な営業活動を っている では、たとえば
事業所では の回らない 外 ー スを け うことを営業し、成 していま

した。このように若い世代（学生等）が社会貢献を ジネスとして 開させるためには、
営について学 こと、先駆者や地域の実業 に をすることなどが われていました。 

 
〇困ったときにサポートしてくれる人材・組織を増やす 
若い世代（学生等）だけで活動を継続・ させることは で、できるだけ多くの人々

や に られ、 できる を確 します。若い世代（学生等）の 集だけでなく、
高齢者とその 、また支援してくれる多 な人 や に向けて、対 の特 にあわせて
SNS を い け、 します。支援してくれる方々が なく できることをお願いす
ることで、 いただく 地を えておくと いでし う。 

 

〇失敗を恐れすぎない 
社会 が少ない若い世代（学生等）の ですから、 は 可 ともいえます。先駆

的事例の ンタ ューで 大きな を回 しながらも小さな を り して、より い
価値や ー スに近 こうと常に し続けること （先駆的事例集 p74）という一言が
的でした。 

は成 の 、 を に し、より い活動へとつなげていきまし う  
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生活支援コーディネーター、社会 会等の 報 

 
・日常生活支援 合事業がわかる  

合事業（ ・日常生活支援 合事業） 
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000192992.html 
 
生活支援コーディネーターの がわかる  

生活支援コーディネーター(地域支え合い推進員)に る中 研 テキスト 
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000084710.html 
 
社会 会（社 ）がわかる  

https://www.shakyo.or.jp/index.html 
 
高齢者の交流・生活支援の り を進める上では、 社会 会（
社 ）が、最も 近な の場となります。活動 点の 体の社 に しまし

う。 
地域の ランティアと し、高齢者や 者、子 て中の 子が に集える ロ

ン活動 を進めているほか、社 の ランティアセンターでは ランティア活動に関する
や活動先の 、また、小中高 における 教 の支援等、地域の 活動の 点

としての を たしています。社会 会は、地域のさまざまな社会 とのネッ
ト ークを しており、多くの人 ととの を通じて地域の最 で活動しています。
(全国社会 会ホーム ージより) 
 
 
おわりに 
 
このマニュアルは、 4 年度 厚生 人 健事業推進 等 助  人 健健康
進等事業 若い世代（学生等）による高齢者の生活支援に関する 研究事業 におい
て作成されたものです。作成にあたり、可能な り ・一 を 指しました。 
マニュアルのご活 に際しては、すでに地域で されているネット ークや、活動して
いる人的 等との連携をはかり、ご活 いただければ幸いです。 
 

(事業担当者の一人として 野あや子） 
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あとがき  ・・・国際的な ストセラーから た世代間交流と、高齢者支援 
 
国際的には世代間交流と高齢者支援の 題に、近年、大きな関心が せられている。 題

で｢幸せなひとりぼっち｣は、ス ーデンの作 フレデリック・バックマンの作 であるが、
国で ストセラーとなるとともに、2015年には されて興 的に成 した 1。 は
々の国の を 得したが、米国でこのほどトム・ハンクスが、 から 監督、主
となりこの をもとに たに をリリースして 題となっている。 
その内容は、まさに高齢者 題と世代間交流の といってよい。たとえば、主人公の高

齢者の （実際は 59 ）が、 であることを ングア トした日に からたたき
出された若者を、 りしないまま で させる場 がある。 、 はいつものよ
うに、 5 30 に近 の 回りを める。 
一 に ってもいいですか そこに めてもらった の子が加わる。そこにさらに、ジョ
ングしていた若者が加わっていつもと なるチームでの 回りが まる。 
いつもこんな 間に きるか  
まさか、でし 。まだ てないだけだよ  

コ ルに が進 していく。 は、高齢者（ 確には高齢者 ）、若い世代、子
て世代、外国人、LGBTといった のある人々のかかわりの中で 開していく。 

この を と、あるいは を ると、世の中には、 高齢者 と これから高齢者に
なる者 の 2 の人々からなることを意識せざるを得ない。59 で 業した の
の るまいは、高齢者に典 的に られる、あるいは 的に られる特 を 事に 現し
ている。すると 59 という な年齢が、高齢者でない 者にも、 が“高齢者 ”
であり、まさに当事者であることを思い こさせる。この小 は世 30か国で ストセラ
ーとなり、ス ーデンでは が 期に公開されたスター ー の フ ースの
を えて 場者を得て興 的に成 している 2。さらに、今回、トム・ハンクス主 で
が作成されたということで国際社会の高齢者支援、世代間交流に対する関心の高さに 得
できる。 
しかし、わが国では現 点では、こうした小 の や、 の ットの などについ

て高齢者 や地域 アの関 者の間でさえもあまり関心は高くないように思われる。 
2022 年 9 に開催された第 13 回日本世代間交流学会での Peter J Whitehouse 教授との
のやりとりの中で、｢社会の高齢 が国際的にも進 する中で、日本はそのトップラン

ーを担っているは である。が、世代間交流への社会的関心や り は といえるであ
うか｣という いかけがあった。教授はこのような での日本の貢献を期待していると

いうメッセージを していた。米国では Generations United 3が として活動しており、
世代間交流のプロジ クトを っている。 ーロッ でも、たとえばフランスでは、本
事業でも り上げた京都 リデールの本 である リデールに代 される 世代 シス
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テムが定着して継続されている。こうした国際的な動向について、特に日本世代間交流学会
の会長の草野篤子氏には、また副会長の東京都健康長寿医療センター研究所 研究部長の
藤原桂典氏には、重要なご示唆を頂戴した。事業を通じて、常に、世代間交流への関心につ
いて欧米とわが国との間の“温度差”を痛感した。日本世代間交流学会第 14 回全国大会 大
会は、京都橘大学で主催することになった（大会長 小川敬之）。今後ともご指導をお願い
したい。 
本研究は、こうした中でチャレンジされたものであり、現実には、極めて萌芽的段階にあ

る。本事業で課題とされた｢どの地域でも実践可能な若い世代の参加を促進する“生活支援マ
ニュアル案”を中核としたプログラムを作成する。｣という課題は、今から考えても的を得た
内容である。社会実装を考慮すると現実は、本事業は荒野の中に杭を 1 つ立てたという段
階かもしれない。たとえば、生活支援コーディネーターからは、たとえば、｢どの地域でも｣
という課題を考慮した場合、大学との連携を探るために、各大学の地域連携セクションとの
窓口連絡先がほしいという具体的な要望があった。本事業では、単年度、短期間の事業であ
り、全国の各大学の窓口の一覧を作成することはできなかった。しかし、今後、そのような
リストの作成は大学にとっても大学に求められる社会貢献や地域連携を意識する機会にな
ることが期待される。また、このようなリストの公開は、実は、活動的な高齢者の運営する
NPOなどの団体からも、求められていることであり、これにより世代間交流が｢どの地域で
も｣推進されることが期待される。本事業がきっかけとなり、今後、わが国においても、若
い世代（学生等）による高齢者の生活支援と世代間交流に対する関心が高まることを願って
やまない。ただし、一方、最終の検討委員会で、報告書の内容がやや若い世代に偏っており、
高齢者側からの視点がもう少し彫り込んだものであってもよかったのではないかという指
摘が外部委員からあった。確かに、たとえば高齢者の generativity といった、未来に向けて
の価値や願いを次世代に継承したいといった高齢者のもつ思いについても焦点をあてるべ
きだったかもしれない。なお、外部委員の桃山学院大学の梅谷進康教授からはこの事業のメ
ンター的な立場でご支援を頂戴した。深謝したい。この事業は先駆的事例集、マニュアル含
めて多くの方々のご支援が結集したものである。なお、近畿厚生局には、事業の立ち上げか
ら事業のまとめまで、さまざまな助言を頂戴した。御礼申し上げたい。最後に、この事業が
なんとか推進できたのは、京都橘大学の学術振興課の支えがあってこそであることを申し
添えたい。 

 
1）フレドリック・バックマン, 坂本あおい訳 EN MAN SOM HETER OVE （幸せなひと
りぼっち） 早川書房 2016 
2）DVD 監督・脚本 ハンネス・ホルム 幸せなひとりぼっち, ポニーキャニオン 
3) Generation United  https://www.gu.org/ 

本事業の担当者の一人として平出敦 
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